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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



資料中の「日立製作所」、「日立XX」等名称の株式会社ルネサス テクノロジへの変更について

　2003年4月1日を以って三菱電機株式会社及び株式会社日立製作所のマイコン、ロジック、

アナログ、ディスクリート半導体、及びDRAMを除くメモリ（フラッシュメモリ・SRAM等）を含む

半導体事業は株式会社ルネサス テクノロジに承継されました。従いまして、本資料中には 

「日立製作所」、「株式会社日立製作所」、「日立半導体」、「日立XX」といった表記が残っておりま

すが、これらの表記は全て「株式会社ルネサス テクノロジ」に変更されておりますのでご理

解の程お願い致します。尚、会社商標・ロゴ・コーポレートステートメント以外の内容につい

ては一切変更しておりませんので資料としての内容更新ではありません。

ルネサステクノロジ ホームページ （http://www.renesas.com）

2003年4月1日

株式会社ルネサス テクノロジ

カスタマサポート部

お客様各位



ご注意

安全設計に関するお願い

1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤動作する場合があり

ます。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、人身事故、火災事故、社会的損害などを

生じさせないような安全性を考慮した冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご

留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただくための参考資料であ

り、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが所有する知的財産権その他の権利の実施、

使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因する損害、

第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロジは責任を負いません。

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行時点のも

のであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあ

ります。ルネサス テクノロジ半導体製品のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネ

サス販売または特約店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ

(http://www.renesas.com)などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料の記述誤りに起因する

損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその責任を負いません。

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリズムを流用する場合は、

技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけでなく、システム全体で十分に評価し、お客様

の責任において適用可否を判断してください。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いま

せん。

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いら

れることを目的として設計、製造されたものではありません。本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医

療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討

の際には、ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必要です。

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたらルネサス テクノロジ、

ルネサス販売または特約店までご照会ください。
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はじめに

本マニュアルは、MS-DOS＊または UNIX＊上で稼働する H シリーズ　リンケージエディ

タ、ライブラリアン、およびオブジェクトコンバータの使い方について説明したものです。

本マニュアルは、下記の 3つの編から構成されています。

・「リンケージエディタ編」

・「ライブラリアン編」

・「オブジェクトコンバータ編」

【注】 H シリーズリンケージエディタ Ver.6.0、ライブラリアン Ver.2.0、オブジェクト

コンバータVer.2.0を使用している場合は「Ver.6.0の追加・変更内容」を参照し

てください。

　本マニュアルの他に、リンケージエディタ、ライブラリアン、およびオブジェクトコ

ンバータと関連するHシリーズ　クロスソフトウェアとして、次のマニュアルがあります。

・H8S, H8/300シリーズ　クロスアセンブラ　ユーザーズマニュアル

・H8S, H8/300シリーズ　C/C++コンパイラ　ユーザーズマニュアル

・H8S, H8/300シリーズ　シミュレータ・デバッガ　ユーザーズマニュアル

・H8/500シリーズ　クロスアセンブラ　ユーザーズマニュアル

・H8/500シリーズ　Cコンパイラ　ユーザーズマニュアル

・H8/500シリーズ　シミュレータ・デバッガ　ユーザーズマニュアル

・SuperH RISC engine　アセンブラ　ユーザーズマニュアル

・SuperH RISC engine　C/C++コンパイラ　ユーザーズマニュアル

・SHシリーズ　シミュレータ・デバッガ　ユーザーズマニュアル

【注】 * MS-DOSは米国マイクロソフト社により管理されている、オペレーティングシ

ステムの名称です。

* UNIXはX/Open社により管理されている、オペレーティングシステムの名称で

す。



表記上の注意事項

本マニュアルの説明の中で使用する記号は、次の内容を示しています。

＜　＞ 指定する情報の内容を意味します。

｛　｝ いずれか 1つを選択することを意味します。

［　］ 省略できることを意味します。

・・・ 任意の回数だけ繰り返すことを意味します。

△ 1つ以上のスペースまたはタブを意味します。

（RET） リターンキーの入力を意味します。

MS-DOS版では、ファイルの拡張子は大文字で設定されます。

本マニュアルでは、16進数を次のように表します。

数値の前に、H’を記述する。（例、H’1000）

特に断らない場合、前になにもつかない数値は 10進数です。
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マイクロコン ピュータ用 のプログラ ムにおいても 大規模なプ ログラムや 複雑なプロ グ

ラムの必要性が高くなるにしたがって、高級言語を使用したり、プログラムを分割して開

発する機会が多くなってきます。このようなプログラム開発を実現するために、まずコン

パイラまたは アセンブラ を使用してソ ースプログ ラムをオブジ ェクトモジ ュールに変 換

します。続いてリンケージエディタを使用して複数のモジュールを結合し、目的とする 1

つのロードモジュールに編集します。

H シリーズ リンケージエディタ（以降リンケージエディタと略します）はアセンブ ラ

またはCコンパイラが出力した複数のオブジェクトモジュールファイルを入力し、それら

を結合および編集して、1つのロードモジュールファイルを出力します。

リンケージエディタを用いたプログラム開発手順の流れを図 1.1に示します。

ライブラリアン

�CIA

アセンブリ言語
ソースプログラム

オブジェクトモジュール

*1

ライブラリ

CPU情報
ファイル アブソリュート

ロードモジュール

ロードモジュール
(S-type)

は本編で説明するリンケージエディタです。【注】*1

リロケータブル
ロードモジュール

C言語
ソースプログラム

アセンブラ

オブジェクトコンバータ インサーキットエミュレータ シミュレータ・デバッガ

リンケージエディタ

プリプロセッサ Cコンパイラ

図 1.1　プログラムの開発手順
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次にリンケージエディタの特長を示します。

（1）コマンドライン指定による実行とサブコマンド指定による実行の 2とおりの実行形式

を利用することにより、使用目的に合わせたリンケージエディタの制御が行えます。

（2）リンケージエディタが出力したロードモジュールファイルを再び入力し、再編集した

ロードモジュールファイルを出力することができます。

（3）シミュレータ・デバッガ、インサーキットエミュレータで使用するデバッグ情報を、

オプションの指定によりロードモジュールファイル中に含ませることができます。
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1.1　機能概要
リンケージエディタには次の 5つの基本的な機能があります。

（1）モジュールの結合機能

コンパイラまたはアセンブラが出力したオブジェクトモジュールを結合、編集する

機能です。

（2）アドレスの解決機能

各モジュール間の外部参照や相対アドレスで示されているアドレスを解決する機能

です。

（3）ロードモジュールファイルの再入力機能

リンケージエディタが出力したロードモジュールファイルを再入力する機能です。

（4）マルチリンケージ機能

1度のリンケージエディタの起動中に複数のリンケージ処理を行う機能です。

（5）デバッグ援助機能

中間リンケージ結果の表示やエラーに対する暫定的な処置を行う機能です。
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1.2　オブジェクトモジュールとロードモジュール
ソースプログラムをコンパイル（またはアセンブル）した結果として出力するものをオ

ブジェクトモジュールと呼び、複数のオブジェクトモジュールをリンケージエディタによ

って結合したものをロードモジュールと呼びます。

ロードモジュ ールにはア ブソリュー トロードモジ ュールとリ ロケータブ ルロードモ ジ

ュールの 2種類の形式があります。アブソリュートロードモジュールは絶対番地が割り付

けられた実行可能な形式で、再結合、再配置に必要なリロケーション情報を持ちません。

リロケータブ ルロードモ ジュールは相 対番地が割 り付けられた ものでリロ ケーション 情

報を持っており、再度リンケージエディタに入力し、再結合、再配置を行うことができま

す。ロードモジュール形式の選択は、リンケージエディタの FORM  オプション／サブコ

マンドを使って指定します。FORMオプション／サブコマンドの詳細については、「4.5.3

ＦＯＲＭ－出力ロードモジュールファイル形式の指定」を参照してください。

これらのオブジェクトモジュール、アブソリュートロードモジュールおよびリロケータ

ブルロードモジュールをまとめてモジュールと呼びます。

モジュールには、Hシリーズの品種により、結合時のアドレス割り付け方法の異なるペ

ージタイプと非ページタイプの 2 種類があります。H8/500 シリーズがページタイプで、

H8/300,H8Sシリーズと SuperHシリーズが非ページタイプです。
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1.3　ユニットとセクション
ユニットとはモジュール内のコンパイル（またはアセンブル）単位を意味します。した

がってコンパイラ（またはアセンブラ）が出力したオブジェクトモジュールは、1 ユニッ

ト／1 モジュールで構成されています。またリンケージエディタにより複数のオブジェク

トモジュールを結合したロードモジュールは、1 つのモジュールの中に複数個のユニット

が存在します。

セクションとはユニットを構成する最小単位で、リンケージエディタの処理の単位でも

あります。

図 1.2にモジュール、ユニットおよびセクションの関係を示します。

モジュール

ユニット

セクション

図 1.2　モジュール、ユニットおよびセクションの関係

セクションはセクションを識別するためのセクション名、セクションの内容、使用法を

示すセクション属性、およびアブソリュートまたはリロケータブルの形式種別を持ちます。

セクション名が同じでもセクション属性または形式種別が異なるセクションは、別セクシ

ョンとして扱います。

セクション属性および形式種別は次のように分類されます。

（1）セクション属性

・コード ･･･････････命令、定数エリア

・データ ･･･････････プログラムで値を変更する変数エリア

・スタック ･････････初期化できないスタック、ワークエリア等

・コモン ･･･････････複数のモジュールで共通に使用する変数エリア

・ダミー ･･･････････実体を持たない変数構造定義部等

（2）形式種別

・アブソリュート ･･･すでに絶対アドレスが割り付けられているセクション

・リロケータブル ･･･絶対アドレスが決まっていないセクション



2.　リンケージエディタの
機能

第 2章　目次

2.1 モジュールの結合機能 ...............................................................................................................12

2.1.1 セクションの結合.....................................................................................12

2.1.2 ライブラリファイルからの入力.................................................................21

2.1.3 ライブラリファイル内のモジュールの結合抑止 .........................................23

2.2 アドレスの解決機能 ..................................................................................................................24

2.2.1 外部参照の解決 ........................................................................................24

2.2.2 セクション内のアドレス解決 ....................................................................26

2.2.3 アドレス未解決シンボルの表示抑止 ..........................................................27

2.3 ロードモジュールファイルの再入力機能 ....................................................................................28

2.3.1 ユニットの自動置換 .................................................................................29

2.3.2 ユニットの強制置換 .................................................................................30

2.4 マルチリンケージ機能 ...............................................................................................................31

2.5 デバッグ援助機能......................................................................................................................32

2.6 アドレスチェック機能 ...............................................................................................................33

2.7 ROM化支援機能 .......................................................................................................................34



2.　リンケージエディタの機能

10



2.　リンケージエディタの機能

11

リンケージエディタの 5 つの基本的な機能については、「1.1　機能概要」で触れまし

たが、本章ではこれらの機能の詳細について述べます。本章の説明文や例の中で使用して

いるリンケー ジエディタ を制御するた めのオプシ ョンおよびサ ブコマンド の詳細につ い

ては、「3.　リンケージエディタの実行」および「4.　リンケージエディタのオプション

／サブコマンド」の各項を参照してください。
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2.1　モジュールの結合機能
リンケージエディタは指定された入力ファイルからモジュールを読み出し、モジュール

間の結合を行うことにより 1つのロードモジュールを作成します。モジュールの結合は、

モジュールを構成する要素として最小の単位であるセクションごとに処理を行います。

2.1.1　セクションの結合
形式種別がリロケータブルのセクションでのみセクションの結合を行います。形式種別

がアブソリュートのセクションの場合には、すでに絶対アドレスが割り付けられているた

め、結合は行いません。セクションの結合は、次の手順で行います。

（1）同一セクションの集合

ユニット間にまたがって同一名のセクションを集めます。

セクションA

セクションB

セクションC

セクションA セクションAの集合

ユニットX ユニットY

セクションB

セクションC

セクションBの集合

セクションCの集合

図 2.1　セクションの集合

もし、同じ名前を持つセクション同士でセクション属性が異なる場合には、ウォーニン

グメッセージを出力し、別セクションとして処理します。
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（2）同一セクションの結合

同一セクションを結合します。結合にはセクション属性により次の 3 種類の結合方

法があります。

（a）単純結合

セクション属性がコード、 データ、およびスタック の場合、同一セクション を

連続したアドレスに配置します。配置はモジュールの入力順になります。

セクションA

ユニットX

ユニットYの
セクションA

ユニットXの
セクションAセクションA

ユニットY セクションAの結合

図 2.2　単純結合

（b）共有結合

セクション属性がコモンの場合、同一セクションを同じアドレスに配置します。

セクションの大きさは同一セクションの中の最大の大きさになります。

セクションB

ユニットX

セクションB

ユニットY セクションBの結合

�� ユニットY

ユニットX

図 2.3　共有結合

（c）ダミー結合

セクション属性がダミーの 場合、セクションは実体 を持たないので結合を行 い

ません。

セクションC

ユニットX

セクションC 結合なし

ユニットY

図 2.4　ダミー結合
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（3）セクション同士の結合

リンケージエディタ実行時にセクションの結合順序が指定された場合は、その順序

にしたがってセクションを結合します。セクションの結合順序の指定がない場合はセ

クションの出現順に結合します。

（a）結合順序指定ありのとき

セクションA

セクションB

セクションD

ユニットX

セクションA

セクションD

ユニットY

セクションA

セクションB

セクションC

セクションA (X)

セクションA (Y)

セクションA (Z)

セクションC

セクションD：データセクション

セクションの結合順序　A→D→B

セクションA：コードセクション

セクションB：コモンセクション

セクションC：ダミーセクション

ユニットZ

セクションD (X)

セクションD (Y)

セクションB

図 2.5　結合順序指定ありのセクション結合例
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セクションの結合順序は、出力するロードモジュールがアブソリュート形式の時だけ指

定できます。指定は STARTオプション／サブコマンドによって行います。

（b）結合順序指定なしのとき

セクションA

セクションB

ユニットX

セクションA

セクションD

ユニットY

セクションA

セクションB

セクションCセクションC

(1)

(2)

(4)

(3)

セクションA (X)

セクションA (Y)

セクションA (Z)

セクションD：コードセクション

(1)～(4)はセクションの出現順を示す。

セクションA：データセクション

セクションB：コモンセクション

セクションC：ダミーセクション

ユニットZ

セクションD (Y)

セクションD (Z)

セクションB

セクションD

図 2.6　結合順序指定なしのセクション結合例
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同一名を持つセクション同士でセクション属性が異なるものに関しては、別セクション

として出現順に結合します。

セクションA
＜データ＞

ユニットX ユニットY

(1)
セクションA
＜スタック＞

セクションA (X)
＜データ＞

セクションA (Y)
＜スタック＞

セクションA (Z)
＜コード＞

(2)
セクションA
＜コード＞ (3)

(1)～(3)はセクションの出現順を示す。

ユニットZ

図 2.7　セクション属性の異なる同一名セクション結合例
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（4）アドレスの割り付け

セクションごとにアドレスの割り付けを行います。出力するロードモジュールがア

ブソリュート形式の場合、絶対アドレスを割り付けます。セクションの結合順序と先

頭アドレスが START オプション／サブコマンドによって指定されると、指定された

先頭アドレスから順に各セクションに絶対アドレスを割り付けます。先頭アドレスの

指定がない場合は、0（ゼロ）番地から絶対アドレスを割り付けます。

形式種別がアブソリュートのセクションと形式種別がリロケータブルのセクション

を結合した場合、同じ絶対アドレスにセクションが重複して割り付けられることがあ

ります。リンケージエディタでは重複した場合、ウォーニングメッセージを表示しま

す。

ページタイプのモジュールの結合では、セクションごとにアドレスを割り付けてい

くと、1 つのセクションがページの境界をまたがることがあります。リンケージエ デ

ィタではページの境界にまたがってセクションを割り付けた場合、ウォーニングを出

力します。しかし、このようにしてアドレスを割り付けたロードモジュールを実行す

るのは大変困難です。そのため、リンケージエディタではユニット単位でセクション

がページの境界をまたがらないように自動的に次のページの先頭からセクションを割

り付けることができます。これを自動ページングと呼び、AUTOPAGEオプション／サ

ブコマンドで指定します。ページタイプのモジュールの結合での、アドレス割り付け

の違いを図 2.8（自動ページング指定なし、先頭アドレス指定なし）、図 2.9（自動ペ

ージング指定あり、先頭アドレス指定なし）、および図 2.10（自動ページング指定あ

り、先頭アドレス指定あり）に示します。

出力するロードモジュールがリロケータブル形式の場合、セクションごとにセクシ

ョンの先頭からの相対アドレスを割り付けます。

ロードモジュールの出力形式は、FORMオプション／サブコマンドで指定します。
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������
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���
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��

セクションA セクションA

セクションB

��
��

ユニットX

���
���

ユニットY

セクションC

セクションA (X)

セクションA (Y)

セクションA (Z)

セクションB

セクションC セクションD：データセクション

セクション結合順序指定あり　A→D→B

セクションA：コードセクション

セクションB：コモンセクション

セクションC：ダミーセクション

ユニットZ

セクションD (X)

セクションD (Y)

セクションB

セクションA

セクションD
セクションD

ページ境界 ユニットZのセクションAが
ページ境界にまたがる

ユニットXのセクションDが
ページ境界にまたがる

ユニットYのセクションDが
ページ境界にまたがる

ページ境界

ページ境界

図 2.8　ページタイプの結合例（自動ページング指定なし、先頭アドレス指定なし）
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���
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���
������
���

��
��

セクションA セクションA

セクションB

��
��

ユニットX

���
���

ユニットY

セクションC

セクションA (X)

セクションA (Y)

セクションA (Z)

セクションB

セクションC セクションD：データセクション

セクション結合順序指定あり　A→D→B

セクションA：コードセクション

セクションB：コモンセクション

セクションC：ダミーセクション

ユニットZ

セクションD (Y)

セクションD (X)

セクションB

セクションA

セクションD
セクションD

ページ境界

ページ境界

ページ境界

ページ境界

図 2.9　ページタイプの結合例（自動ページング指定あり、先頭アドレス指定なし）
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���
セクションB

���
���

���
���
���

���
��
セクションA セクションA

セクションB

��
��

ユニットX

��
��

ユニットY

セクションC

セクションA (X)

セクションA (Y)

セクションA (Z)

セクションB

セクションC セクションD：データセクション

セクション結合順序指定あり　A→D→B

セクションA：コードセクション

セクションB：コモンセクション

セクションC：ダミーセクション

ユニットZ

セクションD (Y)

セクションD (X)

セクションA

セクションD
セクションD

ページ境界

先頭アドレス

ページ境界

ページ境界

ページ境界

ページ境界

図 2.10　ページタイプの結合例（自動ページング指定あり、先頭アドレス指定あり）
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2.1.2　ライブラリファイルからの入力
リンケージエ ディタでは ライブラリ アンで作成し たライブラ リファイル からオブジ ェ

クトジュールまたはリロケータブルロードモジュールを入力し、モジュールの結合を行う

ことができます。ライブラリファイルからの入力には次に示す 2つの方法があります。

（1）モジュール名指定による入力

入力ファイル名を指定するときに、ライブラリファイル名とモジュール名を指定す

ることにより、ライブラリファイル中の特定モジュールを入力することができます。

入力ファイルの指定は、コマンドラインあるいは INPUTサブコマンドによって行いま

す。

（2）自動入力

リンケージエディタは指定されたモジュールをすべて入力した後で外部参照シンボ

ルの解決処理を行います。どのモジュールにおいても定義されていない外部参照シン

ボルがある場合、まず指定されたライブラリファイルをサーチし、ライブラリファイ

ルの中から未解決外部参照シンボルを定義しているモジュールを自動的に入力し、結

合処理を行います。もし、ライブラリファイルの中に未解決外部参照シンボルを定義

しているモジュールが存在しない場合、ユーザによってあらかじめ定義されたデフォ

ルトライブラリ内をサーチし、未解決外部参照シンボルを定義しているモジュールを

自動的に入力し、結合処理を行います。

デフォルトライブラリの中に未解決外部参照シンボルを定義しているモジュールが

存在しない場合、未定義エラーとなります。

デフォルトライブラリについては、「5.4　デフォルトライブラリファイル」を参照

してください。

また、ライブラリファイルにはシステムライブラリファイルとユーザライブラリフ

ァイルの区別があり、リンケージエディタはユーザライブラリファイルから先にサー

チします。そのため、同じ名前の外部定義シンボルを含むモジュールが、指定された

システムライブラリファイルとユーザライブラリファイルの両方にある場合、ユーザ

ライブラリ中のモジュールを結合します。なお、システムライブラリファイル同士ま

たはユーザライブラリファイル同士の場合は指定順にサーチします。

ライブラリファイル中にページタイプのモジュールと非ページタイプのモジュール

を混在して作成することができますが、リンケージエディタは 2 種類のタイプのモジ

ュールを同時に入力した場合はエラーとしますので、ライブラリファイルの作成およ

びライブラリファイルの指定時には十分に注意してください。
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ライブラリファイルの指定は、LIBRARYオプション／サブコマンドによって行いま

す。

また、システムライブラリファイルとユーザライブラリファイルの指定方法は、本

マニュアルのライブラリアン編を参照してください。

次にライブラ リファイル を指定した 場合のモジュ ールの結合 順について 例を用いて 説

明します。

（1）INPUTサブコマンドにより、オブジェクトモジュール a、bを入力します。

.IMPORT X1,Z1
MOV @X1,R0
MOV @Z1,R1

.IMPORT X2,Y2
MOV @X2,R0
MOV @Y2,R1

モジュールａ モジュールｂ

図 2.11　モジュール結合の例（入力オブジェクトモジュール）

（2）LIBRARYサブコマンドにより、lib1、lib2、lib3の順に入力します。

モジュール10
.EXPORT X2

モジュール11
.EXPORT X1

ライブラリlib1

モジュール20
.EXPORT Y1

モジュール21
.EXPORT Y2

ライブラリlib2

モジュール30
.EXPORT Z1

モジュール31
.EXPORT Z2

ライブラリlib3

図 2.12　モジュール結合の例（入力ライブラリファイル）

（3）各入力ファイルで宣言した外部参照シンボルをすべて集めた後、最初に指定したライ

ブラリに外部定義シンボルがないかサーチします。シンボルがある場合は、外部定義

シンボルを含むモジュールを結合します。複数のシンボルが同一ライブラリのそれぞ

れ別モジュールに宣言されているときは、ライブラリ内の出現順にモジュールを結合

します。

当該ライブラリにシンボルがない場合は、次に指定したライブラリ内をサーチしま

す。

上記例では、以下の結合順になります。
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モジュールａ 

モジュールｂ 

モジュール10 

モジュール11 

モジュール21 

モジュール30 

図 2.13　モジュール結合の例（出力ロードモジュール）

2.1.3　ライブラリファイル内のモジュールの結合抑止
参照のない外部参照シンボルがあるとき、それを定義しているモジュールを結合するか

否かをオプション／サブコマンドにより選択することができます。下記のコーディング例

でシンボル abc は、外部参照シンボルの宣言はありますが、実行文での参照がありません。

結合抑止を指定した場合、シンボル abc を定義しているライブラリファイル内のモジュー

ルは結合しません。

.IMPORT xyz,abc
MOV.W   @xyz,R0
　　  ・
　　  ・
.END

図 2.14　参照のない外部参照シンボルを含むモジュール例

C 言語でコーディングするとき、extern により外部参照シンボルを記述しますが、その

シンボルを参照していないことがあります（例えば、stdio.hには参照のない外部参照シン

ボルが多数記述されています）。本機能を使用することにより不要なモジュールの結合を

抑止できるため、プログラムサイズを小さくすることができます。モジュールの結合抑止

の指定は、EXCLUDEオプション／サブコマンドで行います。
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2.2　アドレスの解決機能
あるモジュールから別のモジュール内にあるシンボルを参照する場合や、同じモジュー

ル内のシンボルでもリロケータブルセクション内のシンボルを参照する場合には、アセン

ブル時にそれらのシンボルの絶対アドレスは決定できません。リンケージエディタではそ

れらのシンボルに対して絶対アドレスを決定し、参照位置へその絶対アドレスを設定しま

す。

2.2.1　外部参照の解決
モジュール内で別のモジュール内にあるシンボルを参照する場合、アセンブラはオブジ

ェクトプログラム内に外部参照情報を出力します。一方、別のモジュールから参照される

シンボルについて外部定義の宣言をすることにより、オブジェクトプログラム内に外部定

義情報が出力されます。リンケージエディタは、これらの外部参照情報と外部定義情報を

結び付けます。さらに、オプションまたはサブコマンドによって指定されたアドレス情報

により、定義シンボルの絶対アドレスを決定し、参照シンボルへその絶対アドレスを設定

します。

図 2.15に外部参照の解決の例を示します。図 2.15中での各モジュール、セクションお

よび指定するサブコマンドは次に示すとおりです。

（1）モジュール a

・セクションXのみで構成され、そのサイズはH'5000バイト

・A1の位置からモジュール bの S4を外部参照

・A2の位置からモジュール bの S2を外部参照

（2）モジュール b

・セクションXとセクションYで構成

・セクションXのサイズはH'2000バイト

・セクションYのサイズはH'3000バイト

・S1はセクションYの先頭で、S2はセクションYの先頭からH'1000バイトの位置

・S3はセクションXの先頭で、S4はセクションXの先頭からH'1200バイトの位置

（3）モジュール c

・セクション Zのみで構成され、そのサイズはH'4000バイト

・C1の位置からモジュール bの S3を外部参照

・C2の位置からモジュール bの S1を外部参照
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（4）サブコマンド

INPUT△a,b,c

START△X,Y,Z(10000)

EXIT

a、b、c の 3 つのモジュールを入力します。X、Y、Z の順にセクションを結合し、先頭

アドレスをH'10000番地とします。

�

�
��
�

�
���
��

�
�

�

＜セクションX＞

モジュールa

A1

H'5000バイト

H'3000バイト

H'2000バイト

H'4000バイト
S1の絶対アドレス：H'17000番地
S2の絶対アドレス：H'18000番地
S3の絶対アドレス：H'15000番地
S4の絶対アドレス：H'16200番地

A1の位置にH'16200を設定
A2の位置にH'18000を設定
C1の位置にH'15000を設定
C2の位置にH'17000を設定

A2

＜セクションZ＞

モジュールc

C1

C2

H'10000

H'15000

H'17000

H'1A000

H'1E000

A1

C1

A2

C2
＜セクションY＞

＜セクションX＞

モジュールb

S1

S3

S2

S3

S1

S4

S2

S4

図 2.15　外部参照の解決
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2.2.2　セクション内のアドレス解決
モジュール内 のリロケー タブルなセ クション中で 定義したシ ンボルを同 じモジュー ル

内で参照した場合、アセンブラはそのアドレスをセクションの先頭からの相対アドレスで

表します。

リンケージエディタではこの相対アドレス値と、オプションまたはサブコマンドによっ

て指定されたアドレス情報を使用して絶対アドレスを決定し、設定しなおします。

図 2.16にセクション内のアドレス解決の例を示します。図 2.16中での各モジュール、

セクションおよび指定するサブコマンドは次に示すとおりです。

（1）モジュール a

・セクションXのみで構成され、そのサイズはH'5000バイト

（2）モジュール b

・セクションX、セクションYおよびセクション Zで構成

・セクションXのサイズはH'6000バイト

・セクションYのサイズはH'1000バイト

・セクション ZのサイズはH'2000バイト

・B1の位置から S1を参照

・B2の位置から S3を参照

・B3の位置から S2を参照

・S1はセクションXの先頭からH'3000バイトの位置

・S2はセクションXの先頭からH'4500バイトの位置

・S3はセクションXの先頭からH'5000バイトの位置

（3）サブコマンド

 INPUT△a,b

 START△X,Y,Z(10000)

 EXIT

a、bの 2つのモジュールを入力します。X、Y、Zの順にセクションを結合し、先頭アド

レスをH'10000番地とします。
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�
�

＜セクションX＞

モジュールa

H'5000バイト

H'1000バイト

H'6000バイト

S1の論理アドレス：H'18000番地
S2の論理アドレス：H'19500番地
S3の論理アドレス：H'1A000番地

B1の位置にH'18000を設定
B2の位置にH'1A000を設定
B3の位置にH'19500を設定

＜セクションZ＞

B1

B2

B3

H'10000

H'15000

H'1C000

H'1B000

H'1E000

B2

B1

B3

＜セクションY＞

＜セクションX＞

モジュールb

S1

�
S3

�
�S2

S1

��
��S3 �S2

H'2000バイト

図 2.16　セクション内のアドレス解決

2.2.3　アドレス未解決シンボルの表示抑止
リロケータブルロードモジュール指定の場合に限り、未解決なシンボル名の表示を抑止

することができます。これは UDF  オプション／サブコマンドにより選択することができ

ます。
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2.3　ロードモジュールファイルの再入力機能
プログラムの 変更を行っ た場合や外 部参照シンボ ルが未解決 のまま残っ てしまった 場

合には、再びリンケージエディタを使用してロードモジュールファイルを作りなおさなけ

ればいけません。このとき、ひとつひとつのオブジェクトモジュールファイルを指定しな

おすのではなく、すでに作られているロードモジュールファイルと変更のあったオブジェ

クトモジュールファイル（あるいは、外部定義シンボルを含んでいるオブジェクトモジュ

ールファイル）だけを指定することで、ロードモジュールファイルを作成できる機能がロ

ードモジュールファイルの再入力機能です。

再入力機能でモジュールの置き換えがある場合は、ユニット単位で置き換わります。ユ

ニットの置換については、「2.3.1　ユニットの自動置換」を参照してください。

再入力するロードモジュールファイルの指定は、オブジェクトモジュールファイルの入

力指定と同様にコマンドラインあるいは INPUTサブコマンドで行います。

再入力できるロードモジュールファイルはリロケータブル形式のものだけです。リロケ

ータブル形式のロードモジュールファイルを作成する場合は、FORMオプション／サブコ

マンドでファイル形式の指定を行います。

図 2.17にロードモジュールファイルの再入力の概略を示します。

ロードモジュールファイルa

ユニットU1

オブジェクトモジュールファイルb

ユニットU5

オブジェクトモジュールファイルc

ユニットU6

ユニットU2

ユニットU3

リンケージ
エディタ

ユニットU4

ロードモジュールファイルd

ユニットU1

ユニットU2

ユニットU3

ユニットU4

ユニットU5

ユニットU6

図 2.17　ロードモジュールファイルの再入力機能

リンケージエディタがロードモジュールファイル aとオブジェクトモジュールファイル

bおよび cの 3ファイルを入力し、新たなロードモジュールファイル dを出力します。ロー

ドモジュールファイル dは、ユニットU1、U2、U3、U4、U5およびU6で構成されます。
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2.3.1　ユニットの自動置換
リンケージエディタは複数のモジュール中に同じ名前のユニットがあった場合には、先

に指定されているモジュール中のユニットを優先して取り込みます。そこで、ロードモジ

ュールファイル中のユニットを置き換えたい場合には、まず置き換えるユニットを含むフ

ァイルを指定し、続いて当該ロードモジュールファイルを指定すれば、ユニットが置き換

わったのと同じことになります。これをユニットの自動置換と呼びます。

ユニットの自動置換を利用すれば、デバッグ時などプログラムの修正が頻繁にある場合

に、入力するファイルの指定順序を変えるだけで容易に新しいロードモジュールファイル

を作成することができます。

図 2.18にユニットの自動置換の例を示します。

ロードモジュールファイルa

ユニットU1

オブジェクトモジュールファイルb

ユニットU5

オブジェクトモジュールファイルc

ユニットU2

ユニットU2

ユニットU3

ユニットU4

ロードモジュールファイルd

ユニットU2

ユニットU5

ユニットU1

ユニットU3

ユニットU4

ロードモジュールファイルd

ユニットU1

ユニットU2

ユニットU3

ユニットU4

ユニットU5

INPUT △ c, b, a
OUTPUT △ d

INPUT △ a, b, c
OUTPUT △ d

（2）自動置換なし

（1）自動置換あり

（サブコマンドの内容）

図 2.18　ユニットの自動置換

（1）自動置換あり

オブジェクトモジュールファイル c、b、ロードモジュールファイル a の順で入力し

ます。ロードモジュールファイル a中のユニットU2は、すでにオブジェクトモジュー

ルファイル cより入力済みのため、ファイル a中のユニットU2は取り込みません。

（2）自動置換なし

ロードモジュールファイル a、オブジェクトモジュールファイル b、c の順で入力し

ます。オブジェクトモジュールファイル c中のユニットU2は、すでにロードモジュー

ルファイル aより入力済みのため、ファイル c中のユニットU2は取り込みません。
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2.3.2　ユニットの強制置換
ユニットの置き換えをする場合、ユニットの自動置換を利用するのではなく置き換える

ユニットをサブコマンドで指定することもできます。これをユニットの強制置換と呼び、

EXCHANGEサブコマンドを使って指定します。

次のサブコマンドを指定すれば、前節の図 2.18 のユニットの自動置換と同じ内容をユ

ニットの強制置換を使って行えます。

INPUT△a,b

EXCHANGE△c

OUTPUT△d

ユニットの強制置換

INPUT△c,b,a

OUTPUT△d

ユニットの自動置換

上記のユニットの強制置換の例では、ロードモジュールファイル a 中のユニット U1、

U2、U3、U4 およびオブジェクトモジュールファイル b 中のユニット U5 を入力後、入力

済みのユニットU2をオブジェクトモジュールファイル c中のユニットU2に強制置換しま

す。出力ロードモジュールファイル d にはファイル a 中のユニット U1、U3、U4、ファイ

ル b中のユニットU5、およびファイル c中のユニットU2が含まれます。

したがって、ロードモジュールファイル d は、図 2.18 の自動置換の例のロードモジュ

ールファイル dと同じユニットの構成内容になります。
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2.4　マルチリンケージ機能
リンケージエディタが 1度のリンケージ処理で扱える入力ファイルの数は 256個までで

す。複数の入力ファイルを指定する場合には、ロードモジュールファイルの再入力による

リンケージ処理を行うことができます。このときリンケージ処理ごとにリンケージエディ

タを起動させるのではなく、1 度のリンケージエディタの起動で、複数のリンケージ処理

が行える機能がマルチリンケージ機能です。

マルチリンケージ機能で 1つのリンケージ処理の終了は、ENDサブコマンドで示します。

ただし、最後のリンケージ処理の終了は、EXITサブコマンドで示します。

図 2.19にマルチリンケージ機能の例を示します。

ifile1

入力ファイル
サブコマンドの内容

ifilen

ifilen+1

ifilem

ifilem+1

は1つのリンケージ処理単位を示す。

アブソリュート
ロードモジュールファイル

ifileo
lm3

リロケータブル
ロードモジュールファイル

lm2

リロケータブル
ロードモジュールファイル

lm1

o個のファイル

m個のファイル

n個のファイル

INPUT △ ifile1
　　　　・
　　　　・
　　　　・
INPUT △ ifilen
OUTPUT △lm1
FORM △R
END

INPUT △ lm1 . rel
INPUT △ ifilen+1
　　　　・
　　　　・
　　　　・
INPUT △ ifilem
OUTPUT △lm2
FORM △R
END

INPUT △ lm2 . rel
INPUT △ ifilem+1
　　　　・
　　　　・
　　　　・
INPUT △ ifileo
OUTPUT △lm3
EXIT

図 2.19　マルチリンケージ機能

【注】 マルチリンケージ中にデ フォルトライブラリ機能を 併用すると最初のリンケー ジ

処理でデフォルトライブラ リ内のモジュールを取り込 みます。最後のリンケー ジ

処理でデフォルトライブラ リの取り込みを行いたいと きは、途中のリンケージ 処

理ではNOLIBRARYサブコマンドを指定してください。
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2.5　デバッグ援助機能
デバッグ援助機能はプログラムデバッグ段階で中間リンケージ結果を確認したり、エラ

ーのあるロードモジュールに対して暫定的な回復措置を施す場合に利用します。デバッグ

援助機能には、中間リンケージ情報の表示と変更および削除、外部シンボル名等の定義が

あります。

以下に各機能の内容を示します。

（1）中間リンケージ情報の表示

サブコマンド入力途中でリンケージ処理中のロードモジュールの情報を見たい場合

に利用します。LISTサブコマンドを指定すると、中間リンケージ情報を標準出力へ表

示します。

表示するリンケージ情報には、次の 3種類の情報があります。

（a）リンケージマップ

（b）未解決の外部参照シンボル

（c）外部定義シンボル

（2）ユニット名／外部定義シンボル名／外部参照シンボル名の変更および削除

ユニット名、外部定義シンボル名または外部参照シンボル名が重複してしまった場

合にその名前を変更したり、削除することができる機能です。ただし、外部参照シン

ボル名の削除はできません。

変更は RENAME サブコマンドで指定し、削除は DELETE サブコマンドで指定しま

す。

（3）外部参照シンボルの強制定義

外部参照シンボルに対して暫定的に値を定義する場合に利用します。この機能を利

用して定義した値は当該リンケージ処理でのみ有効です。

外部参照シンボルの強制定義はDEFINEオプション／サブコマンドで指定します。



2.　リンケージエディタの機能

33

2.6　アドレスチェック機能
リンケージエディタでアブソリュート形式のロードモジュールを作成する場合、セクシ

ョンのアドレスの割り付けが、対象となる CPU のメモリマップに合わないと、このロー

ドモジュールはメモリにロードできません。

リンケージエディタには、CPU のメモリマップ情報（以降 CPU 情報とします）をファ

イルから読み出し、この情報に基づいて、セクションに割り付けられたアドレスが有効か

否かをチェックする機能があります。

アドレスチェックを実行する場合は、CPU オプション／サブコマンドで CPU 情報ファ

イルを指定します。CPU 情報ファイルは、シミュレータ・デバッガに含まれる CPU 情報

解析プログラム（CIA）を使用して作成します。

H8S,H8/300シリーズ、SuperHシリーズ以外のCPUについては、CPU情報解析プログラ

ムをサポートしていないため、アドレスチェック機能は使用できませんのでご注意くださ

い。

なお、CPU情報ファイルの作成方法については、「H8S,H8/300シリーズ　シミュレー

タ・デバッガ　ユーザーズマニュアル」または「SHシリーズ　シミュレータ・デバッガ　ユ

ーザーズマニュアル」を参照してください。
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2.7　ROM化支援機能
C 言語でコーディングしたユーザが、ロードモジュールを ROM に書き込みたい場合、

初期値を持ったデータ領域（以下Dセクションとします）もROMに書き込まれてしまい

ます。このため、リンケージエディタでは、ROM  化を支援する機能として以下の処理を

行い、ユーザの負担を軽減しています。

（1）D セクションと同じ大きさの領域（D'セクションとします）を RAM 用として出力ロ

ードモジュールに確保します。ロードモジュールのメモリマップは、以下のようにな

ります。

プログラム領域

定数領域

初期化データ領域（D） 

初期化データ領域（D'）

未初期化
データ変数領域（B）  

ROM領域

RAM領域

部分がROM化支援機能で確保される領域

図 2.20　ROM化支援機能を使ったときのメモリマップ

（2）D セクション内に宣言した変数を参照する場合、RAM  領域をポイントするようにア

ドレスを変更します。変数のアドレスは、

Dセクションの先頭アドレス＋セクション内相対アドレス

でしたが、ROM化支援機能より

D'セクションの先頭アドレス＋セクション内相対アドレス

になります。

（例）MOV @a, R0

Dセクションに宣言したシンボル aのアドレスは、図 2.21のように（x）+（y）

となります。

オブジェクトコード上にもこのアドレスが格納されます。
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Dセクション
Dセクション先頭アドレス

D'セクション先頭アドレス
（x） D'セクション

シンボルa

セクション内
相対アドレス
(y)

セクション内
相対アドレス
(y)

図 2.21　ROM化支援機能を使ったときのシンボルのアドレス

（3）スタートアップルーチンにより、ROM上のデータをRAM上にコピーします。

スタートアップルーチンにコピー処理を組み込むことで実現します。組み込み方法

は、Cコンパイラのユーザーズマニュアルを参照してください。
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リンケージエディタを実行するために、まずリンケージエディタを起動するコマンドラ

インを指定します。コマンドラインには、入力するファイル名と、必要に応じてリンケー

ジエディタに様々な指示を与えるオプションを指定します。このコマンドラインの指定だ

けでも十分リンケージエディタは実行できますが、入力するファイルの数が多かったり、

リンケージエディタに対して詳細な指示を与えたい場合のために、さらにサブコマンドに

よる実行もできます。

（1）コマンドライン指定による実行

コマンドラインでの入力ファイルとオプションの指定だけでリンケージエディタを

実行する方法です。入力ファイルの数が少なく、リンケージ処理の手順も比較的単純

な場合に利用します。

（2）サブコマンド指定による実行

コマンドラインだけでなく、サブコマンドでの入出力ファイルやリンケージエディ

タに対する実行制御の指定によってリンケージエディタを実行する方法です。入力す

るファイルやモジュールの数が多かったり、詳細なセクションの結合順序指定やマル

チリンケージ等の機能を使う場合に利用します。サブコマンドによる実行には、会話

形式とサブコマンドファイルによる 2つの方法があります。

ファイル名の構成については、「付録B.　ファイル名の構成」を参照してください。

表 3.1に、リンケージエディタ実行上の注意事項を示します。

表 3.1　リンケージエディタ実行上の注意事項

OS 注意事項

MS-DOS 本リンケージエディタをご使用になる前に、MS-DOSのシステム構築ファイル

（config.sys）の内容をエディタで以下のように指定してください。

FILES=20
SHELL=a:¥command.com a:¥ /p

・・・・（１）
・・・・（２）

（1）リンケージエディタ動作時に、同時にオープンできるファイル数の指定

（2）COMMAND.COMを再ロードする際に必要なパス情報の指定

UNIX コマンドラインについては、OSのシェル（コマンドインタプリタ）により、

本リンケージエディタに制御が渡る前にチェックが行われます。したがって、

OSがコマンドラインで指定可能としている文字についてご確認ください｡
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3.1　コマンドラインのフォーマット
リンケージエディタのコマンドラインのフォーマットは、次のとおりです。

lnk△[<入力ﾌｧｲﾙ名>[{,|△}<入力ﾌｧｲﾙ名>]…]

[[△]-<ｵﾌﾟｼｮﾝ名>[[△]-<ｵﾌﾟｼｮﾝ名>…]]  (RET)

（1）起動コマンド

リンケージエディタの起動コマンドとして"lnk"を入力します。

（2）入力ファイル名

リンケージエディタの入力となるオブジェクトモジュールファイル名、またはリロ

ケータブルロードモジュールファイル名を指定します。複数のファイルを指定する場

合はカンマ（,）で区切って指定します。

入力ファイル名にファイル形式の指定がない場合は、リンケージエディタが自動的

に"obj"のファイル形式を仮定してファイルを入力します。

（3）オプション名

オプション名は、必ず先頭にハイフン（-）を付けて指定してください。また、オプ

ション名と入力ファイル名またはオプション名同士は、連続して指定しても、1 つ 以

上のスペースまたはタブで区切っても構いません。オプション名の詳細については、

「4.リンケージエディタのオプション／サブコマンド」を参照してください。

（4）実行形式の指定

リンケージエディタをコマンドライン指定のみで実行するか、サブコマンド指定に

よって実行するかは、コマンドラインにより指定できます。

（a）コマンドラインによる実行の指定

コマンドラインで入力ファ イル名の指定があり、か つサブコマンドファイル 指

定がない場合コマンドライン指定だけの実行になります。

（b）サブコマンドによる実行の指定

コマンドラインで入力ファ イル名の指定がないか、 またはサブコマンドファ イ

ル指定がある場合サブコマンド指定による実行になります。
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3.2　コマンドライン指定による実行
コマンドラインに指定された情報だけでリンケージエディタを実行する方法で、コマン

ドライン中に入力ファイルを指定するとこの実行方法になります。出力ファイル等のリン

ケージエディタへの指示はオプションで指定します。入力ファイル数も少なく、セクショ

ンの結合順序等のリンケージエディタへの詳細な指示が必要でない場合は、このコマンド

ラインの指示だけで十分リンケージ処理が行えます。以下に、コマンドラインによる実行

の例を示します。例中のオプションの詳細機能については、「4.　リンケージエディタの

オプション／サブコマンド」を参照してください。

（例 1）

　lnk△add,sub,mul,div△-OUTPUT=arith△-ENTRY=main  （RET）

リンケージエディタは"add.obj"、"sub.obj"、"mul.obj"および"div.obj"の 4 つのファイ

ルを入力し、アブソリュート形式のロードモジュールファイル"arith.abs"を出力します。

出力するロードモジュールファイルの実 行開始アドレスは、外部定義シンボル "main"

のアドレスに設定します。また、リンケージリストは出力しません。

（例 2）

　lnk△main,key,display,print-OUTPUT=calc-PRINT=calc-FORM=

R-DEBUG  （RET）

リンケージエディタは"main.obj"、"key.obj"、"display.obj"および"print.obj"の 4 つの

ファイルを入力し、 リロケータブル形 式のロードモジュー ルファイル"calc.rel"を出 力

します。出力するロードモジュールファイルには、デバッグ情報を組み込みます。リ

ンケージリストは"calc.map"へ出力します。
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3.3　サブコマンド指定による実行
入力するファイルやモジュールが多かったり、複雑なセクションの結合をしたい場合に

は、コマンドラインだけでは指定しきれないことがあります。このような場合に、サブコ

マンド指定による実行を利用します。サブコマンド指定による実行には、サブコマンドを

1 つずつ標準入力から入力していく会話形式による方法と、あらかじめサブコマンド群を

サブコマンドファイルとして作成しておき、このサブコマンドファイルから入力していく

サブコマンドファイルによる方法があります。

（1）会話形式

会話形式による実行は、サブコマンドの数が比較的少ない場合に利用します。また、

プログラムのデバッグ段階でリンケージエディタを使用する場合のように、中間リン

ケージ結果を確認したり、エラーを暫定的に回復したりする場合にも利用します。

（2）サブコマンドファイル

サブコマンドファイルによる実行は、サブコマンドの数が多い場合や、ほぼ固定し

た内容、手順でリンケージエディタを使用する場合に利用します。コマンドラインで

SUBCOMMANDオプションを指定すると、サブコマンドファイルによる実行になりま

す。入力するサブコマンドファイル名は、SUBCOMMANDオプションのパラメータと

して指定します。

リンケージエディタでは会話形式によるサブコマンド入力でもサブコマンドファイ

ルを実行することができます。SUBCOMMANDサブコマンドを指定し、サブコマンド

ファイル名をパラメータとして指定します。

3.3.1　会話形式による実行
リンケージ処理に必要なサブコマンドを標準入力から直接入力する方法で、コマンドラ

インで入力ファイルの指定がなく、SUBCOMMAND オプションの指定もない場合に、 こ

の実行方法になります。入力するサブコマンドの数が比較的少ない場合や、プログラムデ

バッグの初期 段階のよう にリンケージ 結果を確認 しながらサブ コマンドを 入力する場 合

に利用します。デバッグ援助機能を利用する場合は、会話形式による実行が適しています。

以下に、会話形式による実行の例を示します。例中のサブコマンドの詳細機能については、

「4.　リンケージエディタのオプション／サブコマンド」を参照してください。
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（例）

　lnk  （RET） …（1）

:INPUT△main  （RET） …（2）

:INPUT△send,receive,exchange  （RET） …（3）

:INPUT△account  （RET） …（4）

:LIBRARY△syslib  （RET） …（5）

:PRINT△#  （RET） …（6）

:FORM△R  （RET） …（7）

:EXIT  （RET） …（8）

（1）リンケージエディタを会話形式で実行します。

（2）オブジェクトモジュールファイル"main.obj"を入力します。

（3）3 つのオブジェクトモジュールファイル"send.obj"、"receive.obj"、および"exchange.obj"

を入力します。

（4）オブジェクトモジュールファイル"account.obj"を入力します。

（5）ライブラリファイル"syslib.lib"を入力します。

（6）リンケージリストを標準出力へ出力します。

（7）リロケータブル形式のロードモジュールを作成します。

（8）ロードモジュールファイル"main.rel"を出力し、リンケージ処理を終了します。

3.3.2　サブコマンドファイルによる実行
あらかじめリ ンケージ処 理に必要な サブコマンド をサブコマ ンドファイ ルに作成し て

おき、SUBCOMMAND オプション／サブコマンドのパラメータとしてこのサブコマン ド

ファイルを指定することにより実行する方法です。この方法を利用することで、入力する

サブコマンドの数が多い場合や、リンケージエディタに対する指定順序や内容がほぼ決ま

っているような場合に、いちいち標準入力から入力する手間を省くことができます。サブ

コマンドファイルは、エディタを利用して作成します。

以下に、サブコマンドファイルによる実行の例を示します。例中のサブコマンドの詳細

機能は、「4.　リンケージエディタのオプション／サブコマンド」を参照してください。
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（例 1）

　lnk△-SUBCOMMAND=prglnk.sub  （RET）…（1）

サブコマンドファイル"prglnk.sub"の内容

OUTPUT△function …（2）

INPUT△sin,cos,tan …（3）

INPUT△asin,acos,atan …（4）

INPUT△hsin,hcos,htan …（5）

INPUT△log,log10 …（6）

FORM△A …（7）

EXIT …（8）

（1）リンケージエディタを実行し、サブコマンドファイル"prglnk.sub"からサブコマン

ドを入力します。

（2）出力ファイル名を"function"とします。ファイル形式は省略されているので、".rel"

または".abs"のどちらかを仮定します。

（3）オブジェクトモジュールファイル"sin.obj"、"cos.obj"、および"tan.obj"を入力し ま

す。

（4）オブジェクトモジュールファイル"asin.obj"、"acos.obj"、および"atan.obj"を入力し

ます。

（5）オブジェクトモジュールファイル"hsin.obj"、"hcos.obj"、および"htan.obj"を入力し

ます。

（6）オブジェクトモジュールファイル"log.obj"および"log10.obj"を入力します。

（7）アブソリュート形式のロードモジュールを作成します。出力ファイル名のファイ

ル形式は、".abs"となります。

（8）ロードモジュールファイル"function.abs"を出力し、リンケージ処理を終了します。

（例 2）

　lnk  （RET） …（1）

:SUBCOMMAND pgmlnk.sub  （RET） …（2）

（1）リンケージエディタを実行します。パラメータを指定していないので、会話形式

による実行となります。

（2）"pgmlnk.sub"からサブコマンドを入力します。

サブコマンドファイル内に EXIT サブコマンドがない場合、サブコマンド入力待ちとな

ります。
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3.4　リンケージエディタの終了
リンケージエディタが終了するとき、エラーのレベルをリターンコードとしてシステム

に返します。リターンコードを返すことにより、コマンドファイルの実行を制御すること

ができます。

リターンコードはエラーのレベルにより以下の値となります。

システム MS-DOS UNIX

正常終了 0 0

ウォーニング 0 0

エラー 1 1

フェイタルエラー 1 1
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オプションおよびサブコマンドは、リンケージエディタに対してファイル名の指定やセ

クションの結合順序といった様々な指示を与えるためのものです。オプションおよびサブ

コマンドの機能は、ファイル制御、メモリ割り付け、実行制御、デバッグ援助の 4種類に

大別されますが、これらの機能を単独あるいは組み合わせて利用することによって、リン

ク時に多様なロードモジュールの編集が実現できます。

（1）ファイル制御機能

ファイル制御機能は、リンケージエディタに対して入力ファイルおよび出力ファイ ル

を指示する機能です。入力ファイルとしてはオブジェクトモジュールファイル、リ ロ

ケータブルロードモジュールファイルおよびライブラリファイルがあり、出力ファ イ

ルとしてはロードモジュールファイルとリストファイルがあり、それらを指定する 場

合に利用します。

（2）メモリ割り付け機能

メモリ割り付け機能は、リンケージエディタに対してセクションの結合順序や先頭 ア

ドレスを指示したり、出力するロードモジュールに与える実行開始アドレスを指示 す

る機能です。セクションの結合順序を変更したり、特定のアドレスから実行するロ ー

ドモジュールを作成する場合に利用します。

（3）実行制御機能

実行制御機能は、リンケージエディタに対して入出力情報の形式やリンケージ処理 の

終了を指示する機能です。サブコマンドをサブコマンドファイルから入力したり、 ロ

ードモジュール中にデバッグ情報を含ませる場合に利用します。

（4）デバッグ援助機能

デバッグ援助機能は、リンケージエディタに対してリンケージ処理中のロードモジ ュ

ールの内容表示や、外部シンボル名の変更等を指示する機能です。プログラムデバ ッ

グの段階で中間リンケージ結果を確認したり、エラーのあるロードモジュールに対 し

て暫定的な回復措置を施す場合に利用します。

オプションとサブコマンドは同一名称でかつ同等の機能を持っていますが、指定時のフ

ォーマットは異なっています。また、オプションでしか指定できないものやサブコマンド

でしか指定できないものがあ りますので、「4.1　オプショ ン／サブコマンドのフォー マ

ット」および「4.2　オプション／サブコマンドの種類」を参照してください。

なお、各オプションおよびサブコマンドの詳細な機能や指定方法については、「4.3　フ

ァイル制御」から「4.6　デバッグ援助」までの各項を参照してください。
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4.1　オプション／サブコマンドのフォーマット
（1）オプション／サブコマンドの構成

（a）名称部

名称部には、オプシ ョン名またはサブコ マンド名を指定しま す。各名称につい て

は、「4.2オプション／サブコマンドの種類」を参照してください。

（b）パラメータ部

パラメータ部には、オプションまたはサブコマンドの操作対象となるファイル名、

アドレス値等を指定 します。オプション またはサブコマンド の種類によって必 要

なものと不要なもの、指定方法が異なるものがありますので、「4.3　ファイル制

御」から「4.6　デバッグ援助」の各項を参照してください。

名称部とパラメータ部の区切り記号は、オプションとサブコマンドで異なります。

オプションの場合はイコール（=）で区切り、サブコマンドの場合は 1 つ以上のス

ペースまたはタブで区切ります。

オプションのフォーマット

＜名称部＞=＜パラメータ部＞

サブコマンドのフォーマット

＜名称部＞△＜パラメータ部＞

（例）

-OUTPUT=loadf･･･････オプションの場合

OUTPUT△loadf ･･･････サブコマンドの場合

この例では、"OUTPUT"が名称部で、"loadf"がパラメータ部です。

（2）サブコマンドの継続指定

サブコマンドを 1 行に指定しきれないような場合（500 文字／行までですが、OS に依

存する場合があります）は、継続指定を利用します。継続指定は行の最後にアンパ サ

ンド（&）を指定することに より示しますが、必ず各パ ラメータの区切りで指定し な

ければいけません。パラメータの途中で指定した場合は、そのパラメータの一部分 と

判断します。また、アンパサンドの後ろに文字（スペース、タブは除く）を指定し た

場合は、エラーとなり、継続指定にはなりません。なお、継続指定に対する会話形 式

での入力待ちのプロンプトは"-"になります。
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（例）

:INPUT△obj00,lib(mod0,mod1),&(RET)

-obj01,obj02  （RET）

:INPUT△obj00,lib(mod0,mod1),ob&  （RET）

:

継続指定を示します。

パラメータの途中での指定
のため、 ob&というファイル名
で処理されます。

継続行とはなりません。

（3）サブコマンドのコメント指定

サブコマンドファイル中に注釈等を入れたい場合は、コメント指定を利用します。 サ

ブコマンド行中にセミコロン（;）を指定することにより、それ以降をコメントとして

扱うことができます。ただし、サブコマンドの名称部またはパラメータ部とセミコ ロ

ンとの間には、必ず 1つ以上のスペースまたはタブが必要です。

また、サブコマンド行の先頭にセミコロンを指定することにより、その行全体をコ メ

ントとして扱うことができます。

（例）

; EXAMPLE OF LINKAGE SUBCOMMAND

…　行全体がコメントです。

LIBRARY△syslib△; INDICATES LIBRARY FILE

…　"INDICATES LIBRARY FILE"がコメントです。

INPUT△object.rel;abc

…　"object.rel;abc"が 1つのパラメータになります。
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4.2　オプション／サブコマンドの種類
20 種類のオプションと 29 種類のサブコマンドがあります。表 4.1 にオプション／サブ

コマンド一覧を示します。

文字は、大文字・小文字のどちらでも使用できます。

表 4.1　オプション／サブコマンド一覧表
項番 分類 ｵﾌﾟｼｮﾝ/ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ名

（否定形）

機能 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 節番号

1 ﾌｧｲﾙ制御 INPUT 入力ﾌｧｲﾙの指定 × ○ 4.3.1

OUTPUT＊

（NOOUTPUT）

出力ﾌｧｲﾙの指定 ○ ○ 4.3.2

LIBRARY

（NOLIBRARY＊）

ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙの指定 ○ ○ 4.3.3

PRINT（NOPRINT＊） ﾘｽﾄﾌｧｲﾙの指定 ○ ○ 4.3.4

EXCLUDE

（NOEXCLUDE＊）

ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙﾓｼﾞｭｰﾙの結合抑止

指定

○ ○ 4.3.5

DIRECTORY ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名置き換えの指定 × ○ 4.3.6

FSYMBOL 解決済み外部定義ｼﾝﾎﾞﾙの

出力指定

○ ○ 4.3.7

2
メモリ割り付け

START ｾｸｼｮﾝの先頭ｱﾄﾞﾚｽ

／結合順序の指定

○ ○ 4.4.1

ENTRY 実行開始ｱﾄﾞﾚｽの指定 ○ ○ 4.4.2

ALIGN_SECTION 境界調整が異なるｾｸｼｮﾝの

結合指定

○ ○ 4.4.3

CHECK_SECTION ｾｸｼｮﾝのﾁｪｯｸの指定 ○ ○ 4.4.4

AUTOPAGE

（NOAUTOPAGE＊）

自動ﾍﾟｰｼﾞﾝｸﾞの指定 ○ ○ 4.4.5

CPU CPU情報ﾌｧｲﾙによる

ｱﾄﾞﾚｽﾁｪｯｸの指定

○ ○ 4.4.6

CPUCHECK CPU情報ﾌｧｲﾙによるｱﾄﾞﾚｽﾁｪ

ｯｸ時のｴﾗｰ出力指定

○ ○ 4.4.7

ROM ROM化支援機能の指定 ○ ○ 4.4.8

3 実行制御 EXCHANGE ﾕﾆｯﾄの強制置換 × 〇 4.5.1

SUBCOMMAND ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙの指定 〇 〇 4.5.2
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項番 分類 ｵﾌﾟｼｮﾝ/ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ名

（否定形）

機能 ｵﾌﾟｼｮﾝ ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 節番号

FORM 出力ﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ形式

の指定

〇 〇 4.5.3

DEBUG

（NODEBUG＊）

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報出力の指定 〇 〇 4.5.4

SDEBUG ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報ﾌｧｲﾙ出力の指定 〇 〇 4.5.5

END ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ入力の終了指定 × 〇 4.5.6

EXIT ﾘﾝｹｰｼﾞ処理の終了指定 × 〇 4.5.7

ABORT ﾘﾝｹｰｼﾞ処理の強制終了指定 × 〇 4.5.8

ECHO＊（NOECHO） ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙのｴｺｰﾊﾞｯｸの指

定

〇 〇 4.5.9

UDF＊（NOUDF） 未定義ｼﾝﾎﾞﾙの表示指定 〇 〇 4.5.10

UDFCHECK 未定義ｼﾝﾎﾞﾙが存在する場

合のｴﾗｰ出力指定

〇 〇 4.5.11

4 デバッグ援助 LIST 中間ﾘﾝｹｰｼﾞ情報の表示 × 〇 4.6.1

RENAME ﾕﾆｯﾄ名/外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名

/外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名の変更

× 〇 4.6.2

DELETE ﾕﾆｯﾄ/外部定義ｼﾝﾎﾞﾙの削除 × 〇 4.6.3

DEFINE 外部参照ｼﾝﾎﾞﾙの強制定義 〇 〇 4.6.4

【注】 1. アンダーラインの部分は最も短い短縮形を示します。

2. 〇印は使用できることを、×印は使用できないことを示します。

3. アスタリスクはデフォルトで選択するオプション／サブコマンドを示します。

（1）オプション／サブコマンドの否定形

オプション／サブコマンドには否定形を指定できるものがあり、先頭に"NO"を付けて

指定します。否定形にはパラメータ部は指定できません。オプション／サブコマン ド

の否定形には次の 8種類があります。

（a）NOOUTPUT ････････････ ロードモジュールファイルの出力抑止指定

（b）NOLIBRARY ･･･････････ ライブラリファイルの未使用指定

（c）NOPRINT ･･････････････ リストファイルの出力抑止指定

（d）NOEXCLUDE ･･･････････ モジュールの結合指定

（e）NOAUTOPAGE･･････････ 自動ページングの抑止指定

（f）NODEBUG･･････････････ デバッグ情報の出力抑止指定

（g）NOECHO･･･････････････ サブコマンドファイルのエコーバック抑止指定

（h）NOUDF ････････････････ 未定義シンボルの表示抑止指定
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（2）オプションのデフォルト

デフォルト（オプションを指定しない場合）は次のオプションが選ばれます。

（a）OUTPUT（パラメータ部なし）

（b）NOLIBRARY

（c）NOPRINT

（d）NOEXCLUDE

（e）NOAUTOPAGE

（f）FORM=A

（g）NODEBUG

（h）ECHO

（i）UDF

（3）名称部の短縮指定

オプションおよびサブコマンドの名称部は、その名称であることが識別できる部分 ま

で短縮して指定ができます。例として"DEBUG"の短縮指定を示します。

D ･･････････････DELETE およびDEFINEと区別できないため、エラーとなります。

DE ･････････････DELETE およびDEFINEと区別できないため、エラーとなります。

DEB ････････････DEBUGと識別します。

DEBU･･･････････DEBUGと識別します。

DEBUG ･････････DEBUGと識別します。

DEBUGS ････････DEBUGSはないため、エラーとなります。

（4）オプションの有効範囲

コマンドライン指定による実行の場合、オプション指定の内容だけで実行します。 サ

ブコマンド指定による実行の場合、オプション指定内容の有効範囲は、最初に指定 さ

れた END サブコマンド（END サブコマンドの指定がない場合は EXIT サブコマンド）

までです。ただし、オプションと相反する機能を持つサブコマンドが指定された場合、

エラーメッセージを表示しオプション指定は無効となり、サブコマンド指定の内容 が

有効となります。最初の ENDサブコマンド以降は、サブコマンドの指定内容が有効に

なります。
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（例）

  lnk△-NOOUTPUT  （RET）

             ･

             ･

             ･

:END  （RET）                

             ･

             ･

:OUTPUT△loadfile  （RET）

             ･

             ･

NOOUTPUTオプションが有効のため、
出力ファイルを作成しません。

OUTPUTサブコマンドが有効のため、
出力ファイル"loadfile.abs"を作成します。
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オプション／サブコマンドの説明に使用する表の内容を以下に示します。

（1）ﾌｫｰﾏｯﾄ

（2）機　能

（3）説　明

（4）指定例

名　　　称

パラメータ

 オプション サブコマンド 否定形

←オプション／サブコマンドの指定
　例です。

←オプション／サブコマンドの詳細
　な機能や制限事項です。

←オプション／サブコマンドの機能
　概要です。

←オプション／サブコマンドの名称
　およびパラメータの指定形式です。
　名称の下線部は最も短い短縮指定
　を示します。
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4.3　ファイル制御

4.3.1　INPUT　－　入力ファイルの指定

（1）フォーマット

<入力ﾌｧｲﾙ名> [(<ﾓｼﾞｭｰﾙ名> [,<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>…] )]
         [ {,¦△} <入力ﾌｧｲﾙ名> [(<ﾓｼﾞｭｰﾙ名> [,<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>…] )] …] 

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし なしINPUT

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
入力ファイルおよび入力モジュールを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・パラメータに指定 されたファイルまた は指定されたファイ ル中のモジュールを 入

力します。

・パラメータに指定 できるファイルの種 類は、オブジェクト モジュールファイル 、

ロードモジュールファイルおよびライブラリファイルの３種類です。

・モジュール名はラ イブラリファイルの 場合にのみ指定でき 、指定されたライブ ラ

リファイル中の当該モジュールだけを入力します。

・入力ファイル名に ファイル形式の指定 がない場合は、リン ケージエディタが自 動

的に次のファイル形式を仮定してファイルを入力します。

モジュール名指定なし　…　"obj"

モジュール名指定あり　…　"lib"
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（2）使用上の制限

・ロードモジュール ファイルとしては、 リロケータブルロー ドモジュールのみ指 定

できます。アブソリ ュートロードモジュ ールを指定した場合 は、エラーとなり 、

そのファイルは入力しません。

・ライブラリファイ ル以外のファイルの 場合にモジュール名 を指定すると、エラ ー

となり、そのファイルは入力しません。

・１度のリンケージ 処理で扱える入力フ ァイルの数は、ライ ブラリファイルを含 め

て最大 65,535 個です。65,535 個を超えて指定した場合は、エラーとなり、65,535

個目を超えたファイ ルは入力しません。 このような場合は、 マルチリンケージ 機

能を利用してください。

・ページタイプと非 ページタイプの異な るモジュールを同時 に入力することはで き

ません。タイプの異 なるモジュールを入 力すると、エラーと なり、リンケージ エ

ディタは実行を終了します。

（4）指定例
INPUT△main

オブジェクトモジュールファイル"main.obj"を入力します。

INPUT△funclib(sin,cos),tan.o

ライブラリ ファイル "funclib.lib"中のモジ ュール"sin" および"cos"と オブジェ クトモジ ュ

ールファイル"tan.o"を入力します。
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4.3.2　OUTPUT　－　出力ファイルの指定

（1）フォーマット

[<出力ﾌｧｲﾙ名>]

名  称 オプション サブコマンド 否定形

OUTPUT NOOUTPUTOUTPUT

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
ロードモジュールの出力ファイル名を指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・リンケージエディ タが生成したロード モジュールを、指定 されたファイルに出 力

します。

・ファイル名にファ イル形式の指定がな い場合は、リンケー ジエディタが自動的 に

ファイル形式を付け ます。そのファイル 形式はロードモジュ ールファイル形式 に

より次のようになります。

アブソリュート形式　…　"abs"

リロケータブル形式　…　"rel"

ロードモジュールファイル形式は、FORM  オプション／サブコマンドの指定内 容

で決まります。指定がない場合は、アブソリュート形式です。

・OUTPUT オプション／サブコマンドによって出力ファイル名が指定されなかっ た

場合は、先頭に指定 された入力ファイル のファイル名に上記 のファイル形式を 付

けたファイルが出力ファイルになります。

・NOOUTPUTオプション／サブコマンドが指定された場合は、ロードモジュールフ

ァイルの出力はありません。

（2）使用上の制限

・NOOUTPUTオプション／サブコマンドにパラメータを指定することはできません。

・出力ファイル名を 指定する場合は、入 力ファイル名と重複 しないようにご注意 く

ださい。



4.　リンケージエディタのオプション／サブコマンド

60

（4）指定例
-OUTPUT=prgload

ロードモジュールファイル"prgload.abs"(または"prgload.rel")を出力します。

-OUTPUT

先頭に指定されたオ ブジェクトモジュー ルファイルのファイ ル名に"abs"（または"rel" ）

を付けたロードモジュールファイルを出力します。

OUTPUT△main.10

ロードモジュールファイル"main.10"を出力します。
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4.3.3　LIBRARY　－　ライブラリファイルの指定

（1）フォーマット

<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> [,<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名>…]　

名  称 オプション サブコマンド 否定形

LIBRARY LIBRARY NOLIBRARY

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
入力ライブラリファイルを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・入力ファイルとし て指定されたファイ ル間でのリンケージ 処理後に未解決の外 部

参照シンボルが残っ た場合に、リンケー ジエディタがサーチ するライブラリフ ァ

イルを指定します。

・ユーザライブラリ ファイルとシステム ライブラリファイル を指定した場合、リ ン

ケージエディタはユーザライブラリファイルを先にサーチします。

・ライブラリファイ ル名にファイル形式 の指定がない場合は 、リンケージエディ タ

が自動的に"lib"をファイル形式として仮定してライブラリファイルを入力します。

・NOLIBRARYオプション／サブコマンドの指定がある場合は、ライブラリファイル

（デフォルトライブラリを含む）からの入力はしません。ただし、サブコマンド指

定による実行の場合は、オプションの有効範囲に制限がありますので、「4.2(4)　オ

プションの有効範囲」を参照してください。
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（2）使用上の制限

・リンケージエディ タが入力できるライ ブラリファイルは、 Ｈシリーズ　ライブ ラ

リアンを使用して作成したライブラリファイルだけです。

・１度のリンケージ 処理で扱える入力フ ァイルの数は、ライ ブラリファイルを含 め

て最大 65,535 個です。65,535 個を越えて指定した場合は、エラーとなり、65,535

個目を越えたファイ ルは入力しません。 このような場合は、 マルチリンケージ 機

能を利用してください。

・ページタイプと非 ページタイプの異な るモジュールを同時 に入力することはで き

ません。タイプの異 なるモジュールを入 力すると、エラーと なり、リンケージ エ

ディタは実行を終了します。

・NOLIBRARY オプション／サブコ マンドにパラメータを 指定することはできま せ

ん。

（4）指定例
-LIBRARY=syslib

ライブラリファイルとして"syslib.lib"を指定します。

LIBRARY△system,debug

ライブラリファイルとして"system.lib"と"debug.lib"を指定します。
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4.3.4　PRINT　－　リストファイルの指定

（1）フォーマット

<ﾘｽﾄﾌｧｲﾙ名>
# 

名  称 オプション サブコマンド 否定形

PRINT PRINT NOPRINT

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
リンケージリストを出力するリストファイルを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・指定されたリストファイルにリンケージリストを出力します。

・パラメータに"#"が指定された場合は、リストファイルを標準出力に出力します。

・PRINTオプション／サブコマンドの指定がない場合、またはNOPRINTオプション

／サブコマンドが指定された場合は、リンケージリストは出力しません。

・リストファイル名 にファイル形式の指 定がない場合は、リ ンケージエディタが フ

ァイル形式として自動的に"map"を仮定してリストファイルを出力します。

・リンケージリストの内容については、「6.1　リンケージリスト」を参照してくだ

さい。

（2）使用上の制限

・NOPRINTオプション／サブコマンドにパラメータを指定することはできません。

（4）指定例
-PRINT=linkage

リンケージリストをリストファイル"linkage.map"へ出力します。

PRINT△earth.prn

リンケージリストをリストファイル"earth.prn"へ出力します。
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4.3.5　EXCLUDE　－　ライブラリファイルモジュールの結合抑止指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

EXCLUDE EXCLUDE NOEXCLUDE

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
参照のない外部参照シンボルが存在する場合、それを定義しているライブラリ内のモジ

ュールの結合を抑止することを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・参照のない外部参 照シンボルがある場 合、それを定義して いるモジュールを結 合

しません。

・NOEXCLUDE オプション／サブコマンドを指定した場合、参照のない外部参照シ

ンボルを定義しているモジュールを結合します。EXCLUDEオプション／サブコマ

ンドを省略した場合も、定義モジュールの結合を行います。

（2）使用上の制限

・INPUT、EXCHANGEサブコマンドにより入力ファイル指定をした後は、EXCLUDE

サブコマンドは使用できません。

・EXCLUDEオプション／サブコマンドは、出力ロードモジュール形式がアブソリュ

ート時だけ指定可能 です。このため、マ ルチリンケージ機能 を利用して最後の リ

ンケージ処理でアブ ソリュートロードモ ジュールを作成する 場合、デフォルト ラ

イブラリ機能を使用 していると、最初の リンケージ処理でラ イブラリ内のモジ ュ

ールを取り込んでし まいます。最後のリ ンケージ処理でデフ ォルトライブラリ の

取り込みを行いたい場合は、途中のリンケージ処理で NOLIBRARY サブコマンド

を指定してください。
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（4）指定例
-EXCLUDE

参照のない外部参照シンボルがある場合、それを定義しているモジュールの結合を抑止

します。
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4.3.6　DIRECTORY　－　ディレクトリ名置き換えの指定

（1）フォーマット

 <ｼﾝﾎﾞﾙ名> ( <ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名> )

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし DIRECTORY なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
ディレクトリ名をシンボル名に置き換える。

本機能により、冗長なディレクトリ名を単純なシンボル名で指定できます。

（3）説　明
（1）ディレクトリ名の登録

DIRECTORYサブコマンドでディレクトリ名をシンボル名に登録します。

DIRECTORY △ ＜シンボル名＞（＜ディレクトリ名＞）

（2）ディレクトリ名の参照

登録したディレクトリ名の参照は、シンボル名を＄と／で囲みます（MS-DOS版は$と

¥）。シンボル名が未登録の場合は、置き換えを行いません。

＄シンボル名／　－－－＞　ディレクトリ名／に置き換えます

（3）ディレクトリ名は、16個まで登録できます。

（4）指定例
DIRECTORY △ symbol(dir1/dir2)

INPUT △ $symbol/file1.obj

ディレクトリ名 dir1/dir2をシンボル名 symbolとして登録します。

$symbol/を dir1/dir2/に置き換え、ファイル名を dir1/dir2/file1.objとします。
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4.3.7　FSYMBOL　－　解決済み外部定義シンボルの出力指定

（1）フォーマット

名  称� オプション� サブコマンド� 否定形�

FSYMBOL なし�

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ��

FSYMBOL

<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]ｵﾌﾟｼｮﾝ�

<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ�

�

（2）機能
シンボルアドレス出力機能は、リンケージエディタで解決した外部定義シンボルをアセ

ンブラ制御命令の形式でファイルに出力します。出力ファイルをアセンブル、リンクする

ことにより、当該シンボル定義を含むオブジェクトプログラムをリンクすることなく、外

部参照シンボルのアドレスを解決することができます。

（3）説明
（1）機能説明

・本オプションは、 リンケージエディタ で解決した外部定義 シンボルをアセンブ ラ

制御命令の形式でフ ァイルに出力します 。出力するファイル 名は、ロードモジ ュ

ール名にファイル拡張子".fsy"を付加したファイルとなります。

（2）使用上の制限事項

・出力するロードモ ジュールファイルが リロケータブル形式 の場合、本オプショ ン

／サブコマンドは使用できません。

・外部定義シンボル名の長さが 238文字を超えるシンボルは、ウォーニングメッセー

ジ 126を出力し、238文字までが有効になります。

・指定したセクション名が存在しない場合、ウォーニングメッセージ 127 を表示し、

処理を継続します。 指定したセクション が全て存在しない場 合、ファイルは出 力

されません。
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（4）指定例
図 4.1は、製品Ａの機能Ａを機能Ｂに変更し、製品Ｂを開発する例です。本機能を用い

て、共通ROM内シンボルのアドレスを解決することにより、共通ROMが流用できます。

機能A 機能BROM1

共通関数�ROM2

共通データ�ROM3

外部定義�
�

シンボル�

機能B

製品B

共通ROM

製品A
FUNCA.fsy

ROM4

共通関数�ROM2

共通データ�ROM3

ア
セ
ン
ブ
ラ�

リ
ン
ケ
ー
ジ
エ
デ
ィ
タ�

コ
ン
バ
ー
タ�

図 4.1　シンボルアドレス出力機能の使用例

【外部定義シンボルファイル出力の指定例】

lnk ROM1,ROM2,ROM3-output=FUNCA -fsymbol=sct2,sct3

sct2と sct3の外部定義シンボルをファイルに出力します。

【ファイル（FUNCA.fsy）の出力例】

;H SERIES LINKAGE EDITOR GENERATED FILE   1997.10.10

;fsymbol = sct2, sct3

;SECTION NAME = sct1

 .export sym1

sym1:  .equ     h'00FF0080

 .export sym2

sym2:  .equ     h'00FF0100

;SECTION NAME = sct2

 .export sym3

sym3:  .equ     h'00FF0180

 .end

【アセンブル、再リンクの指定例】

asmsh ROM4

asmsh FUNCA.fsy

lnk ROM4,FUNCA

ROM2, ROM3 のオブジェクトファイルをリンクすることなく、ROM4 の外部参照シン

ボルを解決します。

【注意】

本機能を使用する場合、共通関数から機能Ａ内シンボルは参照できません。
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4.4　メモリ割り付け

4.4.1　START　－　セクションの先頭アドレス／結合順序の指定

（1）フォーマット

名  称� オプション� サブコマンド� 否定形�

START なし�

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ��

START

<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]�
　　　　[([<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)]�
  　　　　　　 [,<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]�
　　　　　　  　　  [([<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)] …]�
�
<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]�
　　　　[/[<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <先頭ｱﾄﾞﾚｽ>]�
  　　　　　　 [,<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]�
　  　　　　　　  　[/[<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <先頭ｱﾄﾞﾚｽ>] …]

ｵﾌﾟｼｮﾝ�MS-DOS版�

�

UNIX版�

<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>･･･][([<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:]<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)]�
  [,<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>･･･][([<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:]<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)]･･･]

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ�

■複数セクションの同一アドレスへの割り付け指定

ｵﾌﾟｼｮﾝ MS-DOS版 -START=<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]

[:<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]...](<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)

UNIX版 -START=<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]

[:<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]...]/<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ START  <ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]

[:<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]...](<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)

（2）機　能
セクションの結合順序およびその先頭アドレスを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・指定されたアドレスからセクションを指定された順序に割り付けます。

・先頭アドレスの指 定を省略した場合は 、セクションの結合 順序だけを指定する こ

とになり、セクションを 0番地から割り付けます。

・ページアドレスは ページタイプのモジ ュールの場合にのみ 指定できます。ペー ジ

アドレスの指定を省略した場合は、ページアドレスとして 0(ゼロ)を仮定します。
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・ページアドレスおよび先頭アドレスは 16進数で指定します。

・パラメータ中に指 定のないセクション を入力した場合、指 定された先頭アドレ ス

のうち最も高位のア ドレスのセクション の並びの最後にその セクションを割り 付

けます｡

・START オプション／サブコマンドが指定されていない場合は、0 番地からセクシ

ョンを出現順に割り付けます。

・STARTオプション／サブコマンドは複数回指定することができます。

（2）使用上の制限

・出力するロードモジュールがリロケータブル形式の場合、START オプション／サ

ブコマンドは使用できません。

・非ペー ジタイプ のモジュ ールの場 合にペー ジアドレ スを指定 すると､ エラーと な

り、リンケージエディタは終了します。

・16進数は必ず先頭を 0～9の数字で指定します。

（例） 0ABCD　…　正しい指定

ABCD　…　誤った指定

・指定できるページアドレスの範囲は、0～0FF(16進数)です。

・指定できる先頭アドレスの範囲は、Ｈシリーズの品種により異なります。

H8/500シリーズ : 0～0FFFF （16進数）

H8/300シリーズ : 0～0FFFF （16進数）

（300, 300L, 300HN）

H8/300シリーズ : 0～0FFFFFF （16進数）

（300HA）

H8Sシリーズ : 0～0FFFF （16進数）

（2600N, 2000N）

H8Sシリーズ : 0～0FFFFFFFF （16進数）

（2600A, 2000A）

SuperHシリーズ : 0～0FFFFFFFF （16進数）
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（4）指定例
-START=CODE,DATA,BSS,STACK

セクションを"CODE"、"DATA"、"BSS"、"STACK"の 順序で結合し、0 番地から割り 付

けます。

-START=CONTROL,BANK0,BANK1(0F00)(MS-DOS版)

-START=CONTROL,BANK0,BANK1/0F00(UNIX版)

セクションを"CONTROL"、"BANK0"、"BANK1"の順序で結合し、F00(16進数)番地から

割り付けます。

START△CONTROL,BANK0,BANK1(0:0F00)

セクションを"CONTROL" 、"BANK0"、"BANK1"の順 序で結合し、0  ページの F00（ 16

進数）番地から割り付けます。

START△RAM0,RAM1(8000),ROM1,ROM2(1000),ROM0

セクションを"RAM0"、"RAM1"の順序で結合し、8000(16進数)番地から割り付けます。

セクション"ROM1"、"ROM2"の順序で結合し、1000(16進数)番地から割り付けます。

セクション"ROM0"を 0番地から割り付けます。



4.　リンケージエディタのオプション／サブコマンド

72

4.4.2　ENTRY　－　実行開始アドレスの指定

（1）フォーマット

<外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>

名  称 オプション サブコマンド 否定形

ENTRY ENTRY なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
出力するロードモジュールに対して、実行開始アドレスを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・出力するロードモ ジュールの実行開始 アドレスを、指定さ れた外部定義シンボ ル

の値（アドレス）に設定します。

・ENTRYオプション／サブコマンドの指定がなく、出力ロードモジュール形式がア

ブソリュートの場合は、出力するロードモジュール中のコードセクションのうち、

最も先頭に現れたセクションの先頭アドレスが実行開始アドレスになります。

（2）使用上の制限

・ENTRY オプション／サブコマンドを 2 度以上指定した場合は、後から指定したア

ドレスが有効となります。

（4）指定例
-ENTRY=PRG_ENT

外部定義シンボル"PRG_ENT"のアドレスを実行開始アドレスとして設定します。

ENTRY△MAIN

外部定義シンボル"MAIN"のアドレスを実行開始アドレスとして設定します。
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4.4.3　ALIGN_SECTION　－　境界調整が異なるセクションの結合指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

ALIGN_SECTION なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ALIGN_SECTION

（2）機　能
同一名で境界調整数（アセンブラの .SECTION 制御命令の ALIGN オペランドで指定す

る）が異なるセクションでも、同一のセクションとしてアドレスを割り付けます。

（3）説　明
機能説明

・アセンブラの .SECTION制御命令のALIGNオペランドで異なる境界調整数を指定

して同一名のセクシ ョンを生成すること ができます。この場 合、同一名のセク シ

ョンであっても境界 調整数が異なるため 、同一のセクション としてアドレスを 割

り付けることができ ません。本オプショ ンを指定することに より、同一のセク シ

ョンとして割り付けることができます。

（4）指定例
-ALIGN_SECTION

境界調整数が異なる場合でも、同一セクションとしてアドレスを割り付けます。
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4.4.4　CHECK_SECTION　－　セクションのチェックの指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

CHECK_SECTION なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

CHECK_SECTION

（2）機　能
START オプション／サブコマンドで指定しな かったセクションが入力ファイル中に 存

在する時、ウォーニングを出力し、処理を継続します。

（3）説　明
（1）入力ファイル中に START オプション／サブコマンドでセクションの先頭アドレスを

指定しなかったセクションの有無をチェックして、ウォーニングメッセージ 120 を出

力します。

（2）ウォーニングメッセージの出力後も処理を継続します。

（4）指定例
-CHECK_SECTION

セクションの先頭アドレスが割り付けられていないセクションの有無をチェックして、

ウォーニングを出力します。
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4.4.5　AUTOPAGE　－　自動ページングの指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

AUTOPAGE NOAUTOPAGE

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

AUTOPAGE

（2）機　能
ページタイプのモジュールに対して、自動ページングによるアドレス割り付けを指定し

ます。

（3）説　明
（1）機能説明

・ページタイプのモ ジュールの結合処理 に対して、自動ペー ジングによるアドレ ス

割り付けを指定します。

・AUTOPAGE オプション／サブコマンドの指定がない場合、または NOAUTOPAGE

オプション／サブコ マンドの指定がある 場合は、自動ページ ングによるアドレ ス

割り付けは行いません。

（2）使用上の制限

・非ページタイプのモジュールの結合に対して、AUTOPAGEオプション／サブコマ

ンドは指定できませ ん。指定した場合、 エラーとなり、リン ケージ処理は終了 し

ます。

・ページタイプのモジュールの結合に対して、NOAUTOPAGEオプション／サブコマ

ンドを指定した場合 、セクションがペー ジの境界にまたがる 可能性があります の

で注意してください 。セクションがペー ジの境界にまたがっ た場合、リンケー ジ

エディタはウォーニングを出力します。

（4）指定例
AUTOPAGE

自動ページングによるアドレス割り付けをします。

-NOAUTOPAGE

ページに関係なくアドレス割り付けをします。
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4.4.6　CPU　－　CPU情報ファイルによるアドレスチェックの指定

（1）フォーマット

<CPU情報ﾌｧｲﾙ名>

名  称 オプション サブコマンド 否定形

CPU なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

CPU

（2）機　能
CPU情報ファイルによるアドレスチェックの実行を指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・CPU 情報に基づき、各セクションに割り付けられたアドレスの有効性をチェック

します。次の場合、 セクションのアドレ ス割り付けが不適当 と見なし、ウォー ニ

ングメッセージを出 力します。ただし、 ロードモジュールフ ァイルにはそのま ま

のアドレスで出力します。

（a）メモリが割り付けられていない領域にセクションを割り付けた場合

（b）1 つのセクションを異なるメモ リ種別および属性を持つ複数のメモリ 領

域にわたって割り付けた場合

・CPU 情報ファイル名にファイル形式の指定がない場合は、リンケージエディタが

ファイル形式として自動的に"cpu"を仮定して、CPU情報ファイルを入力します。

（2）使用上の制限

・次のような場合、 リンケージエディタ はウォーニングメッ セージを出力し、 CPU

オプション／サブコマンドの指定を無効とします。

（a）FORM オプション／サブコマンドで、ロードモジュールの出力形式とし

てリロケータブル形式を指定した場合

（b）CPU情報ファイルの情報形式が正しくない場合

（c）H8S,H8/300 シリーズまたは SH シリーズ以外のオブジェクトモジュール

のリンケージ処理にCPU情報ファイルを指定した場合

・CPU オプション／サブコマンドを複数回指定した場合は、ウォーニングメッセー

ジを出力し、最後に指定したファイルを有効とします。
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（4）指定例
-CPU=cinf

CPU情報ファイル"cinf.cpu"を入力します。

CPU △c300.inf

CPU情報ファイル"c300.inf"を入力します。
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4.4.7　CPUCHECK　－　CPU情報ファイルによるアドレスチェック時の
エラー出力指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

CPUCHECK なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

CPUCHECK

（2）機　能
CPU オプション／サブコマンドで CPU 情報ファイルによるアドレスチェックをした際、

出力されるウォーニングメッセージをエラーメッセージに変更します。

（3）説　明
（1）機能説明

・CPU 情報ファイルで指定したメモリレイアウトと矛盾したメモリ割り付けを行っ

た場合、エラー329を出力して異常終了します。エラーとなる条件は、CPUオプシ

ョン／サブコマンドのみ指定した場合のウォーニングとなる条件と同一です。

（2）使用上の制限

・CPUオプション／サブコマンドの指定がない場合、CPUCHECKオプション／サブ

コマンドを指定しても意味を持ちません。

（4）指定例
-CPUCHECK

CPUオプション／サブコマンドのウォーニングケースをエラーケースとし、リンケージ

エディタを異常終了するよう指定します。



4.　リンケージエディタのオプション／サブコマンド

79

4.4.8　ROM　－　ROM化支援機能の指定

（1）フォーマット

名  称 オプション サブコマンド 否定形

ROM なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ROM

（<ｾｸｼｮﾝ1>,<ｾｸｼｮﾝ2>） [,（<ｾｸｼｮﾝ1>,<ｾｸｼｮﾝ2>）…]

   <ｾｸｼｮﾝ1>/<ｾｸｼｮﾝ2> [,<ｾｸｼｮﾝ1>/<ｾｸｼｮﾝ2>…] 

MS-DOS版

UNIX版

<ｾｸｼｮﾝ1> : ROM用初期化ﾃﾞｰﾀ領域（転送元）のｾｸｼｮﾝ名を指定します。
<ｾｸｼｮﾝ2> : RAM用初期化ﾃﾞｰﾀ領域（転送先）のｾｸｼｮﾝ名を指定します。

（2）機　能
初期化データ領域をROMに書き込んだ場合でも値を更新できるように、RAM用の領域

を確保することを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・セクション 1 で指定したセクションサイズと同じ大きさのセクションをセクシ ョ

ン 2として出力ロードモジュールに確保します。セクション 2のセクション属性は、

セクション 1の属性を引き継ぎます。

・セクション 1内で宣言したシンボルを参照する場合、セクション 2内のアドレスに

なるようにリロケーションします。セクション 1は、リロケータブルセクションを

指定します。

・セクション 1、セクション 2は 64組まで指定できます。

・ROM化支援機能の詳細については、「2.7　ROM化支援機能」を参照してくださ

い。

（2）使用上の制限

・出力するロードモジュールがリロケータブル形式の場合、ROMオプション／サブ

コマンドは使用できません。

・同一名セクションが存在し、それをセクション 1に指定した場合、最初に入力され

たセクションを選択します。

・セクション 1が存在しない場合はエラーとなります。

・セクション 1としてダミーセクションを指定することはできません。
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・セクション 2に存在するセクションを指定する場合は、下記の制限があります。

（a）各ユニット内のセクション 2のサイズは 0

（b）リロケータブルセクション

（c）セクション 1とセクション 2の属性は同一

（4）指定例
-ROM=（D,RAM_SCT） （MS-DOS版）

-ROM=D/RAM_SCT （UNIX版）

セクション名Dと同じ大きさのセクションRAM_SCTを出力ロードモジュールに確保し

ます。またセクションDに割り付けたシンボルを参照している場合、RAM_SCT上のアド

レスとなるようにリロケーションします。
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4.5　実行制御

4.5.1　EXCHANGE　－　ユニットの強制置換

（1）フォーマット

<入力ﾌｧｲﾙ名> [（<ﾕﾆｯﾄ名> [,<ﾕﾆｯﾄ名>…]）]

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

EXCHANGE

（2）機　能
入力ファ イル中のユ ニットと処 理対象の ロードモジ ュール中の 同名ユニッ トとの置 換

を指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・指定した入力ファ イル中のユニットと リンケージ処理中の ロードモジュール中 に

ある同名のユニットを置換します。

・入力ファイルとし ては、オブジェクト モジュールファイル とロードモジュール フ

ァイルが指定できます。

・入力ファイルにロ ードモジュールファ イルを指定し、ユニ ット名の指定がない 場

合は、そのロードモジュールファイル中の全ユニットが置換の対象となります。

・入力ファイル名に ファイル形式の指定 がない場合は、リン ケージエディタが自 動

的に"obj"をファイル形式として仮定してファイルを入力します。

・ユ ニ ット の 置換 は 、 全入 力 ファ イ ル の取 り 込み 後 に行 い ま す。 ま た、 複 数 の

EXCHANGEサブコマンドの指定がある場合は、その指定された順序にしたがって

ユニットの置換を行います。

（2）使用上の制限

・ロードモジュール ファイルとしては、 リロケータブルロー ドモジュールのみ指 定

できます。アブソリ ュートロードモジュ ールを指定した場合 は、エラーとなり 、

そのファイルを入力しません。

・入力ファイルとし て、ライブラリファ イルを指定すること はできません。指定 し

ても、エラーとなり、そのファイルを入力しません。
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（4）指定例
EXCHANGE△datain

オブジェクトモジュールファイル"datain.obj"中のユニットに同名のユニットを置換し ま

す。

EXCHANGE△function.rel(tan,atan)

ロードモジュールファイル"function.rel"中のユニット"tan"および"atan"に同名のユニット

を置換します。
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4.5.2　SUBCOMMAND　－　サブコマンドファイルの指定

（1）フォーマット

<ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞﾌｧｲﾙ名>

名  称 オプション サブコマンド 否定形

SUBCOMMAND なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

SUBCOMMAND

（2）機　能
入力するサブコマンドファイルを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・指定されたサブコマンドファイルからサブコマンドを入力します。

・コマンドラインで SUBCOMMANDオプションの指定がなく、入力ファイルの指定

もない場合は、会話 形式のサブコマンド 指定によってリンケ ージエディタを実 行

します。

・コマンドラインで SUBCOMMANDオプションの指定がなく、入力ファイルの指定

がある場合は、コマンドラインの指定によってリンケージエディタを実行します。

（2）使用上の制限

・コマンドラインで サブコマンドファイ ルといっしょに入力 ファイルや他のオプ シ

ョンを指定したとき は、サブコマンドフ ァイルの実行は、指 定位置に関係なく 、

オプションの最後となります。例えば

lnk in1,in2 -SUB=linkage.sub -FORM=R

（1） （2） （3）

とあると、（3）、（1）、（2）の順に解釈、実行されます。linkage.sub内に FORM=A

が指定されていると、FORM=A が有効（後に解釈されたものが有効となる）とな

ります。

・サブコマンドファイル内にSUBCOMMANDサブコマンドを指定することはできま

せん。
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（4）指定例
-SUBCOMMAND=linkage.sub

サブコマンドファイ ル"linkage.sub"を入力し、そ の内容にしたがっ てリンケージエデ ィ

タを実行します。
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4.5.3　FORM　－　出力ロードモジュールファイル形式の指定

（1）フォーマット

A
R

名  称 オプション サブコマンド 否定形

FORM なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

FORM

（2）機　能
出力ロードモジュールファ イル形式（アブソリュート形 式またはリロケータブル形式 ）

を指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・パラメータに"A"を指定した場合は、アプソリュート形式のロードモジュールファ

イルを出力します。

・パラメータに"R"を指定した場合は、リロケータブル形式のロードモジュールファ

イルを出力します。

・FORM  オプション／サブコマンドの指定がない場合は、アブソリュート形式の ロ

ードモジュールファイルを出力します。

（2）使用上の制限

・ROMまたはSTARTオプション／サブコマンド指定があるときパラメータ"R"の指

定はできません。

（4）指定例
-FORM=R

リロケータブル形式のロードモジュールファイルを出力します。

FORM△A

アブソリュート形式のロードモジュールファイルを出力します。



4.　リンケージエディタのオプション／サブコマンド

86

4.5.4　DEBUG　－　デバッグ情報出力の指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

DEBUG NODEBUG

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

DEBUG

（2）機　能
出力ロードモジュールファイルにデバッグ情報を組み込むことを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・デバッガでシンボ リックデバッグを行 うために必要なデバ ッグ情報を、出力ロ ー

ドモジュールファイルに組み込みます。

・DEBUGオプション／サブコマンドの指定がない場合、またはNODEBUGオプショ

ン／サブコマンドの指定がある場合は、デバッグ情報の組み込みは行いません。

（2）使用上の制限

・NOOUTPUT オプション／サブコマンドの指定がある場合は、DEBUG オプション

／サブコマンドを指定しても意味を持ちません。

（4）指定例
DEBUG

出力ロードモジュールファイルにデバッグ情報を組み込みます。

-NODEBUG

出力ロードモジュールファイルにデバッグ情報を組み込みません。
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4.5.5　SDEBUG　－　デバッグ情報ファイル出力の指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

SDEBUG なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

SDEBUG

（2）機　能
ロードモジュールのデバッグ情報を別ファイルに分けて出力します。

一部のデバッガは、オブジェクトとデバッグ情報を分けて入力する仕様となっています。

このようなデバッガを使用する場合に限り、本オプション／サブコマンドを指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・ロードモジュールのデバッグ情報を別ファイルに分けて出力します。

オブジェクト用ファイル･･･ファイル拡張子".abs"

デバッグ用ファイル･･･････ファイル拡張子".dbg"

・デバッグ情報を別 ファイルにすること により、デバッグ時 にロードモジュール の

ダウンロード時間を短縮することができます。

（2）使用上の制限

・出力するロードモジュールがリロケータブル形式の場合、SDEBUG オプション ／

サブコマンドは使用できません。

・NOOUTPUTオプション／サブコマンドの指定がある場合は、SDEBUGオプション

／サブコマンドを指定しても意味を持ちません。

（4）指定例
-SDEBUG

デバッグ用ファイルとオブジェクト用ファイルを出力します。
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4.5.6　END　－　サブコマンド入力の終了指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

END

（2）機　能
サブコマ ンドの入力 をいったん 終了し、 リンケージ 処理を開始 することを 指定しま す

（サブコマンド入力に戻ります）。

（3）説　明
（1）機能説明

・サブコマンドの入 力をいったん終了し 、リンケージ処理を 開始します。リンケ ー

ジ処理終了後は、再 びサブコマンドの入 力に戻ります。この とき、リンケージ エ

ディタは初期状態に戻ります。

・ENDサブコマンドは、1度のリンケージエディタの起動で複数のリンケージ処理を

行うマルチリンケージ機能を利用する場合に、1つのリンケージ処理の終了を示す

ものです。

・マルチリンケージ 機能を利用しない場 合およびマルチリン ケージ機能での最後 の

リンケージ処理に対しては、ENDサブコマンドではなく、EXITサブコマンドを指

定してください。

（2）使用上の制限

・1 つのリンケージ処理で入力ファイルの指定なしに END サブコマンドを指定する

とエラーとなります。

（4）指定例
END

サブコマンドの入力をいったん終了し、リンケージ処理を開始します。
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4.5.7　EXIT　－　リンケージ処理の終了指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

EXIT

（2）機　能
サブコマンド入力を終了し、リンケージ処理を開始することを指定します（サブコマン

ド入力には戻りません）。

（3）説　明
機能説明

・サブコマンドの入 力を終了し、リンケ ージ処理を開始しま す。リンケージ処理 終

了後は、リンケージエディタの実行を終了します。

・サブコマンドファイルの実行の場合で、EXIT サブコマンドの指定がない場合は、

サブコマンド入力待ちとなります。

・1 つのリンケージ処理で入力ファイルの指定なしに EXIT サブコマンドを指定する

とエラーとなります。

（4）指定例
EXIT

サブコマンドの入力を終了し、リンケージ処理を開始します。
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4.5.8　ABORT　－　リンケージ処理の強制終了指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ABORT

（2）機　能
リンケージ処理を強制終了させることを指定します。

（3）説　明
機能説明

・リンケージエディタの実行を強制的に終了します。

・サブコマンドの入 力ミス等のため、リ ンケージエディタの 実行を終了したい場 合

に使用します。

（4）指定例
ABORT

リンケージエディタの実行を強制的に終了します。
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4.5.9　ECHO　－　サブコマンドファイルのエコーバックの指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

ECHO　　　 NOECHO

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ECHO

（2）機　能
サブコマンドファイル実行時、サブコマンドのエコーバックを抑止するかしないかを指

定します。

（3）説　明
機能説明

・サブコマンドファイル実行時、サブコマンドをコンソール表示します。

ECHOオプション／サブコマンドを指定しない場合もサブコマンドを表示します。

・サブコマンドファイル実行時にNOECHOオプション／サブコマンドを指定した場

合は、サブコマンドをコンソールに表示しません。

（4）指定例
-ECHO

サブコマンドファイル入力時、実行するサブコマンドをコンソール表示します。
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4.5.10　UDF　－　未定義シンボルの表示指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

UDF NOUDF

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

UDF

（2）機　能
未定義シ ンボルがあ る場合ウォ ーニング メッセージ を表示する かしないか を指定し ま

す。

（3）説　明
（1）機能説明

・リロケータブルロ ードモジュール作成 時、未定義シンボル がある場合にウォー ニ

ングメッセージ 105 を表示します。UDF オプション／サブコマンド指定がない場

合も未定義シンボルがある場合は表示します。

リロケータブルロードモジュール作 成時に NOUDF  オプション／サブコマンド を

指定した場合は、未 定義シンボルがあっ ても、ウォーニング メッセージを表示 し

ません。

（2）使用上の制限

・アブソリュートロードモジュール作成時は、NOUDFオプション／サブコマンドは

無視します。

（4）指定例
-FORM=R-NOUDF

リロケータブルロードモジュール作成時、未定義シンボルがあってもウォーニングメッ

セージを表示しません。
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4.5.11　UDFCHECK　－　未定義シンボルが存在する場合のエラー出力指定

（1）フォーマット

なし

名  称 オプション サブコマンド 否定形

UDFCHECK UDFCHECK なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
未定義シンボルがある場合エラーメッセージを表示し、アブソリュートロードモジュー

ルの生成を抑止します。

（3）説　明
（1）機能説明

・未定義の外部参照シンボルが存在する場合、エラーメッセージ 221を出力してアブ

ソリュートロードモジュールを生成しません（UDFCHECKオプション／サブコマ

ンドの指定がない場合は、ウォーニングメッセージ 105を表示し、アブソリュート

ロードモジュールは生成されます）。

（2）使用上の制限

・リロケータブルロードモジュール作成時は、UDFCHECKオプション／サブコマン

ドは無視します。

（4）指定例
-UDFCHECK

未定義シンボルがあればエラーメッセージを表示し、アブソリュートロードモジュール

の生成を抑止します。
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4.6　デバッグ援助

4.6.1　LIST　－　中間リンケージ情報の表示

（1）フォーマット

M
U
X 

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし LIST なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
入力ファイルのリンケージ情報を表示します。

（3）説　明
（1）機能説明

・現在入力中のファイルを基にリンケージ情報を標準出力へ表示します。

・表示内容は、パラメータで指定します。パラメータの内容は次のとおりです。

M　…　リンケージマップを表示します

U　…　未解決の外部参照シンボルを表示します

X　…　外部定義シンボルを表示します

（2）使用上の制限

入力ファイルを基にしてのリンケージ情報表示を行うため、表示内容には以下の制 限

があります。

・パラメータMが指定された場合

リロケータブルセクションの開始アドレスは常に 0です。

・パラメータUが指定された場合

LISTサブコマンド直前までの INPUTサブコマンドで指定した入力ファイル中に、

対応する外部定義シンボルが存在しない外部参照シンボルを表示します。

（4）指定例
LIST△M

リンケージ処理中のロードモジュールのリンケージマップを表示します。

LIST△U

リンケージ処理中のロードモジュールの未解決外部参照シンボルを表示します。
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4.6.2　RENAME　－　ユニット名／外部定 義シンボル名／外部参照シンボ ル
名の変更

（1）フォーマット

   UN=<ﾕﾆｯﾄ名1>（<ﾕﾆｯﾄ名2>）
   ER=<ﾕﾆｯﾄ名>. <外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名1>（<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名2>）
   ED=<ﾕﾆｯﾄ名>. <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名1>（<外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名2>）
        UN=<ﾕﾆｯﾄ名1>（<ﾕﾆｯﾄ名2>）
�［,   ER=<ﾕﾆｯﾄ名>. <外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名1>（<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名2>）   …］
　     ED=<ﾕﾆｯﾄ名>. <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名1>（<外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名2>） 

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし RENAME なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
入力ファイル中のユニット名、外部参照シンボル名および外部定義シンボル名の変更を

指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・入力ファイル中の 指定されたユニット 名、外部参照シンボ ル名および外部定義 シ

ンボル名をそれぞれカッコ内に指定された名前に変更します。

・ユニットの場合は、"UN="に続いて指定されたユニット名をカッコ内に指定された

名前に変更します。

・外部参照シンボルの場合は、"ER="に続いて指定された外部参照シンボル名をカッ

コ内に指定された名 前に変更します。外 部参照シンボル名は 、その外部参照シ ン

ボルを含むユニット名に続いてピリオド（.）で区切って指定します。

・外部定義シンボルの場合は、"ED="に続いて指定された外部定義シンボル名をカッ

コ内に指定された名 前に変更します。外 部定義シンボル名は 、その外部定義シ ン

ボルを含むユニット名に続いてピリオド（.）で区切って指定します。
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（2）使用上の制限

・RENAMEサブコマンドが作用するのは、本コマンド以降に指定した最初の INPUT

サブコマンドの入力ファイルのみです。

・RENAMEサブコマンドの直後に指定できるサブコマンドは、次の 5種類だけです。

（a）INPUTサブコマンド

（b）EXCHANGEサブコマンド

（c）RENAMEサブコマンド

（d）DELETEサブコマンド

（e）ABORTサブコマンド

複数の RENAME サブコマンドまたは DELETE サブコマンドと一緒に指定された場合

は、その指定順序にしたがって作用します。

（4）指定例
RENAME△UN=datalist(datalst1)

ユニット"datalist"を"datalst1"に変更します。

RENAME△ED=cntl.TRUNK(P_TRUNK),ER=cntl1.REC_DATA(RECV_DATA)

ユニット"cntl"中の外部定義シンボル"TRUNK"を"P_TRUNK"に変更します。また、ユニ

ット"cntl1"中の外部参照シンボル"REC_DATA"も"RECV_DATA"に変更します。
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4.6.3　DELETE　－　ユニット／外部定義シンボルの削除

（1）フォーマット

   UN=<ﾕﾆｯﾄ名>

   ED=<ﾕﾆｯﾄ名>. <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>
           UN=<ﾕﾆｯﾄ名>
［,                                                   ��            　…］
  　     ED=<ﾕﾆｯﾄ名>. <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名> 

名  称 オプション サブコマンド 否定形

なし DELETE なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

（2）機　能
入力ファイル中のユニットおよび外部定義シンボルの削除を指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・入力ファイル中の指定されたユニットおよび外部定義シンボルを削除します。

・ユニットの場合は、"UN="に続いて指定されたユニットを削除します。

・外部定義シンボルの場合は、"ED="に続いて指定された外部定義シンボルを削除し

ます。外部定義シン ボル名は、外部定義 シンボルを含むユニ ット名に続いてピ リ

オド（.）で区切って指定します。

（2）使用上の制限

・DELETE サブコマンドが作用するのは、本コマンド以降に指定した最初の INPUT

サブコマンドの入力ファイルのみです。

・DELETEサブコマンドの直後に指定できるサブコマンドは、次の 5種類だけです。

（a）INPUTサブコマンド

（b）EXCHANGEサブコマンド

（c）DELETEサブコマンド

（d）RENAMEサブコマンド

（e）ABORTサブコマンド

・RENAME サブコマンドと一緒に指定された場合は、その指定順序にしたがって変

更または削除を行います。

（4）指定例
DELETE△UN=snap_unit

ユニット"snap_unit"を削除します。
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DELETE△UN=dummy,ED=main.DUMMY_ENTER

ユ ニ ッ ト "dummy" を 削 除 し ま す 。 ま た 、 ユ ニ ッ ト "main" 中 の 外 部 定 義 シ ン ボ ル

"DUMMY_ENTER"も削除します。
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4.6.4　DEFINE　－　外部参照シンボルの強制定義

（1）フォーマット

名  称 オプション サブコマンド 否定形

DEFINE なし

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

DEFINE

<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名>
             　<数値>
        （　  [<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <ｱﾄﾞﾚｽ>       ）
                <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>
[,<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名>
                <数値>
        （　  [<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <ｱﾄﾞﾚｽ>       ） … ]
                <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>

<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名>
                <数値>
         /　   [<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <ｱﾄﾞﾚｽ>
                <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>
[,<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名>
                <数値>
          /　  [<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <ｱﾄﾞﾚｽ>        … ]
                <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>

ｵﾌﾟｼｮﾝ MS-DOS版

UNIX版

                                       <数値>
<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名>（　  [<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <ｱﾄﾞﾚｽ>       ）
                                       <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名>
                                          <数値>
[,<外部参照ｼﾝﾎﾞﾙ名> （　 [<ﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ>:] <ｱﾄﾞﾚｽ>     ） … ]
                                          <外部定義ｼﾝﾎﾞﾙ名> 

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

（2）機　能
外部参照シンボルの強制定義を指定します。

（3）説　明
（1）機能説明

・外部参照シンボル を、指定された値、 アドレスまたは外部 定義シンボルの値で 強

制的に定義します。

・ページアドレスは ページタイプのモジ ュールの場合にのみ 指定できます。ペー ジ

アドレスの指定を省略した場合は、ページアドレスとして 0（ゼロ）を仮定します。

・数値、ページアドレスおよびアドレスは 16進数で指定します。
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（2）使用上の制限

・定義する値として 外部定義シンボルを 指定する場合は、定 義済みのシンボルを 指

定してください。

・非ページタイプの モジュールの場合に ページアドレスを指 定すると、エラーと な

り、リンケージエディタは終了します。

・16進数は必ず先頭を数字で指定してください。

・指定できるページアドレスの範囲は、0～0FF（16進数）です。

・指定できる数値およびアドレスの範囲は、Hシリーズの品種により異なります。

H8/500シリーズ : 0～0FFFF （16進数）

H8/300シリーズ : 0～0FFFF （16進数）

H8/300シリーズ : 0～0FFFFFF （16進数）

（H8/300HA）

H8Sシリーズ : 0～0FFFF （16進数）

H8Sシリーズ : 0～0FFFFFFFF （16進数）

（2600A, 2000A）

SHシリーズ : 0～0FFFFFFFF （16進数）

・DEFINEサブコマンドで強制定義した値は、リロケータブルロードモジュールには

反映されません。

・EXCLUDEオプション／サブコマンド指定がある場合、参照のない外部参照シンボ

ルをDEFINEサブコマンドで指定しても無視します。

（4）指定例
-DEFINE=PORT10(0E8)（MS-DOS版）

-DEFINE=PORT10/0E8（UNIX版）

未定義外部参照シンボル"PORT10"を E8(16 進数)という値を持つシンボルとして定義し

ます。

DEFINE△MAIN_RTN(PRG_EXIT)

未定義外部参照 シンボル"MAIN_RTN"を外 部定義シンボル "PRG_EXIT"と同じ値を持 つ

シンボルとして定義します。
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5.1　オブジェクトモジュールファイル
リンケージエディタは、HシリーズのCコンパイラおよびアセンブラの出力したオブジ

ェクトモジュールファイルを入力することができます。
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5.2　リロケータブルロードモジュールファイル
リンケージエ ディタが出 力したリロ ケータブルロ ードモジュ ールファイ ルを再入力 す

ることができます。アブソリュートロードモジュールファイルは再入力できません。
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5.3　ライブラリファイル
H シリーズ　ラ イブラリアン で作成したラ イブラリファ イルを入力す ることができ ま

す。ラ イブ ラリ ファ イル 内のモ ジュ ール は、 モジ ュー ル名指 定に よっ て入 力す るか 、

LIBRARYオプション／サブコマンドを使用して自動的に入力します。LIBRARYをオプシ

ョン／サブコマンドについては、「4.3.3　LIBRARY－ライブラリファイルの指定」を 参

照してください。



5.　リンケージエディタの入力

106

5.4　デフォルトライブラリファイル
H シリーズ　ライブラリアンで作成したライブラリファイルを LIBRARY オプション／

サブコマンドを使用せずに暗黙のうちに入力することができます。これがデフォルトライ

ブラリ機能です。

デフォルトライブラリファイルは以下の 3つの条件が成立したとき入力されます。

・リンケージエディタ入力 前にデフォルトライブラリ 名として予約している論理 名

にライブラリファイルを割り付けている場合。

・NOLIBRARYオプション／サブコマンドを指定していない場合。

・LIBRARYオプション／サブコマンドで指定したライブラリ内をサーチ後、未解決

外部参照シンボルが存在する場合。

リンケージエディタは、論理名

1.　HLNK_LIBRARY1

2.　HLNK_LIBRARY2

3.　HLNK_LIBRARY3

に割り付けているライブラリファイルを 1、2、3の順番に入力し、未解決外部参照シン

ボルを定義しているモジュールをサーチします。ユーザが論理名に対応するライブラリフ

ァイルを指定するには、OSの set（MS-DOS版）または、setenv（UNIX版）コマンドを使

用します。

（例）

 set HLNK_LIBRARY1=user.lib  （MS-DOS版）

論理名HLNK_LIBRARY1に、ライブラリファイル"user.lib"を割り付けます。
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6.1　リンケージリスト
PRINT オプション／サブコマンドまたは LIST サブコマンドを指定した場合、次のロー

ドモジュールファイルの内容を標準出力またはファイルに出力します。

（1）入力情報 （PRINTのみ）

（2）リンケージマップリスト （PRINT/LIST M）

（3）外部定義シンボルリスト （PRINT/LIST X）

（4）未定義シンボルリスト （PRINT/LIST U）

（5）変更／削除シンボルリスト （PRINTのみ）

（6）強制定義シンボルリスト （PRINTのみ）

次に、それぞれの出力形式を示します。

（1）入力情報
コマンドパラメータ、会話形式サブコマンドまたはサブコマンドファイルで入力した内

容を図 6.1の形式で出力します。

                   
LINK COMMAND LINE

LNK -SUB=FUNC.SUB 

LINK SUBCOMMANDS

INP main
RENAME ED=sin.sin0(sin1)
DELETE ED=sin.sin3
INP sin
DEFINE undef1(100),undef2(sin1)
PRINT fmap
INP cos
INP tan
INP calc.lib(division)
FORM a
ROM (SECT1,SEC1N)
OUT func
EXIT
** sin0 IS RENAMED TO sin1
** sin3 IS DELETED
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(division.undef3)

(i)

(ii)

図 6.1　入力情報の出力例

（i）コマンドラインで入力した文字列を出力します。

（ii）会話形式で入力した文字列またはサブコマンドファイルから入力した文字列を出力し

ます。また、それに対するエラーメッセージおよびインフォメーションメッセージも

出力します。
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（2）リンケージマップリスト

（a）PRINT オプション／サブコマンドを指定した場合、セクション別に図 6.2 の形式

で出力します。

H'00000000    -    H'00000004   H'00000005
                                                     
H'00000006    -    H'00000017   H'00000012
                                                          
H'00000018    -    H'00000019   H'00000002
                                        
H'0000001A    -    H'0000002D   H'00000014
                                         
H'0000002E    -    H'00000043   H'00000016

H'00000000    -    H'00000043   H'00000044

         
                  ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST      ***

SECTION   NAME          START  -    END          LENGTH
                                                    UNIT NAME          MODULE NAME
ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR ROM
             
SECT1

* TOTAL ADDRESS *          

(2)   (3)   (4)

(1) (5)
(7)

(6)

(9) (10)

(8)
main

sin

cos

tan

division

main

sin

cos

tan

division

図 6.2　PRINTで出力するマップリスト例

（b）LIST サブコマンドのパラメータで"M"を指定した場合、ファイル別に図 6.3 の形

式で出力します。

ATTRIBUTE
START         -    END           LENGTH
CODE  NOSHR
H'00000000    -    H'00000004    H'00000005

         
                  ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST     ***

FILE NAME   : main.OBJ

MODULE NAME : main
UNIT NAME   : main             
SECTION NAME

SECT1

(11)
(8)

(1) (5) (6)

(7)

図 6.3　LISTで出力するマップリスト例

（1）セクション名を結合順に表示します。

（2）内容種別を次のように表示します。

DATA ････データまたはコモン

CODE ････コード

DUMMY ･･ダミー

STACK ･･･スタック

RESV･････特殊

UNDEF ･･･未定義

*****･････未設定
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（3）結合属性を次のように表示します。

SHR･･････共有結合

NOSHR ･･･単純結合

DUMMY ･･ダミー結合

UNDEF ･･･結合属性を定義していない

*****･････結合属性が設定されていない

（4）ROM化支援機能に該当するセクションの場合に表示します。

ROM ･･･････ROM 用セクション（ROM オプション／サブコマンドのセクション 1 に

相当するもの）

RAM ･･･････RAM 用セクション（ROM オプション／サブコマンドのセクション 2 に

相当するもの）

（5）オブジェクトの先頭アドレスと最終アドレスを 16進数で表示します。

ページタイプの場合は、次のようにページアドレスとアドレスをコロン（：）で区

切って表示します。

H'xxxx : xxxx

アドレス

ページアドレス

（6）オブジェクトのアドレス長を 16進数で表示します。

（7）ユニット名を表示します。

（8）モジュール名を表示します。

（9）当該セクションの先頭アドレスと最終アドレスを表示します。

ページタイプの場合は、次のようにページアドレスとアドレスをコロン（：）で区

切って表示します。

H'xxxx : xxxx

アドレス

ページアドレス

（10）当該セクションの総アドレス長を表示します。

（11）ファイル名を表示します（LISTのみ）。
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（3）外部定義シンボルリスト
外部定義シンボルがあった場合に出力します。

（a）PRINTオプション／サブコマンドを指定した場合、図 6.4の形式で出力します。

        
              ***  LINKAGE EDITOR EXTERNALLY DEFINED SYMBOLS LIST  ***

SYMBOL  NAME                         ADDR                 TYPE

cos1                                 H'0000000A           EQU
sin1                                 H'0000004A           DAT
sin2                                 H'0000005B           DAT
(1) (2) (3)

図 6.4　PRINTで出力する外部定義シンボルリスト例

（b）LIST サブコマンドのパラメータで"X"を指定した場合、図 6.5 の形式で出力しま

す。

                      ***  LINKAGE EDITOR EXTERNALLY DEFINED SYMBOLS LIST  ***

SYMBOL  NAME                         ADDR                 TYPE

cos1                                 H'0000000A           EQU
sin1                                 H'00000000           DAT
sin2                                 H'00000011           DAT

 (1) (2) (3)

図 6.5　LISTで出力する外部定義シンボルリスト例

（1）外部シンボル名をアルファベット順に表示します。

（2）外部シンボルの値を 16進数で表示します。

ページタイプの場合は、次のようにページアドレスとアドレスをコロン（：）で区

切って表示します。

H'xxxx : xxxx

アドレス

ページアドレス

（3）シンボル種別を次のように表示します。

DAT･･････データ／変数名

EQU･･････定数値として定義されたシンボル名

ENT ･･････入口名

***･･･････未定義／未設定
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（4）未定義シンボルリスト
未定義シンボルがあった場合に出力します。

（a）PRINTオプション／サブコマンドを指定した場合、図 6.6の形式で出力します。

                      *** LINKAGE EDITOR UNRESOLVED EXTERNAL REFERENCE LIST ***

FILE NAME   : calc.lib
 

MODULE NAME : division
UNIT NAME   : division 
                  
SYMBOL  NAME                TYPE

undef3                      ***

(1)

(2)

(3)

(4) (5)

図 6.6　PRINTで出力する未定義シンボルリスト例

（b）LIST サブコマンドのパラメータで"U"を指定した場合、図 6.7 の形式で出力しま

す。

                      *** LINKAGE EDITOR UNRESOLVED EXTERNAL REFERENCE LIST ***

FILE NAME   : calc.lib
 

MODULE NAME : division
UNIT NAME   : division 
                  
SYMBOL  NAME                TYPE

undef1        　　　　　　　　***
undef2        　　　　　　　　***
undef3        　　　　　　　　***

(1)

(2)

(3)

(4) (5)

図 6.7　LISTで出力する未定義シンボルリスト例

（1）未定義シンボルを含むファイル名を表示します。

（2）未定義シンボルを含むモジュール名を表示します。

（3）未定義シンボルを含むユニット名を表示します。

（4）未定義シンボル名をアルファベット順に表示します。

（5）未定義シンボルの属性を次のように表示します。

DAT･･････データ／変数名

ENT ･･････入口名

***･･･････未定義／未設定
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（5）変更／削除シンボルリスト
RENAME または DELETE サブコマンド指定により、ユニット名またはシンボル名の変

更および削除処理を行った場合、PRINTオプション／サブコマンドを指定すると、図 6.8

に示す形式でリストを出力します。

                     *** LINKAGE EDITOR RENAME/DELETE LIST ***

FILE NAME   : sin.OBJ 
 

UNIT NAME   : sin
     FROM NAME                   TO NAME             TYPE RENAME/DELETE
 
     sin0                        sin1                ED   RENAME
     sin3                                            ED   DELETE

(1)

(2)

(3) (5) (6)
(4)

図 6.8　変更／削除シンボルリスト例

（1）変更／削除の対象となるユニット名またはシンボル名を含むファイル名を入力順に表

示します。

（2）ユニット名を表示します。ユニット名を変更または削除した場合は、旧ユニット名を

表示します。

（3）変更前の名前を表示します。

（4）変更後の名前を表示します。削除の場合は表示しません。

（5）サブコマンドで指定した種別を表示します。

UN ･･･････ユニット名

ED ･･･････外部定義シンボル名

ER ･･･････外部参照シンボル名

（6）変更／削除の別を示します。

RENAME ･変更

DELETE ･･削除
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（6）強制定義シンボルリスト
DEFINE オプション／サブコマンド指定により、外部参照シンボルの強制定義処理を行

った場合、PRINTオプション／サブコマンドを指定すると、図 6.9に示す形式でリストを

出力します。

                         ***  LINKAGE EDITOR DEFINE LIST  ***

UNDEFINE SYMBOL                    DEFINED SYMBOL                   DEFINED VALUE

undef1                                                              H'00000100
undef2                             sin1                             H'0000004A

(1) (2) (3)

図 6.9　強制定義シンボルリスト例

（1）強制的に定義したシンボル名を表示します。

（2）外部定義シンボルを指定した場合は、そのシンボル名を表示します。

（3）定義したシンボルの値を 16進数で表示します。

ページタイプの場合は、次のようにページアドレスとアドレスをコロン（：）で区

切って表示します。

H'xxxx : xxxx

アドレス

ページアドレス
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6.2　ロードモジュールファイル
リンケージエディタは、複数のオブジェクトモジュールファイルまたはリロケータブル

ロードモジュールファイルを1つに編集結合してロードモジュールファイルとして出力し

ます。

FORMオプション／サブコマンドの指定により、アブソリュート形式とリロケータブル

形式の 2種類のロードモジュールファイルを出力します。FORMオプション／サブコマン

ドについては、「4.5.3 　FORM－出力ロードモ ジュールファイル形 式の指定」を参照 し

てください。
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6.3　中間ファイル
環境変数により、中間ファイルの出力先のディレクトリを指定できるようになりました。

中間ファイルのディレクトリ指定は、HLNK_TMP環境変数で指定します。

MS-DOS版 set HLNK_TMP=<ディレクトリ名>

UNIX版 setenv HLNK_TMP  <ディレクトリ名>
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6.4　コンソールメッセージ
リンケージエディタは次の 6種類のメッセージを標準出力に表示します。

（1）起動メッセージ

リンケージエディタのコマンドが入力されると表示します。

H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3

Copyright (C) Hitachi, Ltd.1989

Copyright (C) HITACHI MICROCOMPUTER SYSTEM LTD. 1990

Licensed Material of Hitachi, Ltd.

（2）正常終了メッセージ

ロードモジュールファイルの編集処理が正常に終了した場合に表示します。

LINKAGE EDITOR COMPLETED

（3）異常終了メッセージ

ロードモジュールファイル編集中にエラーが発生し処理を打ち切った場合、または、

ABORTサブコマンド指定により処理を打ち切った場合に表示します。

LINKAGE EDITOR ABORT

（4）サブコマンド要求記号

会話形式の実行においてサブコマンドの入力要求を示すために、コロン（:）を表示

します。

:

（5）サブコマンド継続記号

会話形式の実行においてサブコマンド行の継続を指定した場合、次行に継続行入力

要求を示すためにマイナス（-）を表示します。

-
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（6）インフォメーションメッセージ

ユニットの置換や外部定義シンボル名の変更などがあった場合、リンケージエディ

タの処理結果を示すインフォメーションメッセージを表示します。

インフォメーションメッセージの出力形式は、次のとおりです。

**△<インフォメーションメッセージ>

↑

1カラム目

表 6.1にインフォメーションメッセージ一覧を示します。表中の外部名には、ユニット

名も含まれます。

表 6.1　インフォメーションメッセージ一覧表

項 インフォメーションメッセージ

番 インフォメーションの内容

1 〈ユニット名 1〉IS REPLACED WITH〈ユニット名 2〉（〈ファイル名〉）

〈ユニット名 1〉を〈ファイル名〉中の〈ユニット名 2〉に置き換えた。

2 〈外部名 1〉IS RENAMED TO〈外部名 2〉

〈外部名 1〉を〈外部名 2〉に変更した。

3 〈外部名〉IS DELETED

〈外部名〉を削除した。

4 DUPLICATE UNIT -（〈ユニット名〉）IN（〈ファイル名〉）IS DELETED

〈ユニット名〉のユニットを複数見つけたため、〈ファイル名〉中のユニットを削除した。

5 〈外部参照シンボル名〉CANNOT DEFINED

〈外部参照シンボル名〉が見つからないため、強制定義できなかった。

6 〈外部名〉CANNOT RENAMED

〈外部名〉が見つからないため、変更できなかった。

7 〈外部名〉CANNOT DELETED

〈外部名〉が見つからないため、削除できなかった。

8 〈ユニット名〉CANNOT REPLACED

〈ユニット名〉が見つからないため、置き換えができなかった。
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コマンドやサブコマンドの指定内容に誤りがあったり、リンケージ処理中にエラーを検

出した場合、エラーメッセージを出力します。

エラーメッセージの出力形式は、次のとおりです。

**△<エラー番号>△<エラーメッセージ>［(<付加情報>)]

↑

1カラム目

エラー番号：上 1桁でエラーのレベルを示します。

1××：ウォーニング･･････当該モジュールの処理をスキップします。

2××：エラー････････････コマンドまたはサブコマンドファイルからの入力時 に

は、処理を中断します。会話形式の場合には、エラ ー

を検出した時点で当該サブコマンドの処理を打ち切り 、

次のサブコマンド要求になります。

3××：フェイタルエラー･･処理を中断します。

表 7.1、7.2 および 7.3 にエラーメッセージ一覧を示します。各表の記述形式は次のと

おりです。

エラー番号 エラーメッセージ 付加情報

エラー内容

対応策その他

（表中の記号説明）---：付加情報なしを示します。
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表 7.1　ウォーニングメッセージ一覧表（1）

101 DUPLICATE OPTION/SUBCOMMAND ｵﾌﾟｼｮﾝ/ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ名

同じオプションまたはサブコマンドを重複して指定している。

後に指定したオプションまたはサブコマンドが有効になります。

102 IDENTIFIER CHARACTER EXCEEDS 251 名前

251文字を越える名前（ユニット名、セクション名、シンボル名）を指定した。

251文字までが有効になります。

104 DUPLICATE SYMBOL ｼﾝﾎﾞﾙ名

外部定義シンボルが重複している。

先に現われた外部定義シンボルが有効になります。

105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL ﾕﾆｯﾄ名. ｼﾝﾎﾞﾙ名

未定義の外部シンボルを参照している。

外部参照は無効になり、0（ゼロ）を仮定します。

106 REDEFINED SYMBOL ｼﾝﾎﾞﾙ名

定義済みのシンボルを DEFINEオプション／サブコマンドで定義した。

DEFINEオプション／サブコマンドの指定は無効になります。

107 SECTION ATTRIBUTE MISMATCH ｾｸｼｮﾝ名

属性または境界調整数の異なる同名セクションを入力した。

別セクションとして扱います。

108（注）RELOCATION SIZE OVERFLOW ﾕﾆｯﾄ名.ｾｸｼｮﾝ名－ｵﾌｾｯﾄ値

リロケーションの結果がリロケーションサイズを超えた。

リロケーションサイズの範囲内にまるめ込みます。

109 ENTRY POINT MULTIPLY DEFINED ---

実行開始アドレスの指定があるオブジェクトモジュールを複数指定した。

先に現われた実行開始アドレスの指定が有効になります。

110 SECTION ADDRESS EXCEED PAGE BOUNDARY ｾｸｼｮﾝ名

セクションがページの境界にまたがっている。

AUTOPAGEオプション／サブコマンドを指定してください。

111 DUPLICATE SECTION NAME ｾｸｼｮﾝ名

オプション／サブコマンドで同一セクション名を指定した。

最初に指定したセクションを有効にします。

112 ILLEGAL CPU INFORMATION FILE FORMAT ---

CPU情報ファイルのファイル形式が正しくない。

CPUオプション／サブコマンドの指定を無効にします。

113 CONFLICTING DEVICE TYPE ---

入力オブジェクトモジュールの対象 CPUと異なる CPU情報ファイルを指定している。

CPU情報ファイルの指定を無効にします。

（次ページへ続く）
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表 7.1　ウォーニングメッセージ一覧表（2）

114 SECTION IS NOT IN SAME MEMORY AREA ｾｸｼｮﾝ名:xxxx－yyyy

セクションが 1つのメモリ領域内に入りきらず、xxxx番地から yyyy番地が異なるメモリ領域に割

り付けられている。

ロードモジュールにはそのまま出力します。

115 INACCESSIBLE ADDRESS RANGE ｾｸｼｮﾝ名

セクションが使用できない領域に割り付けられている。

ロードモジュールにはそのまま出力します。

116 INVALID CPU OPTION/SUBCOMMAND ---

ロードモジュールファイルをリロケータブル形式に指定して、CPUオプション／サブコマンドを指

定している。

CPUオプション／サブコマンドの指定を無効にします。

117 ADDRESS SPACE DUPLICATE ---

セクションが重複している。

ロードモジュールにはそのまま出力します。

118 INVALID UDF OPTION/SUBCOMMAND ---

出力ロードモジュール形式がアブソリュート指定に対し、NOUDFオプション／サブコマンドを指

定している。

NOUDFオプション／サブコマンド指定を無効にします。

119 RELOCATION VALUE IS ODD ﾕﾆｯﾄ名.ｾｸｼｮﾝ名－ｵﾌｾｯﾄ値

ディスプレースメントに対するリロケーション結果が奇数である。

リロケーションサイズの範囲内に入るよう、最下位ビットを切り落とします。

120 START ADDRESS NOT SPECIFIED FOR SECTION ｾｸｼｮﾝ名

STARTオプション／サブコマンドで指定しなかったセクションが存在した。

セクション名を確認してください。

121 CANNOT FIND SECTION ｾｸｼｮﾝ名

指定したセクションがみつからない。

セクションの指定を無効とします。

122 TOO LONG SUBCOMMAND LINE ---

ディレクトリ名の置き換えで文字数が 511文字を超えた。

511文字までを有効とします。

123 TOO MANY DIRECTORY COMMANDS ---

DIRECTORYサブコマンドで 16個を越えたディレクトリ名を指定した。

16個までを有効とします。

124 NO DEBUG INFORMATION ---

デバッグ情報の全くないファイルに対して DEBUG、SDEBUGオプション／サブコマンドを指定し

た。

コンパイル、アセンブル時にデバッグオプションを指定してください。

（次ページへ続く）
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表 7.1　ウォーニングメッセージ一覧表（3）

125 CANNOT SET ENTRY POINT ---

出力ロードモジュールがリロケータブル形式に対して、実行開始アドレスに定数の外部参照シンボ

ルを指定した。

出力ロードモジュールをアブソリュート形式にするか、実行開始アドレスの指定を削除してくださ

い。

126 TOO LONG CHARACTER NUMBER（FSYMBOL） ---

FSYMBOLオプション／サブコマンドで指定したセクション内のシンボルの文字数が 238文字を超

えた。

該当するシンボルの文字数を 238文字以下に変更してください。

127 EXTERNAL SYMBOL 0 ｾｸｼｮﾝ名

指定したセクション内に外部定義シンボルが存在しない。

セクション名を確認してください。

128 ILLEGAL SYMBOL REFERENCE ｼﾝﾎﾞﾙ名

同一アドレスに割り付けたセクション間でシンボルの参照があった。

同一アドレスに割り付けたセクション間でシンボルを参照しないようプログラムを変更してくださ

い。

【注】 ウォーニング 108（RELOCATION SIZE OVERFLOW）についての発生条件、発生するプロ

グラムの例、対策を下記に示します。

（1）発生条件

リンケージエディタは、プログラムのアドレスを決定しますが、その際、アセンブ

ル時またはCコンパイル時に決定しているデータエリアのサイズに収まらない値が存

在する場合に発生します。

（2）発生するプログラムの例について

（a）H8S,H8/300シリーズの場合

（例 1）

プログラム1

.EXPORT SYM1

.EQUSYM1 H'1000

プログラム2

.IMPORT SYM1

MOV.B #SYM1,R1L・・・(1)

上記の 2つのプログラムをアセンブルし、リンクした場合、（1）の命令で SYM1

をバイトで参照しており、参照の値の範囲が-128～+255 である。しかし、プログ

ラム 1 で SYM1 を H'1000（4096）と定義しており値の範囲を超えるため、ウォー

ニング 108を出力します。
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（例 2）

プログラム3

.EXPORT SYM2

.EQUSYM2 H'C0・・・(2)

プログラム4

.IMPORT SYM2

MOV @SYM2:8,R0L・・・(3)

上記の 2 つのプログラムをアセンブルし、リンクした場合、（3）で SYM2 を 8

ビット絶対アドレスで参照している。8ビット絶対アドレスの場合のアクセス範囲

は、65280～65535（H'FF00～H'FFFF）です。しかし、（2）で SYM2をH'C0に外

部定義しており、65280～65535（H'FF00～H'FFFF）の範囲にないため、ウォーニ

ング 108 を出力します。しかし、@SYM2:8 によって H'FFC0 番地をアクセスする

ので、@H'FFC0番地をアクセスしようとしている場合には、本メッセージは無視

できます。

（b）H8/500シリーズの場合

（例 3）

プログラム5

.EXPORT SYM3

.EQUSYM3 H'FF

プログラム6

.IMPORT SYM3

MOV @(SYM3:8,R2),R3・・・(4)

上記の 2つのプログラムをアセンブルし、リンクした場合、（4）の命令で SYM3

を 8 ビットで参照しており、参照の値の範囲が-128～+127 である。しかし、プロ

グラム 5で SYM3をH'FF（255）と定義しており値の範囲を超えるため、ウォーニ

ング 108を出力します。

（例 4）

      .SECTION   　SEC1,CODE
SYM4    .EQU

         

MOV

$  ;シンボルにロケーション値をセット

@SYM4:8,R0 ;ﾛｹｰｼｮﾝが示す番地のデータ２バイトを転送・・・(5)

上記のプログラムをアセンブルし、セクション（SEC1）の先頭アドレスに 1000

番地（16 進）を指定してリンクした場合、SYM4 の値が H'1000 になり、1 バイト

のデータサイズを超えるためウォーニング 108を出力します。しかし、（5）の命

令実行前にベースレジスタ（BR）にH'10が設定されている場合には、本メッセー

ジは無視できます。
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（例 5）

プログラム7

.EXPORT SYM5

.EQUSYM5 H'2000

プログラム8

.IMPORT SYM5

MOV @SYM5:8,R0・・・(6)

上記の 2つのプログラムをアセンブルし、リンクした場合、（6）の SYM5の値

をプログラム 9 で H'2000 に外部定義しており、1 バイトのデータサイズを超える

ため、ウォーニング 108 を出力します。この場合も例 4 と同様、（6）の実行前に

ベースレジスタ（BR）にH'20が設定されている場合には、本メッセージは無視で

きます。

（3）対策方法

本メッセージを無視できない場合には、以下に示すような対策方法があります。

（a）H8S,H8/300シリーズの場合

（i）例 1では、命令のオペレーションサイズをワードサイズに修正する方法と、ラベ

ル（SYM1）の値の上位 1バイト、または下位 1バイトを取り出すように修正する

方法がある。オペレーションサイズを変更する場合は、（1）の"MOV.B"を"MOV.W"

とし、"R1L"を"R1"に修正する。

ラベルの値から上位 1バイトを取り出す場合は、（1）の"#SYM1"を"#HIGH SYM1"

に修正する。下位 1 バイトを取り出す場合は、"HIGH"演算子を"LOW"演算子にす

る。

（ii）例 2では、（2）のH'C0をH'FFC0に修正する。

（b）H8/500シリーズの場合

（i）例 3 では、ラベル（SYM3）の値が 1 バイトのデータサイズを超える場合には、

（4）の"SYM3:8"を"SYM3:16"に修正する。

（ii）例 4では、（5）の"@SYM4:8"を"@SYM4:16"に修正する。

（iii）例 5では、（6）の"@SYM5:8"を"@SYM5:16"に修正する。

（4）ウォーニング 108のメッセージ出力形式について

ウォーニング 108のメッセージは、以下の形式で出力されます。

** 108 RELOCATION SIZE OVERFLOW （ユニット名.セクション名－オフセット値）

ここで、オフセット値とは、 データオーバフローの発生 箇所が、"ユニット名.セ ク

ション名" で示すセク ションの先 頭から数 えて"オフ セット値" 番地目に存 在するこ と

を示します。

ここで、ユニット名とは、ファイル名を表しています。
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表 7.2　エラーメッセージ一覧表（1）

201 ILLEGAL SUBCOMMAND/OPTION ---

不正なサブコマンド名（またはオプション名）を指定した。

正しいサブコマンド名（またはオプション名）を指定してください。

202 SYNTAX ERROR ---

指定されたサブコマンド（またはオプション）に構文上の不正がある。

サブコマンド（またはオプション）の構文を確認の上、再入力してください。

203 TOO LONG SUBCOMMAND LINE ---

サブコマンドの長さが 512文字を越えている。

サブコマンドの長さが 512文字に納まるように再入力してください。

204 ILLEGAL SUBCOMMAND SEQUENCE ---

サブコマンドの指定順序が不正である。

サブコマンドの指定順序を確認の上、再入力してください。

207 ILLEGAL SECTION NAME ｾｸｼｮﾝ名

不正なセクション名を指定した。

正しいセクション名を指定してください。

208 ILLEGAL SYMBOL NAME ｼﾝﾎﾞﾙ名

不正なシンボル名を指定した。

正しいシンボル名を指定してください。

210 TOO MANY INPUT FILES ---

65,535個を越えて入力ファイルを入力しようとした。

いったんリロケータブル形式のロードモジュールファイルを作成し、ロードモジュールファイルの

再入力により残りの入力ファイル名を指定してください。

211 CANNOT FIND FILE ﾌｧｲﾙ名

指定したファイルが見つからない。

指定したファイル名を確認の上、再指定してください。

212 CANNOT FIND UNIT ﾕﾆｯﾄ名

指定したユニットが見つからない。

指定したユニット名を確認の上、再指定してください。

213 CANNOT FIND MODULE ﾓｼﾞｭｰﾙ名

指定したモジュールが見つからない。

指定したモジュールを確認の上、再指定してください。

（次ページへ続く）
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表 7.2　エラーメッセージ一覧表（2）

214 DUPLICATE START ADDRESS SPECIFIED ---

同じ先頭アドレスを重複して指定した。

先頭アドレスを変更して、再入力してください。

216 PAGE ADDRESS EXCEEDED ---

ページアドレスが許容範囲を越えた。

ページアドレスを見直し、再度指定してください。

217 SUBCOMMAND COMMAND IN SUBCOMMAND FILE ---

サブコマンドファイル中に SUBCOMMANDサブコマンドが現われた。

サブコマンドファイル中の SUBCOMMANDサブコマンドを削除してください。

219 INVALID ADDRESS ｱﾄﾞﾚｽ

指定したアドレスが許容範囲を越えた。

指定したアドレスが指定デバイスのアドレス範囲を越えています。指定アドレスの内容を確認の

上、再実行してください。

220 TOO MANY ROM COMMANDS ---

ROMサブコマンドで 64組を越えたセクションを指定した。

64組以内になるように指定してください。

221 CANNOT CREATE ABSOLUTE MODULE ﾓｼﾞｭｰﾙ名

未定義の外部参照シンボルが存在した。

未定義の外部参照シンボルのアドレスを解決してください。

222 DIVISION BY ZERO IN RELOCATION VALUE ﾕﾆｯﾄ名.ｾｸｼｮﾝ名-ｵﾌｾｯﾄ値

0除算を含むオブジェクトファイルを入力した。

リロケーション演算を確認の上、0除算が発生しないようにしてください。
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表 7.3　フェイタルエラーメッセージ一覧表（1）

301 ILLEGAL COMMAND PARAMETER ---

不正なコマンドパラメータを指定した。

コマンドパラメータの内容を確認の上、再実行してください。

302 CANNOT OPEN FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルをオープンできなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

ライブラリファイルと同一ディレクトリに付加情報ファイル（*.lct）が存在しているか確認してく

ださい。

303 CANNOT READ INPUT FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルから入力できなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

304 CANNOT WRITE OUTPUT FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルへ出力できなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

305 CANNOT CLOSE FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルをクローズできなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

306 ILLEGAL FILE FORMAT ﾌｧｲﾙ名

指定したファイルのフォーマットが不正である。

ファイルの内容および指定したファイル名を確認の上、再実行してください。1つのユニットに同

一名称の外部参照シンボルが複数ある場合など、オブジェクト不正時に出力します。

RENAMEサブコマンドで外部シンボル名が同一になったときにも出力します。

307 ILLEGAL RECORD FORMAT ﾌｧｲﾙ名

指定したファイル中に不正なレコードがある。または、除数が 0（ゼロ）の除算が起きた。

ソースプログラムの内容を確認の上、再アセンブル（または再コンパイル）後、再実行してくださ

い。

308 SECTION ADDRESS OVERFLOW ｾｸｼｮﾝ名

セクションの割り付けアドレスが許容範囲を越えた。

セクションの割り付けアドレスが指定デバイスのアドレス範囲を越えています。セクション先頭ア

ドレスまたはユーザプログラムの構成の変更を行い、再実行してください。

（次ページへ続く）
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表 7.3　フェイタルエラーメッセージ一覧表（2）

309 ADDRESS OVERFLOW ---

指定したアドレスが許容範囲を越えた。

指定したアドレスが各 CPUで許されるアドレス範囲を越えています。指定アドレスの内容を確認の

上、再実行してください。

310 MEMORY OVERFLOW ---

リンケージエディタの使用可能なメモリにスペースがない。

メモリの拡張またはユーザプログラムの変更を行い、再実行してください。

311 PROGRAM ERROR nnn

リンケージエディタの内部処理で何らかの障害が生じました。

エラー番号 654が発生した場合は、リンケージエディタが生成する付加情報ファイル(*.rct)または

ライブラリアンが生成する付加情報ファイル(*.lct)とオブジェクトモジュール、ライブラリファイ

ルの作成日付が同一であるか確認してください。

それ以外についてはエラー番号(nnn)を確認の上、当社営業担当までご連絡ください。

312 ILLEGAL START ADDRESS ALIGNMENT ｱﾄﾞﾚｽ

オブジェクトモジュールの境界調整数と矛盾するアドレスを指定した。

オブジェクトモジュールの境界調整数を確認の上、再指定してください。

314 CANNOT FIND SECTION ｾｸｼｮﾝ名

指定したセクションが見つからない。

指定したセクション名を確認の上、再指定してください。

319 AUTOPAGE SPECIFIED AT NON-PAGE TYPE ---

非ページタイプの入力ファイルに対して AUTOPAGEオプション／サブコマンドを指定した。

指定した入力ファイルの内容を確認の上、再指定してください。

321 PAGE ADDRESS OVERFLOW ---

ページアドレスが許容範囲を越えた。

ページアドレスが 0-0FF（16進数）を越えています。セクション先頭アドレスまたはユーザプログ

ラムの構成の変更を行い、再実行してください。

322 PAGE ADDRESS SPECIFIED AT NON-PAGE TYPE ---

非ページタイプの入力ファイルに対してページアドレスを指定した。

非ページタイプの入力ファイルに対して、STARTオプション／サブコマンドまたは DEFINEオプシ

ョン／サブコマンドでページアドレスを指定しています。指定したファイル名、オプションまたは

サブコマンドの内容を確認の上、再実行してください。

（次ページへ続く）
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表 7.3　フェイタルエラーメッセージ一覧表（3）

323 SECTION SPECIFIED AT ROM OPTION

/SUBCOMMAND DOES NOT EXIST

ｾｸｼｮﾝ名

ROMコマンドで指定したセクションは存在しない。

セクション名を確認の上、再指定してください。

325 ILLEGAL START SECTION ｾｸｼｮﾝ名

STARTコマンドで指定したセクションの属性が不正である。

セクションの属性を確認の上、再指定してください。

326 CANNOT READ ---

ファイル（標準入力を含む）からの入力ができなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

327 SYMBOL ADDRESS OVERFLOW ｼﾝﾎﾞﾙ名

シンボルの割り付けアドレスが許容範囲を越えた。

シンボルの割り付けアドレスが指定デバイスのアドレス範囲を越えています。セクション先頭アド

レスまたはユーザプログラムの構成の変更を行い、再実行してください。

328 ILLEGAL ROM SECTION ｾｸｼｮﾝ名

ROMオプション／サブコマンドの指定でセクション 2が不正である。

セクション 2のサイズが 0以外、セクション 2が絶対番地セクション、またはセクション 1とセク

ション 2の属性が違います。セクション 2のサイズ、属性を確認の上、再指定してください｡

329 INVALID MEMORY MAP ---

CPU情報ファイルと矛盾したメモリに割り付けられている。または、異なるメモリ種別にまたがっ

て割り付けられている。

CPU情報ファイルと入力ファイルの内容を確認してください。

330 ILLEGAL FILE FORMAT（INPUT ABSOLUTE FILE） ---

アブソリュートロードモジュールを入力した。

指定した入力ファイルの内容を確認の上、再指定してください。

331 ILLEGAL FILE FORMAT（MISMATCH OBJECT FORMAT

VERSION）

---

オブジェクト形式の異なるファイルを入力した。

指定した入力ファイルの内容を確認の上、再指定してください。

332 ILLEGAL FILE FORMAT（INPUT MISMATCH CPU TYPE） ---

Hシリーズ、SHシリーズ以外のオブジェクトファイルを入力した。

指定した入力ファイルの内容を確認の上、再指定してください。

（次ページへ続く）
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表 7.3　フェイタルエラーメッセージ一覧表（4）

333 CANNOT OPEN INTERNAL FILE ---

中間ファイルをオープンできなかった。

環境変数 HLNK_TMPで指定したディレクトリ名を確認してください。ディレクトリ名が正しい場

合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確

認の上、再実行してください。

334 CANNOT CLOSE INTERNAL FILE ---

中間ファイルがクローズできなかった。

環境変数 HLNK_TMPで指定したディレクトリ名を確認してください。ディレクトリ名が正しい場

合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確

認の上、再実行してください。

335 CANNOT DELETE INTERNAL FILE ---

中間ファイルが削除できなかった。

環境変数 HLNK_TMPで指定したディレクトリ名を確認してください。ディレクトリ名が正しい場

合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確

認の上、再実行してください。

336 CANNOT OUTPUT INTERNAL FILE ---

中間ファイルに出力できなかった。

環境変数 HLNK_TMPで指定したディレクトリ名を確認してください。ディレクトリ名が正しい場

合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確

認の上、再実行してください。

337 CANNOT READ INTERNAL FILE ---

中間ファイルから入力できなかった。

環境変数 HLNK_TMPで指定したディレクトリ名を確認してください。ディレクトリ名が正しい場

合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確

認の上、再実行してください。

338 DUPLICATE START ADDRESS SPECIFIED IN PAGE TYPE ---

ページタイプの入力ファイルに対して、複数セクションの同一アドレス割り付けを指定した。

ページタイプは、複数セクションの同一アドレス割り付けができません。

339 TOO MANY UNITS ---

指定したユニット数が 65,535を超えた。

ユニットを統一するなどしてユニット数を 65,535以内にしてください。

340 TOO MANY SECTIONS ---

指定したセクション数が 65,535を超えた。

セクションを統一するなどしてセクション数を 65,535以内にしてください。
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表 8.1にリンケージエディタの制限事項一覧を示します。リンケージエディタでは、こ

れらの制限事項を超える処理はできません。

表 8.1　制限事項一覧表

項番 項目 制限値 備考

1 入力ファイル数 最大 65,535個

2 入力ファイル形式 ・アセンブラ、コンパイラが出力した

オブジェクトモジュールファイル

・リロケータブル形式のロードモジュ

ールファイル

・ライブラリアン作成のライブラリフ

ァイル

3 アドレス／数値指定 16進数による指定のみ。

指定範囲は Hシリーズの品種により異

なる。

H8/500シリーズ ：

0～0FFFF

H8/300シリーズ ：

（300, 300L, 300HN）

0～0FFFF

H8/300シリーズ ：

（300HA） 0～0FFFFFF

H8Sシリーズ ：

（2600N, 2000N）

0～0FFFF

H8Sシリーズ ：

（2600A, 2000A）

0～0FFFFFFFF

SuperHシリーズ：

0～0FFFFFFFF

4 モジュール名

ユニット名

セクション名

シンボル名

251文字まで

5 モジュール数

ユニット数

セクション数

外部定義シンボル数

外部参照シンボル数

最大 65,535個 ただし、リンケージエディタ

が稼動するシステムのメモ

リ容量によって制限を受け

ない場合
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付録 A.　リンケージエディタ使用例
リンケージエディタの使用例を表 A.1 に示す 11 個のオブジェクトモジュールファイル

と 1個のライブラリファイルを入力する例を用いて説明します。

表A.1　入力ファイル一覧表

No. ファイル名 ファイル種別

1 main.obj

2 init.obj オブジェクトモジュールファイル

3 cmndanl.obj

4 cmndprc.obj

5 table.obj

6 term.obj

7 keyin.obj

8 file.obj

9 printer.obj

10 display.obj

11 commu.obj

12 function.lib ライブラリファイル

また、ライブラリファイル"function.lib"は表A.2に示す 14個のモジュールで構成されて

います。

表A.2　ライブラリ内モジュール一覧表

No. モジュール名 No. モジュール名

1 mvdata 8 number

2 upshft 9 zerosprs

3 comp 10 ascbin

4 expr 11 binasc

5 rmargin 12 cnvbcd

6 lmargin 13 portio

7 sum 14 dos
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（1）リンケージエディタの実行

次のコマンドラインを入力し、リンケージエディタを実行します。ここではサブコマン

ドファイル"exlink.sub"からサブコマンドを入力し、サブコマンド指定による実行例を示し

ます。

lnk△-SUBCOMMAND=exlink.sub（RET）

図A.1にサブコマンドファイル"exlink.sub"の内容を示します。

;
; First Linkage Process
;
form      r
input     MAIN
input     INIT
input     CMNDANL
input     CMNDPRC
input     TABLE
input     TERM  
library   FUNCTION
output    PROGRAM1
print     PROGRAM1
end
;
; Second Linkage Process
;
input     PROGRAM1.REL 
input     KEYIN
input     FILE 
input     PRINTER 
input     DISPLAY
input     COMMU
library   FUNCTION

start     program1,program2,function,global,local,f_local,stack_area
output    EXAMPLE
print     EXAMPLE
exit

; Relocatable Load Module
; Input "MAIN.OBJ"
; Input "INIT.OBJ"
; Input "CMNDANL.OBJ"
; Input "CMNDPRC.OBJ"
; Input "TABLE.OBJ"
; Input "TERM.OBJ"
; Library "FUNCTION.LIB"
; Output "PROGRAM1.REL"
; Print "PROGRAM1.MAP"

; Input "PROGRAM1.REL"
; Input "KEYIN.OBJ"
; Input "FILE.OBJ"
; Input "PRINTER.OBJ"
; Input "DISPLAY.OBJ"
; Input "COMMU.OBJ"
; Library "FUNCTION.REL"
; Sequence of Sections

; Output "EXAMPLE.ABS"
; Print "EXAMPLE.MAP"

図A.1　サブコマンドファイル"exlink.sub"

図A.1に示すように、マルチリンケージ機能を利用して 2度のリンケージ処理を行って

います。最初のリンケージ処理では、6 個のオブジェクトモジュールファイルとライブラ

リファイルを入力し、リロケータブル形式のロードモジュールファイル"program1.rel"とリ

ンケージリスト"program1.map"を出力します。2度目のリンケージ処理では、ロードモジュ

ールファイル"program1.rel"の再入力と残りのオブジェクトモジュールファイルを入力し、

ア ブ ソ リ ュ ー ト 形 式 の ロ ー ド モ ジ ュ ー ル フ ァ イ ル "example.abs" と リ ン ケ ー ジ リ ス ト

"example.map"を出力します。
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図 A.2 に 1 度目のリンケージ処理で出力したリンケージリスト"program1.map"の内容を

示し ま す 。 ま た 、 図 A.3  に 2 度 目 の リ ン ケ ー ジ 処 理 で出 力 し た リ ン ケ ー ジ リ ス ト

"example.map"の内容を示します。

     H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3

LINK COMMAND LINE

LNK -SUBCOMMAND=EXLINK.SUB 

LINK SUBCOMMANDS

;
; First Linkage Process
;
form      r
input     MAIN
input     INIT
input     CMNDANL
input     CMNDPRC
input     TABLE
input     TERM  
library   FUNCTION
output    PROGRAM1
print     PROGRAM1
end
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(main.keyin)
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(cmndprc.printer)
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(cmndprc.file)
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(cmndprc.keyin)
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(cmndprc.commu)
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(cmndprc.display)
** 105 UNDEFINED EXTERNAL SYMBOL(term.file)

; Relocatable Load Module
; Input "MAIN.OBJ"
; Input "INIT.OBJ"
; Input "CMNDANL.OBJ"
; Input "CMNDPRC.OBJ"
; Input "TABLE.OBJ"
; Input "TERM.OBJ"
; Library "FUNCTION.LIB"
; Output "PROGRAM1.REL"
; Print "PROGRAM1.MAP"

図A.2　リンケージリスト"program1.map"の内容（入力情報）
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          H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                       PAGE :     1
                  ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST      ***

SECTION   NAME        START        -    END          LENGTH
                                            UNIT NAME      MODULE NAME
ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR
program1              H'00000000    -    H'00000349   H'0000034A
                                            main           main   
                      H'0000034A    -    H'00000467   H'0000011E
                                            init           initialize    
                      H'00000468    -    H'0000055D   H'000000F6
                                            cmndanl        command_analize  
                      H'0000055E    -    H'000007E7   H'0000028A
                                            cmndprc        command_process  
                      H'000007E8    -    H'0000091F   H'00000138
                                            term           terminate   
* TOTAL ADDRESS *     H'00000000    -    H'0000091F   H'00000920

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR

local                 H'00000000    -    H'00001E1F   H'00001E20
                                            main           main
                      H'00001E20    -    H'00001E3F   H'00000020
                                            init           initialize 
                      H'00001E40    -    H'00003C7F   H'00001E40
                                            cmndanl        command_analize
                      H'00003C80    -    H'000222BF   H'0001E640
                                            cmndprc        command_process
                      H'000222C0    -    H'000222DF   H'00000020
                                            term           terminate 

* TOTAL ADDRESS *     H'00000000    -    H'000222DF   H'000222E0

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR

global                H'00000000    -    H'000015CF   H'000015D0
                                            table          global_table 

* TOTAL ADDRESS *     H'00000000    -    H'000015CF   H'000015D0

ATTRIBUTE  :   STACK NOSHR

stack_area            H'00000000    -    H'001E1FFF   H'001E2000
                                            table          global_table        

* TOTAL ADDRESS *     H'00000000    -    H'001E1FFF   H'001E2000

図A.2　リンケージリスト"program1.map"の内容（リンケージマップリスト）
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H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                       PAGE :     2
          ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST      ***

SECTION   NAME          START      -      END         LENGTH
                                  UNIT NAME             MODULE NAME
ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR
function           H'00000000   -   H'0000001B   H'0000001C
                                   comp                 compare_string
                   H'0000001C   -   H'0000010F   H'000000F4
                                   expr                 expression
                   H'00000110   -   H'00000163   H'00000054
                                   mvdata               move_data_string
                   H'00000164   -   H'00000193   H'00000030
                                   upshft               upshift_character 

* TOTAL ADDRESS *  H'00000000   -   H'00000193   H'00000194

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR
f_local            H'00000000   -   H'0000000B   H'0000000C
                                   comp                 compare_string 
                   H'0000000C   -   H'0000011B   H'00000110
                                   expr                 expression 
                   H'0000011C   -   H'0000011F   H'00000004
                                   upshft               upshift_character

* TOTAL ADDRESS *  H'00000000   -   H'0000011F   H'00000120

図A.2　リンケージリスト"program1.map"の内容（リンケージマップリスト）

H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                       PAGE :     1
      ***  LINKAGE EDITOR EXTERNALLY DEFINED SYMBOLS LIST  ***

SYMBOL  NAME                         ADDR                 TYPE

cmndanl                              H'00000000           DAT
cmndprc                              H'00000000           DAT
cmndtbl                              H'000000C8           DAT
comp                                 H'00000000           DAT
expr                                 H'00000000           DAT
fltbl                                H'000003C8           DAT
header                               H'00000000           DAT
init                                 H'00000000           DAT
keybuf                               H'000001C8           DAT
main                                 H'00000000           DAT
mvdata                               H'00000000           DAT
prbuf                                H'000014C8           DAT
recbuf                               H'000013C8           DAT
stackarea                            H'00000000           DAT
term                                 H'00000000           DAT
upshft                               H'00000000           DAT

図A.2　リンケージリスト"program1.map"の内容（外部定義シンボルリスト）
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          H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                       PAGE :     1
            *** LINKAGE EDITOR UNRESOLVED EXTERNAL REFERENCE LIST ***

FILE NAME   : MAIN.OBJ

MODULE NAME : main                            
UNIT NAME   : main                            

               SYMBOL  NAME                              TYPE

               keyin                                     ***

FILE NAME   : CMNDPRC.OBJ 

MODULE NAME : command_process                 
UNIT NAME   : cmndprc                         

               SYMBOL  NAME                              TYPE

               commu                                     ***
               display                                   ***
               file                                      ***
               keyin                                     ***
               printer                                   ***

FILE NAME   : TERM.OBJ                                                       
                                                                              

MODULE NAME : terminate                       
UNIT NAME   : term                            

               SYMBOL  NAME                              TYPE

               file                                      ***

図A.2　リンケージリスト"program1.map"の内容（未定義シンボルリスト）

                H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3

LINK COMMAND LINE

LINK SUBCOMMANDS

;
; Second Linkage Process
;
input    PROGRAM1.REL   ; Input "PROGRAM1.REL"
input    KEYIN          ; Input "KEYIN.OBJ"
input    FILE           ; Input "FILE.OBJ"
input    PRINTER        ; Input "PRINTER.OBJ"
input    DISPLAY        ; Input "DISPLAY.OBJ"
input    COMMU          ; Input "COMMU.OBJ"
library  FUNCTION       ; Library "FUNCTION.REL"
                        ; Sequence of Sections
start    program1,program2,function,global,local,f_local,stack_area
output   EXAMPLE        ; Output "EXAMPLE.ABS"
print    EXAMPLE        ; Print "EXAMPLE.MAP"
exit

図A.3　リンケージリスト"example.map"の内容（入力情報）
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           H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                        PAGE :     1

                  ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST     ***

SECTION   NAME       START         -    END          LENGTH
                                                 UNIT NAME          MODULE NAME

ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR

program1             H'00000000    -    H'00000349   H'0000034A
                                                 main               PROGRAM1 
                     H'0000034A    -    H'00000467   H'0000011E
                                                 init               PROGRAM1 
                     H'00000468    -    H'0000055D   H'000000F6
                                                 cmndanl            PROGRAM1 
                     H'0000055E    -    H'000007E7   H'0000028A
                                                 cmndprc            PROGRAM1   
                     H'000007E8    -    H'0000091F   H'00000138
                                                 term               PROGRAM1 

* TOTAL ADDRESS *    H'00000000    -    H'0000091F   H'00000920

ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR

program2             H'00000920    -    H'00000B1F   H'00000200
                                                 keyin              input_keyboard 
                     H'00000B20    -    H'00000C47   H'00000128
                                                 file               file_io  
                     H'00000C48    -    H'00000D49   H'00000102
                                                 printer            output_printer
                     H'00000D4A    -    H'00000E61   H'00000118
                                                 display            display_console 
                     H'00000E62    -    H'00001127   H'000002C6
                                                 commu              communication 

* TOTAL ADDRESS *    H'00000920    -    H'00001127   H'00000808

ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR

function             H'00001128    -    H'00001143   H'0000001C
                                                 comp               PROGRAM1
                     H'00001144    -    H'00001237   H'000000F4
                                                 expr               PROGRAM1 
                     H'00001238    -    H'0000128B   H'00000054
                                                 mvdata             PROGRAM1
                     H'0000128C    -    H'000012BB   H'00000030
                                                 upshft             PROGRAM1  
                     H'000012BC    -    H'00001343   H'00000088
                                                 lmargin            left_margin
                     H'00001344    -    H'00001373   H'00000030
                                                 number             numbering_items 
                     H'00001374    -    H'000013F3   H'00000080
                                                 rmargin            right_margin

図A.3　リンケージリスト"example.map"の内容（リンケージマップリスト）
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           H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                        PAGE :     2

                  ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST     ***

SECTION   NAME       START         -    END          LENGTH
                                                 UNIT NAME        MODULE NAME

ATTRIBUTE  :   CODE  NOSHR

function             H'000013F4    -    H'0000140B   H'00000018
                                                 sum              sum_items
                     H'0000140C    -    H'000014C7   H'000000BC
                                                 zerosprs         zero_suppres
                     H'000014C8    -    H'00001533   H'0000006C
                                                 ascbin           ascii_to_binary
                     H'00001534    -    H'00001573   H'00000040
                                                 binasc           binary_to_ascii
                     H'00001574    -    H'0000163F   H'000000CC
                                                 cnvbcd           convert_to_bcd 
                     H'00001640    -    H'00001647   H'00000008
                                                 dos              interface_of_dos 
                     H'00001648    -    H'00001657   H'00000010
                                                 portio           interface_of_port

* TOTAL ADDRESS *    H'00001128    -    H'00001657   H'00000530

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR

global               H'00001658    -    H'00002C27   H'000015D0
                                                 table            PROGRAM1 

* TOTAL ADDRESS *    H'00001658    -    H'00002C27   H'000015D0

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR

local                H'00002C28    -    H'00004A47   H'00001E20
                                                 main             PROGRAM1
                     H'00004A48    -    H'00004A67   H'00000020
                                                 init             PROGRAM1
                     H'00004A68    -    H'000068A7   H'00001E40
                                                 cmndanl          PROGRAM1 
                     H'000068A8    -    H'00024EE7   H'0001E640
                                                 cmndprc          PROGRAM1
                     H'00024EE8    -    H'00024F07   H'00000020
                                                 term             PROGRAM1
                     H'00024F08    -    H'00025127   H'00000220
                                                 keyin            input_keyboard
                     H'00025128    -    H'00025307   H'000001E0
                                                 file             file_io
                     H'00025308    -    H'0002544B   H'00000144
                                                 printer          output_printer
                     H'0002544C    -    H'0002554F   H'00000104
                                                 display          display_console 

図A.3　リンケージリスト"example.map"の内容（リンケージマップリスト）
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           H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                        PAGE :     3

                  ***     LINKAGE EDITOR LINK MAP LIST     ***

SECTION   NAME       START         -    END          LENGTH
                                                 UNIT NAME        MODULE NAME

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR

local                H'00025550    -    H'00025713   H'000001C4
                                                 commu            communication

* TOTAL ADDRESS *    H'00002C28    -    H'00025713   H'00022AEC

ATTRIBUTE  :   DATA  NOSHR

f_local              H'00025714    -    H'0002571F   H'0000000C
                                                 comp             PROGRAM1
                     H'00025720    -    H'0002582F   H'00000110
                                                 expr             PROGRAM1
                     H'00025830    -    H'00025833   H'00000004
                                                 upshft           PROGRAM1
                     H'00025834    -    H'00025843   H'00000010
                                                 lmargin          left_margin
                     H'00025844    -    H'00025847   H'00000004
                                                 number           numbering_items
                     H'00025848    -    H'00025857   H'00000010
                                                 rmargin          right_margin
                     H'00025858    -    H'0002587B   H'00000024
                                                 zerosprs         zero_suppress
                     H'0002587C    -    H'00025883   H'00000008
                                                 ascbin           ascii_to_binary
                     H'00025884    -    H'00025887   H'00000004
                                                 binasc           binary_to_ascii 
                     H'00025888    -    H'000258CF   H'00000048
                                                 cnvbcd           convert_to_bcd  

* TOTAL ADDRESS *    H'00025714    -    H'000258CF   H'000001BC

ATTRIBUTE  :   STACK NOSHR

stack_area           H'000258D0    -    H'002078CF   H'001E2000
                                                 table            PROGRAM1

* TOTAL ADDRESS *    H'000258D0    -    H'002078CF   H'001E2000

図A.3　リンケージリスト"example.map"の内容（リンケージマップリスト）
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           H SERIES LINKAGE EDITOR Ver. 5.3                        PAGE :     1

           ***  LINKAGE EDITOR EXTERNALLY DEFINED SYMBOLS LIST  ***

SYMBOL  NAME                         ADDR                 TYPE

ascbin                               H'000014C8           DAT
binasc                               H'00001534           DAT
cmndanl                              H'00000468           DAT
cmndprc                              H'0000055E           DAT
cmndtbl                              H'00001720           DAT
cnvbcd                               H'00001574           DAT
commu                                H'00000E62           DAT
comp                                 H'00001128           DAT
display                              H'00000D4A           DAT
dos                                  H'00001640           DAT
expr                                 H'00001144           DAT
file                                 H'00000B20           DAT
fltbl                                H'00001A20           DAT
header                               H'00001658           DAT
init                                 H'0000034A           DAT
keybuf                               H'00001820           DAT
keyin                                H'00000920           DAT
lmargin                              H'000012BC           DAT
main                                 H'00000000           DAT
mvdata                               H'00001238           DAT
number                               H'00001344           DAT
portio                               H'00001648           DAT
prbuf                                H'00002B20           DAT
printer                              H'00000C48           DAT
recbuf                               H'00002A20           DAT
rmargin                              H'00001374           DAT
stack_area                           H'000258D0           DAT
sum                                  H'000013F4           DAT
term                                 H'000007E8           DAT
upshft                               H'0000128C           DAT
zerosprs                             H'0000140C           DAT

図A.3　リンケージリスト"example.map"の内容（外部定義シンボルリスト）
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付録 B.　ファイル名の構成
ファイル名は以下に示す構成となります。

パス名 主ファイル名 ファイル形式

（1） （2） （3）

（1）パス名

ファイルが存在するディレクトリのパス名を MS-DOS 版では円記号（¥）で、UNIX

版ではスラッシュ（/）で区切って指定します。省略された場合は、現在使用している

ディレクトリとみなされます。

（2）主ファイル名

ファイルの名前を指定します。

（3）ファイル形式

ファイルの種類を表す名前です。主ファイル名との間はピリオド（.）で区切ります。

　（例1）  ¥user ¥tool¥ prog .typ   （MS-DOS版）

ファイル形式
主ファイル名
パス名

（例2）  /user /tool/ prog .typ 　（UNIX版）

ファイル形式
主ファイル名
パス名

本リンケージエディタでは、ファイル名に関する一般規則は OS（オペレーティング シ

ステム）に準じています。

【注】 入力ファイル名と 出力ファイル名に同 じファイル名を指定 すると入力ファイル 名

の内容が壊れます。入出力ファイル名が重複しないようにご注意ください。
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通常プログラムを開発する場合、ソースプログラムを機能単位などによりモジュール分

割し、モジュールごとにコンパイル、アセンブルを行います。そして、コンパイル、アセ

ンブルした結果をリンケージエディタによって 1つに結合し、目的とするプログラムを作

成します。

H シリーズ　ライブラリアン（以降ライブラリアンと略します）は、C コンパイラ、ア

センブラが出力した複数のオブジェクトモジュール、またはリンケージエディタが出力し

た複数のリロケータブルロードモジュールをまとめて、ライブラリファイルを作成します。

ライブラリアンを使用すると次のような利点があります。

（1）モジュールの管理が容易

プログラムを構成する複数のオブジェクトモジュール、またはリロケータブルロ ー

ドモジュール（以降モジュールと略します）を、そのプログラム専用のライブラリ フ

ァイルに登録することにより、一括して管理することができます。また、汎用ライ ブ

ラリファイルを作成し、汎用性のあるモジュールをまとめて登録しておけば、他の プ

ログラムへの流用が容易に行えます。

ライブラリファイルは、モジュール単位で追加、削除、置換などの編集を行うこ と

ができ、各モジュールを最新の状態で保管することができます。

（2）リンケージ処理の効率向上

リンケージエディタには、ライブラリファイルを検出し、未解決の外部参照シン ボ

ルを定義しているモジュールを取り出し、結合する機能があります。このため、ラ イ

ブラリファイルを使用することにより、リンケージ処理を効率良く行うことができ ま

す。
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2.1　ライブラリファイルの作成
ライブラリファイルを新しく作成し、Cコンパイラ、アセンブラが出力したオブジェク

トモジュー ルまたはリ ンケージエ ディタが 出力したリ ロケータブ ルロードモ ジュール を

登録することができます。

ライブラリファイルの作成例を図 2.1に示します。

モジュールA モジュールA

モジュールB

モジュールC

モジュールB

モジュールC

登録モジュール 新規ライブラリファイル

作　成

図 2.1　ライブラリファイルの作成例
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2.2　既存ライブラリファイルの編集
すでに作成されている既存ライブラリファイルに対して、モジュールの追加、削除、お

よび置換を行うことができます。

（1）モジュールの追加

既存ライブラリファイルにモジュールを追加することができます。

モジュールA

モジュールB

モジュールC

モジュールD

既存ライブラリファイル

モジュールA

モジュールB

モジュールC

モジュールD

編集後のライブラリファイル

更　新

追　加

図 2.2　モジュールの追加

（2）モジュールの削除

既存ライブラリファイルから不要なモジュールを削除することができます。

モジュールA

モジュールB

モジュールD

編集後のライブラリファイル

モジュールA

モジュールB

モジュールD

既存ライブラリファイル

更　新

削除 モジュールC

図 2.3　モジュールの削除
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（3）モジュールの置換

既存ライブラリファイル内のモジュールを新しいモジュールと置き換えることが で

きます。

モジュールA

モジュールB'

モジュールD

編集後のライブラリファイル

モジュールA

モジュールB

モジュールD

既存ライブラリファイル

更　新

モジュールB'

置　換

図 2.4　モジュールの置換
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2.3　ライブラリファイル内のモジュール抽出
既存ライブラリファイルからモジュールを抽出し、別に新しいライブラリファイルを作

ることができます。

モジュールA

モジュールB抽出

モジュールC

既存ライブラリファイル

モジュールB

モジュールC

新規ライブラリファイル

抽　出

図 2.5　モジュールの抽出
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2.4　ライブラリファイルの内容表示
ライブラリ ファイルの モジュー ル情報およ び外部定義 シンボル 情報などを ライブラ リ

アンリストとして、標準出力またはリストファイルへ出力します。ライブラリアンリスト

により、ライブラリファイルの作成／更新日付、モジュールの登録日付、および各モジュ

ールで定義されている外部定義シンボル名などを知ることができます。

表示内容の詳細については、「6.2　ライブラリアンリスト」を参照してください。



3.　ライブラリアンの実行

第３章　目次

3.1 コマンドラインのフォーマット ................................................................................................169

3.2 コマンドライン指定による実行 ................................................................................................170

3.3 サブコマンド指定による実行 ...................................................................................................171

3.3.1 会話形式による実行................................................................................171

3.3.2 サブコマンドファイルによる実行............................................................172

3.4 ライブラリアンの終了 .............................................................................................................173



3.　ライブラリアンの実行

166



3.　ライブラリアンの実行

167

ライブラリアンを実行するために、まずライブラリアンを起動するコマンドラインを指

定します。コマンドラインには、編集するライブラリファイル名やライブラリアンに様々

な指示を与えるオプションを指定します。このコマンドラインの指定だけでも十分ライブ

ラリアンは実行できますが、ライブラリアンに対して多様な指示を与えたい場合のために、

さらにサブコマンドによる実行もできます。

（1）コマンドライン指定による実行

コマンドラインでのライブラリファイルとオプションの指定だけでライブラリア ン

を実行する方法です。ライブラリ編集処理の手順が比較的単純な場合に利用します。

（2）サブコマンド指定による実行

コマンドラインだけでなく、サブコマンドで入出力ファイルやライブラリアンに 対

する実行制御を指定することにより、ライブラリアンを実行する方法です。指定す る

ファイルやモジュールの数が多かったり、複数のライブラリファイルの編集をまと め

て行う場合に利用します。サブコマンドによる実行には、会話形式とサブコマンド フ

ァイルによる 2つの方法があります。詳細は「3.3　サブコマンド指定による実行」を

参照してください。

なお、コマンドラインおよびサブコマンドで指定するファイル名は以下に示す構 成

となります。

パス名 主ファイル名 ファイル形式

(a) (b) (c)

（a）パス名

ファイ ルが 存在す るデ ィレ クトリ のパ ス名 を、オ ペレ ーテ ィング シス テム が

UNIXの場合はスラッシュ（／）、MS-DOSの場合は円マーク（￥）で区切って指

定します。省略された場合は、現在使用しているディレクトリとします。

（b）主ファイル名

ファイルの名前を指定します。

（c）ファイル形式

ファイルの種類を表す名前です。主ファイル名との間はピリオド（.）で区切 り

ます。省略された場合、暗黙のファイル形式を仮定します。

本ライブラリアンでは、ファイル名に関する一般規則はオペレーティングシステムに準

じています。

【注】 オペレーティングシステムがUNIXの場合コマンドラインについては、オペレーテ

ィングシステムのシ ェル（コマンドイン タプリタ）により、 本ライブラリアン に

制御が渡る前にチェ ックが行われます。 したがって、オペレ ーティングシステ ム

がコマンドラインで指定可能としている文字についてご確認ください。
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（例）UNIXの場合

／usr／tool／prog. typ

ファイル形式

主ファイル名

パス名

（例）MS-DOSの場合

￥usr￥tool￥prog. typ

ファイル形式

主ファイル名

パス名



3.　ライブラリアンの実行

169

3.1　コマンドラインのフォーマット
ライブラリアンのコマンドラインのフォーマットは、次のとおりです。

lbr[△[<ライブラリファイル名>]

[[△]-<オプション名>[[△]-<オプション名>･･･]]] (RET)

（1）起動コマンド

ライブラリアンの起動コマンドとして"lbr"を入力します。

（2）ライブラリファイル名

コマンドライン指定で既存ライブラリファイルの編集またはモジュールの抽出を 行

う場合、対象となるライブラリファイル名を指定します。

（3）オプション名

オプション名は、先頭にハイフン（｜）を付けて指定してください。また、オプ シ

ョン名とライブラリファイル名またはオプション名同士は、連続して指定しても､1つ

以上のスペースまたはタブで区切っても構いません。オプション名の詳細については、

「4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド」を参照してください。ライブラリ

アンはオプションの指定順にライブラリファイルの編集を行います。

（4）実行形式の指定

コマンドラインの指定内容により、ライブラリファイルをコマンドライン指定の み

実行するか、サブコマンド指定によって実行するかを決定します。表 3.1 にコマンド

ラインの指定方法を示します。

表 3.1　コマンドラインの指定方法

ｵﾌﾟｼｮﾝの指定 オプション指定なし SUBCOMMAND*1

オプションを指定
CREATE*1

オプションを指定
SUBCOMMAND,
CREATEオプショ
ン以外を指定

ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ
名の指定

ライブラリファイル名
指 定 あ り

ライブラリファイル名
指 定 な し

サ ブ コ マ ン ド
指 定 に よ る 実 行

サ ブ コ マ ン ド
指 定 に よ る 実 行

コ マ ン ド ラ イ ン
指 定 に よ る 実 行

コ マ ン ド ラ イ ン
指 定 に よ る 実 行

*2

【注】 *1 SUBCOMMAND および CREATE オプションについては、「4.ライブラリアン

のオプション／サブコマンド」を参照してください。

*2 斜線部のオプションとライブラリファイル名指定の組み合わせは、ライブラリ

アンでは認められない指定形式です。この場合エラーとなり、ライブラリアン

は実行されません。
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3.2　コマンドライン指定による実行
コマンドラインに指定された情報だけでライブラリアンを実行する方法です。ライブラ

リアンへの編集処理手順等の指示はオプションで指定します。編集処理が単純な場合は、

このコマンドラインの指定だけでライブラリの作成、更新が行えます。以下に、コマンド

ラインによる実行の例を示します。

（例 1）

lbr △ -CREATE=syslib.lib-ADD=obj00.obj,prg.lib   (RET)

(1) (2)

（1）ライブラリファイル"syslib.lib"を新規作成します。

（2）"syslib.lib"に、オブジェクトモジュールファイル"obj00.obj"内のモジュールとライ

ブラリファイル"prg.lib"に含まれるすべてのモジュールを登録します。

CREATEオプションを指定しても、モジュールの登録（ADDオプションの指定）

を行わないとライブラリファイルは作成しません。

（例 2）

lbr △ syslib.lib-ADD=obj00.obj-DELETE=modl   (RET)

(2) (3)(1)

（1）ライブラリファイル"syslib.lib"を編集対象とします。

（2）"syslib.lib"にオブジェクトモジュールファイル"obj00.obj"内のモジュールを追加し

ます。

（3）"syslib.lib"にすでに登録されているモジュール"mod1"を削除します。
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3.3　サブコマンド指定による実行
コマンドラインの指定だけでは、入力できる文字数に制限があるため、指定するファイ

ルやモジュールが多い場合に、指定しきれないことがあります。このような場合に、サブ

コマンド指定による実行を利用します。サブコマンド指定による実行には、サブコマンド

を 1つずつ標準入力から入力していく会話形式による方法と、あらかじめサブコマンド群

をサブコマンドファイルとして作成しておき、このサブコマンドファイルから入力してい

くサブコマンドファイルによる方法があります。

3.3.1　会話形式による実行
コマンドラインでライブラリファイルの指定がなく、オプションの指定もない場合に会

話形式の実行になります。会話形式で実行すると､サブコマンド入力待ちのプロンプト

"："を表示するので、ライブラリアンの処理に必要なサブコマンドを入力します。入力す

るサブコマンドの数が比較的少ない場合や、ライブラリアンリストを参照しながらサブコ

マンドを入力する場合に利用します。

以下に、会話形式による実行の例を示します。例中のサブコマンドの詳細機能について

は、「4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド」を参照してください。

（例）

  lbr（RET） …（1）

: CREATE △ prg.lib（RET） …（2）

: ADD △ main.obj（RET） …（3）

: ADD △ send.obj,receive.obj,exchange.obj（RET） …（4）

: ADD △ account.obj（RET） …（5）

: LIST △（S）（RET） …（6）

: EXIT（RET） …（7）

（1）ライブラリアンを会話形式で起動します。

（2）ライブラリファイル"prg.lib"を新規作成します。

（3）"main.obj"内のモジュールを"prg.lib"に登録します。

（4）"send.obj"、"receive.obj" 、および"exchange.obj"内 のモジュール を"prg.lib"に登録 し

ます。

（5）"account.obj"内のモジュールを"prg.lib"に登録します。

（6）シンボル情報を含むライブラリアンリストを標準出力へ出力します。

（7）ライブラリアン処理を終了します。
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3.3.2　サブコマンドファイルによる実行
あらかじめ ライブラリ アンの処 理に必要な サブコマン ドをサブ コマンドフ ァイルに 作

成しておきコマンドラインで SUBCOMMAND オプションのパラメータとしてこのサブコ

マンドファイルを指定することにより実行する方法です。この方法を利用することで、入

力するサブコマンドの数が多い場合や、同じ編集処理を繰り返す場合に、そのたびに標準

入力から入力する手間を省くことができます。サブコマンドファイルは、エディタを利用

して作成します。以下に、サブコマンドファイルによる実行の例を示します。例中のサブ

コマンドの詳細機能については、「4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド」を

参照してください。

CREATE △ function.lib
ADD △ sin.obj,cos.obj,tan.obj
ADD △ asin.obj,acos.obj,atan.obj
ADD △ hsin.obj,hcos.obj,htan.obj
ADD △ log.obj,log10.obj
EXIT

（例）
lbr △ -SUBCOMMAND=prglib.sub   (RET) （1）

サブコマンドファイル"prglib.sub"の内容

（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）

（1）ライブラリアンを起動し、サブ コマンドファイル"prglib.sub"からサブコマンド を

入力します。

（2）ライブラリファイル"function.lib"を新規作成します。

（3）オブジェクトモジュールフ ァイル"sin.obj"、"cos.obj"、および"tan.obj"内のモジ ュ

ールを"function.lib"に登録します。

（4）オブジェクトモジュールファイル"asin.obj"、"acos.obj"、および"atan.obj"内のモジ

ュールを"function.lib"に登録します。

（5）オブジェクトモジュールファイル"hsin.obj"、"hcos.obj"、および"htan.obj"内のモジ

ュールを"function.lib"に登録します。

（6 ）オ ブジ ェク ト モジ ュー ルフ ァ イル "log.obj"お よび "log10.obj" 内の モジ ュー ル を

"function.lib"に登録します。

（7）ライブラリアン処理を終了します。
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3.4　ライブラリアンの終了
ライブラリアンが終了するとき、エラーのレベルをリターンコードとしてシステムに返

します。リターンコードを返すことにより、コマンドファイルの実行を制御することがで

きます。

リターンコードはエラーのレベルにより以下の値となります。

オペレーティングシステム UNIX MS-DOS

正常終了 0 0

ウォーニング発生 0 0

エラー発生 1 2

フェイタルエラー（致命的なエラー）発生 1 4



4.　ライブラリアンのオプシ
ョン／サブコマンド

第４章　目次

4.1 オプション／サブコマンドのフォーマット ............................................................................... 178

4.2 オプション／サブコマンドの種類 ............................................................................................ 181

4.3 ファイル制御 .......................................................................................................................... 185

4.3.1 LIBRARY　－　編集対象のライブラリファイルの指定 ............................ 185

4.3.2 OUTPUT　－　出力ライブラリファイルの指定........................................ 186

4.3.3 DIRECTORY　－　ディレクトリ名の置き換えの指定 .............................. 188

4.4 実行制御 ................................................................................................................................. 189

4.4.1 SUBCOMMAND　－　サブコマンドファイルの指定 ................................ 189

4.4.2 CREATE　－　ライブラリファイルの生成 .............................................. 190

4.4.3 ADD　－　モジュールの登録／追加........................................................ 192

4.4.4 REPLACE　－　モジュールの置換.......................................................... 195

4.4.5 DELETE　－　モジュールの削除 ............................................................ 198

4.4.6 EXTRACT　－　モジュールの抽出 ......................................................... 199

4.4.7 RENAME　－　セクション名の変更 ....................................................... 200

4.4.8 END　－　サブコマンド入力の終了指定 ................................................. 201

4.4.9 EXIT　－　ライブラリアンの終了指定 .................................................... 202

4.4.10 ABORT　－　ライブラリアンの強制終了指定.......................................... 203

4.5 内容表示 ................................................................................................................................. 204

4.5.1 LIST　－　ライブラリファイルの内容表示.............................................. 204

4.5.2 SLIST　－　ライブラリファイルのセクション内容の表示........................ 206



4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド

176



4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド

177

オプションおよびサブコマンドは、ライブラリアンに対して編集操作の指示を与えるた

めのものです。オプションおよびサブコマンドの機能は、ファイル制御、実行命令、内容

表示の 3種類に大別されますが、これらの機能を単独あるいは組み合わせで利用すること

によって、ライブラリファイルの作成、編集ができます。

オプションとサブコマンドは同一名称でかつ同等の機能を持っていますが、指定時のフ

ォーマットは異なっています。また、オプションでしか指定できないものやサブコマンド

でしか指定できないものがありますので、 「4.1　オプション／サブコマンドのフォー マ

ット」および「4.2　オプション／サブコマ ンドの種類」をお読みください。以下に、 オ

プション／サブコマンドの機能概要を説明します。

（1）ファイル制御機能

ファイル制御機能は、編集対象となるライブラリファイル名、および抽出したモジ

ュールを出力するライブラリファイル名を指示する機能です。

（2）実行制御機能

実行制御は、ライブラリアンに対して編集操作または処理の終了を指示する機能で

す。サブコマンドをサブコマンドファイルから入力したり、新規ライブラリファイル

の作成、ライブラリファイルの更新などを行う場合に利用します。

（3）内容表示

内容表示機能は、ライブラリファイルに登録されているモジュール名、外部定義シ

ンボル名等の情報を表示する場合に利用します。



4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド

178

4.1　オプション／サブコマンドのフォーマット

（1）オプション／サブコマンドの構成

（a）名称部

名称部には、オプション名 またはサブコマンド名を 指定します。各名称につ い

ては、「4.2　オプション／サブコマンドの種類」を参照してください。

（b）パラメータ部

パラメータ部には、オプシ ョンまたはサブコマンド の操作対象となるファイ ル

名＊1、モジュール名＊2 等 を指定します。オプション またはサブコマンドの種類 に

よって必要なものと不要なもの、指定方法が異なるものがありますので、「4.3　フ

ァイル制御」から「4.5　内容表示」の各節を参照してください。

名称部とパラメータ部の区切り記号は、オプションとサブコマンドで異なります。

オプションの場合はイコール（＝）で区切り、サブコマンドの場合は 1 つ以上のスペ

ースまたはタブで区切ります。

オプションのフォーマット

〈名称部〉＝〈パラメータ部〉

サブコマンドのフォーマット

〈名称部〉△〈パラメータ部〉

（例）

-OUTPUT=lbf ････････････ オプションの場合

OUTPUT△lbf ････････････ サブコマンドの場合

この例では、"OUTPUT"が名称部で"lbf"がパラメータ部です。

【注】 *1 ファイル名はパス名、主ファイル名およびファイル形式の 3つの部分からなり

ます。ファイル形式を省略した場合、各ファイルに対して次のようなファイル

形式を仮定して処理します。

ライブラリファイル                                                      " .lib "
オブジェクトモジュールファイル
リロケータブルロードモジュールファイル
サブコマンドファイル                                                  " .sub "
リストファイル                                                             " .lst "

..................................................

.........................................................
   ...........................................

............   " .obj "

*2 モジュール名は、オブジェクトモジュールまたはリロケータブルロードモジュ

ールの中で定義されているモジュールの名前です。

モジュール名は大文字と小文字を区別して扱います。例えば、次のようなモジ

ュール名は異なる名前として処理します。
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（例） modul1 ←→ MODUL1

abcde ←→ Abcde

（2）サブコマンドの継続指定

サブコマンドを 1行に指定しきれないような場合（500文字／行までですが、OSに

依存する場合があります）は、継続指定を利用します。継続指定は行の最後にアンパ

サンド（＆）を指定することにより示しますが、必ず各パラメータの区切りで指定し

なければいけません。パラメータの途中で指定した場合は、継続指定とみなしません。

また、アンパサンドの後ろに文字（スペース、タブも含みます）を指定した場合は、

エラーとなり、継続指定にはなりません。なお、継続指定に対する会話形式での入力

待ちのプロンプトは"－"になります。

（例）

:ADD △ obj00.lib（mod0,mod1）,&(RET)

-obj01,obj02（RET）
:ADD △ obj00.lib（mod0,mod1）,ob&(RET)

継続指定を示します。

パラメータの途中で継続指定している
ためエラーとなります。

サブコマンドファイルの中 でサブコマンド行を継続 する場合も同様です。継 続

指定をした行の次の行が継続行となります。

（例）

DELETE△SUB1,SUB2,&（RET）
sub3（RET）

継続指定
継続行

サブコマンドファイル

（3）サブコマンドのコメント指定

サブコマンドファイル中に注釈等をいれたい場合は、コメント指定を利用します。

サブコマンド行中にセミコロン（；）を指定することにより、それ以降をコメントと

して扱うことができます。

ただし、サブコマンドの名称部またはパラメータ部とセミコロンとの間には、1  つ

以上のスペースまたはタブが必要です。

また、サブコマンド行の先頭にセミコロンを指定することにより、その行全体をコ

メントとして扱うことができます。
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（例）

;EXAMPLE OF LIBRARIAN SUBCOMMAND

…　行全体がコメントです。

LIBRARY△syslib△;INDICATES LIBRARY FILE

…　"INDICATES LIBRARY FILE"がコメントです。

ADD△module.obj;abc

…　"module.obj;abc"が 1つのパラメータになり、"abc"はコメントとし

て扱いません。
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4.2　オプション／サブコマンドの種類
10 種類のオプションと 15 種類のサブコマンドがあります。表 4.1 にオプション／サブ

コマンド一覧を示します。

表 4.1　オプション／サブコマンド一覧表

項番 分類 ｵﾌﾟｼｮﾝ/ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ名＊1 機能 ｵﾌﾟｼｮﾝ＊2 ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 節番号

1 ﾌｧｲﾙ

制御

LIBRARY 編集対象のライブラリファイル

の指定

× ○ 4.3.1

OUTPUT 出力ライブラリファイルの指定 ○ ○ 4.3.2

DIRECTORY ディレクトリ名の置き換えの指

定

× ○ 4.3.3

2 実行

制御

SUBCOMMAND サブコマンドファイルの指定 ○ ○ 4.4.1

CREATE ライブラリファイルの生成 ○ ○ 4.4.2

ADD モジュールの登録／追加 ○ ○ 4.4.3

REPLACE モジュールの置換 ○ ○ 4.4.4

DELETE モジュールの削除 ○ ○ 4.4.5

EXTRACT モジュールの抽出 ○ ○ 4.4.6

RENAME セクション名の変更 ○ ○ 4.4.7

END サブコマンドの入力の終了指定 × ○ 4.4.8

EXIT ライブラリアンの終了指定 × ○ 4.4.9

ABORT ライブラリアンの強制終了指定 × ○ 4.4.10

3 内容

表示

LIST ライブラリファイルの内容表示 ○ ○ 4.5.1

SLIST ライブラリファイルのセクショ

ン内容表示

○ ○ 4.5.2

【注】 *1 アンダーラインの部分は最も短い短縮形を示します。

*2 ○印は使用できることを、×印は使用できないことを示します。
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（1）　名称部の短縮指定

オプションおよびサブコマンドの名称部は、その名称であることが識別できる部分

まで短縮して指定することができます。例として"EXTRACT"の短縮指定を示します。

E ･･･････････････EXITおよび ENDと区別できないため、エラーとなります。

EX ･･････････････EXITと区別できないため、エラーとなります。

EXT･････････････EXTRACTと識別します。

EXTRA ･･････････EXTRACTと識別します。

EXTRACT ･･･････EXTRACTと識別します。

EXTRACTS ･･････EXTRACTSはないため、エラーとなります。

（2）　オプション／サブコマンドの相互関係

すでに指定されているオプション／サブコマンドに対し、競合する機能をもつオプ

ション／サブコマンドを後から指定することはできません。

表 4.2に各オプション／サブコマンド間の相互関係を示します。

表 4.2　オプション／サブコマンドの相互関係

後続指定の�
ｵﾌﾟｼｮﾝ／�
ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ�

S�
U�
B�
C�
O�
M�
M�
A�
N�
D

L�
I�
B�
R�
A�
R�
Y

C�
R�
E�
A�
T�
E

A�
D�
D

R�
E�
P�
L�
A�
C�
E

D�
E�
L�
E�
T�
E

E�
X�
T�
R�
A�
C�
T

R�
E�
N�
A�
M�
E

O�
U�
T�
P�
U�
T

D�
I�
R�
E�
C�
T�
O�
R�
Y

L�
I�
S�
T

S�
L�
I�
S�
T

E�
N�
D

E�
X�
I�
T

A�
B�
O�
R�
T

SUBCOMMAND

LIBRARY

CREATE

ADD

REPLACE

DELETE

EXTRACT

RENAME

OUTPUT

DIRECTORY

LIST

SLIST

END

EXIT 

ABORT

×　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　×　×　×　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　×　○　×　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　×　×　×　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　×　×　×　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　×　×　×　○　×　○　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　×　○　×　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　×　×　×　○　×　×　○　○　○　○　○　○�

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○�

○　×　×　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○�

○　○　○　×　×　×　×　×　×　○　×　×　×　×　○�

×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　○�

×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×　×�

○：�
×：�

後続指定可�
指定済みのオプション／サブコマンドと�
競合するため指定不可�

�

指定�
済みの�
ｵﾌﾟｼｮﾝ／�
ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ�

�
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（例）

　lbr (RET)
 : LIBRARY △ funclib.lib (RET)
 : CREATE △ newlib.lib (RET) LIBRARYサブコマンドの後にCREATEサブコマ

ンドは指定できません。エラーとなり、
CREATEサブコマンドを無視します。

 : END (RET)
 : LIST (RET) 
 : EXIT (RET) 

ENDサブコマンドの後にLISTサブコマンドは指
定できません。エラーとなります。
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オプション／サブコマンドの説明に使用する表の内容を以下に示します。

（1）ﾌｫｰﾏｯﾄ

（2）機　能

（3）説　明

（4）指定例

名　　　称

パラメータ

 オプション サブコマンド

←オプション／サブコマンドの指定
　例です。

←オプション／サブコマンドの詳細
　な機能や制限事項です。

←オプション／サブコマンドの機能
　概要です。

←オプション／サブコマンドの名称
　およびパラメータの指定形式です。
　名称の下線部は最も短い短縮指定
　を示します。
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4.3　ファイル制御

4.3.1　LIBRARY　－　編集対象のライブラリファイルの指定

（1）フォーマット

＜ライブラリファイル名＞ 

名　　　称
オプション サブコマンド

LIBRARY
あ　　りな　　し

パラメータ

（2）機　能
編集対象の既存ライブラリファイルを指定します。

（3）説　明

（1）既存ライブラリファイルを更新する場合、または既存ライブラリファイルからモジュ

ールを抽出する場合に編集操作の先頭で指定します。

（2）本ライブラリアンで作成したライブラリファイル以外のファイルを指定することはで

きません。

（3）ライブラリファイル名にファイル形式の指定がない場合、".lib"というファイル形式を

仮定して処理します。

（4）新規ライブラリファイルの生成を指定する CREATE サブコマンドと一緒に使用する

ことはできません。

（5）既存ライブラリファイルを編集した結果、モジュール登録数がゼロになった場合には

ライブラリファイルの更新は行いません。

（6）変更後のライブラリファイルのアクセス権は、更新前の状態を保持せずに新規にファ

イルを作成したときと同じ状態になっていますのでご注意ください。

（4）指定例
LIBRARY △ syslib

ライブラリファイル"syslib.lib"を編集対象とします。



4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド

186

4.3.2　OUTPUT　－　出力ライブラリファイルの指定

（1）フォーマット

ｵﾌﾟｼｮﾝ

名　　　称
オプション サブコマンド

OUTPUT
あ　　りあ　　り

パラメータ

＜ライブラリファイル名＞ UNIX 

MS-DOS
                                                  （S）
＜ライブラリファイル名＞
                                                  （U） 

                                                  （S）
＜ライブラリファイル名＞
                                                  （U） 

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

（2）機　能
抽出したモジュールを出力するライブラリファイルを指定します。

（3）説　明

（1）既存ライブラリファイルからモジュールを抽出する場合、必ず OUTPUT オプション

／サブコマンドを指定してください。

（2）ライブラリファイルは新規のファイルを指定してください。

ライブラリファイル名にファイル形式の指定がない場合は、".lib"というファイル形

式を仮定します。

（3）出力するライブラリファイルの属性を"（S）"または"（U）"で指定します。

省略した場合は"（U）"を仮定します。

（S）･･･ システムライブラリ

（U）･･･ ユーザライブラリ

この属性は、リンケージエディタによるライブラリファイルのサーチの優先順位を

決めるものです。ユーザライブラリの方が優先順位が高くなります。ただし、オペレ

ーティングシステムが UNIX の場合、オプションでの"（S）"と"（U）"の指定はでき

ません。

（4）OUTPUTは、モジュール抽出を指定する EXTRACTオプション／サブコマンド指定の

前後どちらで指定してもかまいません。
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（5）CREATE、ADD、DELETEおよびREPLACEオプション／サブコマンドと一緒に使用

することはできません。

（6）抽出モジュール数がゼロの場合、OUTPUTオプション／サブコマンドで指定したライ

ブラリファイルは生成しません。

（4）指定例
-OUTPUT=prog86

EXTRACTオプションで抽出したモジュールをユーザライブラリとして"prog86.lib"とい

うファイルに出力します。

OUTPUT △ clib.o（S）

EXTRACT サブコマン ドで抽出し たモジュー ルをシステ ムライブラ リとして"clib.o" と

いうファイルに出力します。
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4.3.3　DIRECTORY　－　ディレクトリ名の置き換えの指定

（1）フォーマット

＜シンボル名＞（＜ディレクトリ名＞）

名　　　称
オプション サブコマンド

 DIRECTORY
あ　　りな　　し

パラメータ

（2）機　能
ディレクトリ名をシンボル名に登録します。

本機能により、冗長なディレクトリ名を単純なシンボル名で指定することができます。

（3）説　明

（1）ディレクトリ名の登録

DIRECTORYサブコマンドでディレクトリ名をシンボル名に登録します。

DIRECTORY △ ＜シンボル名＞（＜ディレクトリ名＞）

（2）ディレクトリ名の参照

登録したディレクトリ名の参照は、シンボル名を$と/で囲みます（MS-DOS版は$と

¥）。シンボル名が未登録の場合は、置き換えを行いません。

$シンボル名/　－－－＞　ディレクトリ名/に置き換えます

（3）ディレクトリ名は、16個まで登録できます。

（4）指定例
DIRECTORY △ symbol(dir1/dir2)

ADD △ $symbol/file1.obj

ディレクトリ名 dir1/dir2をシンボル名 symbolとして登録します。

$symbol/を dir1/dir2/に置き換え、ファイル名を dir1/dir2/file1.objとします。
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4.4　実行制御

4.4.1　SUBCOMMAND　－　サブコマンドファイルの指定

（1）フォーマット

＜サブコマンドファイル名＞ 

名　　　称
オプション サブコマンド

SUBCOMMAND
あ　　りあ　　り

パラメータ

（2）機　能
指定したファイルからサブコマンドを入力します。

（3）説　明

（1）指定したサブコマンドファイルからサブコマンドを 1つずつ取り込み処理を行います。

（2）EXITサブコマンドの指定がない場合は、入力コマンド待ちとなります。

（3）サブコマンドファイル名にファイル 形式の指定がない場合、".sub"というファイル 形

式を仮定します。

（4）SUBCOMMANDと他のオプションと一緒に使用すると、SUBCOMMANDは指定位置

にかかわらず最後に実行されます。

（4）指定例
-SUBCOMMAND=makelib

サブコマンドファイル"makelib.sub"からサブコマンドを入力し、ライブラリアンを実

行します。
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4.4.2　CREATE　－　ライブラリファイルの生成

（1）フォーマット

ｵﾌﾟｼｮﾝ

名　　　称
オプション サブコマンド

 CREATE
あ　　りあ　　り

パラメータ

＜ライブラリファイル名＞ UNIX 

MS-DOS
                                                  （S）
＜ライブラリファイル名＞
                                                  （U） 

                                                  （S）
＜ライブラリファイル名＞
                                                  （U） 

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

（2）機　能
ライブラリファイルを新規に生成します。

（3）説　明

（1）ENDまたは EXITまでのオプション／サブコマンド群の先頭で指定します。

（2）ライブラリファイルは新規ファイルを指定してください。

ライブラリファイル名にファイル形式の指定がない場合は、".lib"というファイル形

式を仮定します。

（3）生成するライブラリファイルの属性を"（S）"または"（U）"で指定します。

省略した場合は"（U）"を仮定します。

（S）･･･ システムライブラリ

（U）･･･ ユーザライブラリ

この属性は、リンケージエディタによるライブラリファイルのサーチの優先順位を

決めるものです。ユーザライブラリの方が優先順位が高くなります。ただし、オペレ

ーティングシステムが UNIX の場合、オプションでの"（S）"と"（U）"の指定はでき

ません。

（4）LIBRARYサブコマンドと一緒に使用することはできません。

（5）登録モジュール数がゼロの場合、ライブラリファイルは生成しません。
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（4）指定例
-CREATE=userlib.lib

ユーザライブラリとして"userlib.lib"を新規作成します。

CREATE △ syslib（S）

システムライブラリとして"syslib.lib"を新規作成します。

CREATE △ datax

ユーザライブラリとして"datax.lib"を新規作成します。
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4.4.3　ADD　－　モジュールの登録／追加

（1）フォーマット

ｵﾌﾟｼｮﾝ

名　　　称
オプション サブコマンド

ADD
あ　　りあ　　り

パラメータ

<ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>
<ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>   [{ △ ¦ , }･･･]
<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> 

UNIX 

MS-
DOS

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ
<ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>
<ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>       　　　　　　  [{ △ ¦ , }･･･]
<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> [（<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>[{ △ ¦ , }･･･]）] 

<ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>
<ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>        　   　　       [{ △ ¦ , }･･･]
<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> [（<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>[{ △ ¦ , }･･･]）] 

（2）機　能
指定したファイル内のモジュールをライブラリファイルに登録または追加します。

（3）説　明

（1）新規ライブラリファイルにモジュールを登録する場合、または、既存ライブラリファ

イルにモジュールを追加する場合に指定します。

（2）ファイル名指定のみの 場合にファイル形式の指定が ないと、".obj"というファイル 形

式を仮定します。また、ファイル名のあとにモジュールを指定した場合、ライブラリ

ファイルとみなし、ファイル形式の指定がないと、".lib"というファイル形式を仮定し

ます。

（3）ライブラリファイル内の特定のモジュールを追加するときは、ライブラリファイル名

の後にモジュール名を指定します。

モジュール名は最大 10個まで指定できます。ただし、オペレーティングシステムが

UNIXの場合、オプションでの指定はできません。

（例）

ADD lbf(m1,m2,m3)

ライブラリファイル名
モジュール名
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（4）ライブラリファイル内のモジュール名を指定した場合、モジュールの追加は指定順序

で処理するのではなく、指定モジュール名を昇順にソートした順序で追加処理を行い

ます。

（例）ADD　lbf(e,a,d,c,b)

(5)(1)(4)(3)(2) … 追加処理順序

（5）ライブラリファイル内のモジュール名指定を省略すると、ライブラリファイル内の全

モジュールを追加します。

（例）

ADD lbf.lib

ライブラリファイル名

（6）追加するモジュールと同名のモジュールが編集中のライブラリファイルに存在する場

合、または追加するモジュール内で定義している外部定義シンボルと同名の外部定義

シンボルが編集中のライブラリファイルに存在する場合、ウォーニングメッセージを

表示し、このモジュールの追加処理を行いません。

（7）モジュール名はオブジェクトモジュールまたはリロケータブルロードモジュールの中

で定義されている名前です。

ライブラ リファ イルにど のよう なモジュ ールが 登録され ている か確認す るには 、

LISTオプション／サブコマンドを利用すると便利です。

（8）EXTRACT, OUTPUTオプション／サブコマンドと一緒に使用することはできません。

（9）下記のような場合にはエラーとなり、エラー発生以降の継続パラメータに対する処理

は行いません。

（a）指定ファイルが存在しない。

（b）ライブラリファイル中の指定モジュールが存在しない。

（c）指定ファイルの内容が正しくない。

（d）登録モジュール数が 32,767を越えた。

（e）メモリ容量不足で追加処理を行えない。

（f）入力ファイルの数が 256個を越えている。
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（4）指定例
-ADD=mod1,mod2,modx.o

オブジェクトモジュールファイル"mod1.obj"、"mod2.obj"および"modx.o"内のモジュー

ルを追加します。

ADD △ iofnc(keyin,crtout)

ライブラリファイル"iofnc.lib"内の 2つのモジュール"keyin"と"crtout"を追加します。

ADD △ syslib.lib

ライブラリファイル"syslib.lib"内の全モジュールを追加します。
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4.4.4　REPLACE　－　モジュールの置換

（1）フォーマット

ｵﾌﾟｼｮﾝ

名　　　称
オプション サブコマンド

REPLACE
あ　　りあ　　り

パラメータ

<ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>
<ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>   [{ △ ¦ , }･･]
<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> 

UNIX 

MS-
DOS

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ
<ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>
<ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>       　　　　　　  [{ △ ¦ , }･･･]
<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> [（<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>[{ △ ¦ , }･･･]）] 

<ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>
<ﾘﾛｹｰﾀﾌﾞﾙﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙﾌｧｲﾙ名>        　   　　　   [{ △ ¦ , }･･]
<ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ名> [（<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>[{ △ ¦ , }･･]）] 

（2）機　能
指定したフ ァイル内の モジュールと 編集中のラ イブラリファ イル内の同 名のモジュ ー

ルを置換します。

（3）説　明

（1）指定したファイル内のモジュールと同名のモジュールが編集中のライブラリファイル

に存在する場合は置換を行い、存在しない場合には指定モジュールを追加します。

（2）ファイル名指定のみの 場合にファイル形式の指定が ないと、".obj"というファイル 形

式を仮定します。また、ファイル名のあとにモジュール名を指定した場合、ライブラ

リファイルとみなし、ファイル形式の指定がないと、".lib"というファイル形式を仮定

します。

（3）ライブラリファイル内の特定のモジュールを置換するときは、ライブラリファイル名

の後にモジュール名を指定します。

モジュール名は最大 10個まで指定できます。ただし、オペレーティングシステムが

UNIXの場合、オプションでは指定できません。

（例）

REPLACE  lbf(m1,m2,m3)

ライブラリファイル名
モジュール名
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（4）ライブラリファイル内のモジュール名を指定した場合、モジュールの置換は指定順序

で処理するのではなく、指定モジュール名を昇順にソートした順序で置換処理を行い

ます。

（例） REPLACE　lbf(e,a,d,c,b)

(5)(1)(4)(3)(2) … 置換処理順序

（5）ライブラリファイル内のモジュール名指定を省略すると、ライブラリファイル内の全

モジュールと、編集中のライブラリファイル内のモジュールとの置換を行います。

（例）

REPLACE lbf.lib

ライブラリファイル名

（6）モジュール名はオブジェクトモジュールまたはリロケータブルロードモジュールの中

で定義されている名前です。ライブラリファイルにどの様なモジュールが登録されて

いるか確認するには、LISTオプション／サブコマンドを利用すると便利です。

（7）EXTRACT, OUTPUTオプション／サブコマンドと一緒に使用することはできません。

（8）下記のような場合にはエラー発生以降の継続パラメータに対する処理は行いません。

（a）指定ファイルが存在しない。

（b）ライブラリファイル中の指定モジュールが存在しない。

（c）指定ファイルの内容が正しくない。

（d）登録モジュール数が 32,767を越えた。

（e）メモリ容量不足で置換処理を行えない。

（f）入力ファイルの数が 256個を越えた。

（9） モジ ュー ルの 置換処 理は 、ラ イブ ラリフ ァイ ル内 の同 名のモ ジュ ール を削 除後 、

REPLACE で指定されたファイルからモジュールを入力し、ライブラリファイルに 登

録します。このため新しく登録しようとしたモジュールの中にライブラリファイル内

の他のモジュールで定義済みの外部定義シンボルを含む場合、旧モジュールの削除の

み行い、新しいモジュールの登録は行いませんのでご注意ください。
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（4）指定例
-REPLACE=userlib.lib

ライブラリファイル"userlib.lib"内の全モジュールと、編集中のライブラリファイル内

のモジュールとの置換を行います。

REPLACE △ loadx.rel,loady.rel

リロケータブルロードモジュール ファイル"loadx.rel"および"loady.rel"内のモジュー ル

と、編集中のライブラリファイル内の同名モジュールとの置換を行います。

REPLACE △ datax(member),omf

ライブラリファイ ル"datax.lib"内のモジュ ール"member"およびオブ ジェクトモジュ ー

ルファイル"omf.obj"内のモジュー ルと、編集中のライブラ リファイル内の同名モジ ュ

ールとの置換を行います。
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4.4.5　DELETE　－　モジュールの削除

（1）フォーマット

＜モジュール名＞  ［{ △ ¦ , }･･･］

名　　　称
オプション サブコマンド

 DELETE
あ　　りあ　　り

パラメータ

（2）機　能
指定したモジュールをライブラリファイルから削除します。

（3）説　明

（1）指定したモジュールがライブラリファイル中に存在しない場合にはエラーとなり、エ

ラー発生以降の継続パラメータに対する処理は行いません。

（2）モジュール名はオブジェクトモジュールまたはリロケータブルロードモジュールの中

で定義されている名前です。

ライブラ リファ イルにど のよう なモジュ ールが 登録され ている か確認す るには 、

LISTオプション／サブコマンドを利用すると便利です。

（3）EXTRACT, OUTPUTオプション／サブコマンドと一緒に使用することはできません。

（4）指定例
-DELETE=inchar,outchar

2つのモジュール"inchar"と"outchar"を削除します。

DELETE △ datatbl,sort

2つのモジュール"datatbl"と"sort"を削除します。
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4.4.6　EXTRACT　－　モジュールの抽出

（1）フォーマット

 ＜モジュール名＞  ［{ △ ¦ , }･･･］ 

名　　　称
オプション サブコマンド

 EXTRACT
あ　　りあ　　り

パラメータ

（2）機　能
指定したモジュールをライブラリファイルから抽出します。

（3）説　明

（1）抽出したモジュールは OUTPUT オプション／サブコマンドで指定されたファイルに

ライブラリファイル形式で出力します。

（2）モジュール名は、オブジェクトモジュールまたはリロケータブルロードモジュールの

中で定義されている名前です。

ライブラ リファ イルにど のよう なモジュ ールが 登録され ている か確認す るには 、

LISTオプション／サブコマンドを使用すると便利です。

（3）指定したモジュールがライブラリファイル中に存在しない場合にはエラーとなり、エ

ラー発生以降の継続パラメータに対する処理は行いません。

（4）CREATE, ADD, DELETEまたはREPLACEオプション／サブコマンドと一緒に使用す

ることはできません。

（4）指定例
-EXTRACT=add,sub,mul,div

既存ライブラリファイルから 4 つのモジュール "add", "sub", "mul"および"div"を抽出

します。

EXTRACT △ alpha,upper,lower,digit,cntrl

既存ライブラリファイルから 5 つのモジュール"alpha", "upper", "lower", "digit"および

"cntrl"を抽出します。
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4.4.7　RENAME　－　セクション名の変更

（1）フォーマット

<ﾓｼﾞｭｰﾙ名>[,･･･]（<ｾｸｼｮﾝ名1>=<ｾｸｼｮﾝ名2>[,･･･]） 

名　　　称
オプション サブコマンド

RENAME
あ　　りあ　　り

パラメータ

（2）機　能
ライブラリファイル内のセクション名をモジュール単位に変更します。

（3）説　明

（1）ライブラリファイル内のセクション名を変更することによって、リンク時のセクショ

ン単位によるメモリ割り付けに自由度をもたらすことができます。

（2）リロケータブルロードモジュールを含むライブラリファイルのセクション名は変更で

きません。

（3）デバッグ情報を含むモジュールのセクション名を変更した場合、デバッグ時のシンボ

ル参照が正しく行えない場合があります。

（4）指定例
RENAME △ m1,m2,m3(A=A1,B=B1,C=C1)

モジュール名m1の内のセクションA,B,CをA1,B1,C1に変更します。

また、モジュール名 m2 内のセクション A を A1 に、モジュール名 m3 内の B を B1 に

変更します。

ex.lib
セクションA
セクションB
セクションC
セクションA
セクションM
セクションN
セクションB
セクションX
セクションY

m1

m2

m3

ex.lib
セクションA1
セクションB1
セクションC1
セクションA1
セクションM
セクションN
セクションB1
セクションX
セクションY

m1

m2

m3
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4.4.8　END　－　サブコマンド入力の終了指定

（1）フォーマット

な　　し

名　　　称
オプション サブコマンド

END
あ　　りな　　し

パラメータ

（2）機　能
新規作成または更新したライブラリファイルの出力を行います。

（3）説　明

（1）1 回のライブラリアンの実行で複数ライブラリファイルの編集を行う場合、各ライブ

ラリファイルの編集操作を ENDサブコマンドによって終了させます。

（2）ENDサブコマンドが指定されると、ライブラリアンはライブラリファイルの出力を行

います。ただし、ライブラリファイルの登録モジュール数がゼロの場合、ライブラリ

ファイルの作成または更新は行いません。

（4）指定例
END

ライブラリファイルの出力を行います。
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4.4.9　EXIT　－　ライブラリアンの終了指定

（1）フォーマット

な　　し

名　　　称
オプション サブコマンド

 EXIT
あ　　りな　　し

パラメータ

（2）機　能
ライブラリアンの処理を終了します。

（3）説　明

（1）サブコマンド指定による実行の場合、EXIT サブコマンドによって、ライブラリア ン

の実行を終了させます。

（2）サブコマンドファイルの場合、EXIT サブコマンドのあとに続くサブコマンドは無 効

になります。

（3）EXITサブコマンドを使用する場合、直前の ENDサブコマンドの指定を省略すること

ができます。省略した場合、EXITサブコマンドが指定された時点でライブラリファイ

ルを出力し、ライブラリアンの実行を終了します。

（4）指定例
EXIT

ライブラリアンの処理を終了します。
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4.4.10　ABORT　－　ライブラリアンの強制終了指定

（1）フォーマット

な　　し

名　　　称
オプション サブコマンド

ABORT
あ　　りな　　し

パラメータ

（2）機　能
ライブラリアンの処理を強制終了させます。

（3）説　明

（1）サブコマンド指定による実行の途中で、ライブラリファイルの編集操作を打ち切りた

い場合、ABORTサブコマンドを使用します。

（2）ABORT サブコマンドを指定すると、編集中のライブラリファイルの作成または更新

は行いません。ただし、ABORT サブコマンド指定以前で LIST サブコマンドによりリ

ストをファイルに出力した場合、リストファイルはそのまま残ります。

（4）指定例
ABORT

ライブラリアンの処理を中止します。



4.　ライブラリアンのオプション／サブコマンド

204

4.5　内容表示

4.5.1　LIST　－　ライブラリファイルの内容表示

（1）フォーマット

ｵﾌﾟｼｮﾝ

名　　　称
オプション サブコマンド

 LIST
あ　　りあ　　り

パラメータ

［＜リストファイル名＞］UNIX 

MS-DOS ［［＜リストファイル名＞］ ［（S）］］

［［＜リストファイル名＞］　［（S）］］ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

（2）機　能
編集中のライブラリファイルの内容を標準出力装置またはファイルに出力します。

（3）説　明

（1）ライブラリファイルの登録モジュール名および外部定義シンボル名等の情報をリスト

として出力します 。リストの出力 形式の詳細につ いては「6.2　ラ イブラリアンリ ス

ト」を参照してください。

（2）リストファイル名の指定がない場合はリストを標準出力装置に出力します。

（3）リストファイル名の指定がある場合はリストをファイルに出力します。リストファイ

ルは新規ファイルを指定してください。既存ファイルへの追加はできません。既存フ

ァイルを指定した場合、既存ファイルの内容を書き換えます。

（4）リストファイル名にファイル形式の指定がないと".lst"というファイル形式を仮定しま

す。

（5）モジュール内で定義されている外部定義シンボル名を表示したい場合には、"（S）" を

指定します。"（S）" の指定がないときはモジュール名のみ表示します。ただし、 オ

ペレーティングシステムがUNIXの場合、オプションでの"（S）"の指定はできません。

（6）LIST オプション／サブコマンドは編集 操作中、何度指定してもかまいません。指 定

された時点のライブラリファイルの内容を表示します。
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（4）指定例
-LIST

リストを標準出力装置に出力します。外部定義シンボル名の表示は行いません。

LIST

リストを標準出力装置に出力します。外部定義シンボル名の表示は行いません。

LIST △ libx(S)

外部定義シンボルを含むリストを"libx.lst"というファイルに出力します。
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4.5.2　SLIST　－　ライブラリファイルのセクション内容の表示

（1）フォーマット

名　　　称
オプション サブコマンド

SLIST
あ　　りあ　　り

パラメータ ［＜リストファイル名＞］

（2）機　能
編集中のライブラリファイルの内容を標準出力装置またはファイルに出力します。

（3）説　明

（1）ライブラリファイルの登録モジュール名、外部定義シンボル名および外部定義シンボ

ル名の属するセクション名等の情報をリストとして出力します。リストの出力形式の

詳細については「6.3　セクション名リスト」を参照してください。

（2）リストファイル名の指定がない場合はリストを標準出力装置に出力します。

（3）リストファイル名の指定がある場合はリストをファイルに出力します。

リストファイルは新規ファイルを指定してください。既存ファイルへの追加はでき

ません。既存ファイルを指定した場合、既存ファイルの内容を書き換えます。

（4）リストファイル名にファイル形式の指定がないと".sct"というファイル形式を仮定しま

す。

（5）SLISTオプション／サブコマンドは編集操作中、何度指定してもかまいません。指定

された時点のライブラリファイルの内容を表示します。

（4）指定例
-SLIST

セクション名リストを標準出力装置に出力します。

SLIST △ libx

セクション名リストを"libx.sct"というファイルに出力します。
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5.1　オブジェクトモジュールファイル
ライブラリアンは、Cコンパイラ、アセンブラの出力したオブジェクトモジュールファ

イルを入力し、ライブラリファイルにモジュールとして登録することができます。
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5.2　リロケータブルロードモジュールファイル
リンケージエディタが出力す るリロケータブルロードモジ ュールファイルを入力し、 1

つのモジュールとしてライブラリファイルに登録することができます。
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5.3　ライブラリファイル
ライブラリアンは編集対象としてライブラリファイルを入力します。

また、ライブラリファイルに登録するモジュールをライブラリファイルから入力するこ

ともできます。この場合、ライブラリファイルの特定のモジュールを入力することも、ラ

イブラリファイル内のすべてのモジュールを 1度に入力することも可能です。

ライブラリファイルは本ライブラリアンによって作成したものに限ります。
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6.1　ライブラリファイル
ライブラリアンは、複数モジュールを 1つにまとめて、ライブラリファイルとして出力

します。また、既存のライブラリファイルを更新した結果、および既存ライブラリファイ

ルから抽出したモジュールをライブラリファイルの形式で出力します。
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6.2　ライブラリアンリスト
LISTオプション／サブコマンドが指定された場合、ライブラリファイルの内容表示を標

準出力装置またはファイルに出力します。ライブラリアンリストの形式を図 6.1に示しま

す。

Library file name: (1)

(1)

(7) (9)

(10) (10)

Attribute: (2)

Number of modules: (3)

Number of symbols:

:

:

:

:

(4)

(8)

Creation date: (5)

Revision date:

Entry date:

(7) (9)(8) Entry date:

(6)

図 6.1　ライブラリアンリストの形式

（1）ライブラリファイル名を表示します。1 行に収まらない場合は、次行に継続して表示

します。既存ライブラリファイルからのモジュールの抽出の場合、リストには既存 ラ

イブラリファイルの内容を表示します。

（2）ライブラリファイルの属性を表示します。

SYSTEM… システムライブラリ

USER … ユーザライブラリ

（3）ライブラリファイルに登録されているモジュールの総数を 10進数で表示します。

（4）ライブラリファイルに登録されている外部定義シンボルの総数を 10 進数で表示しま

す。
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（5）ライブラリファイルの作成年月日と時刻を表示します。表示形式は次のとおりです。

dd - mmm - yy  hh : mm : ss

秒
分
時

年（西暦年の下２桁）
月（英字３文字）

日

（6）ライブラリファイルの最新の更新年月日と時刻を表示します。CREATEオプション／

サブコマンドによって新規作成されたライブラリファイルは作成年月日、時刻と同 じ

更新年月日、時刻を表示します。表示形式は作成年月日、時刻と同様です。

（7）ライブラリファイルに登録されているモジュールの名前をアルファベット順に表示し

ます。

（8）モジュールに対する編集操作状態を表示します。

空　白 … 既存ライブラリファイルに登録されているモジュール

（A） … 追加モジュール

（R） … 置換モジュール

（E） … 抽出モジュール

なお、DELETE オプション／サブコマンドによって削除したモジュールはリストに

表示しません。

（9）モジュールがライブラリファイルに登録された年月日、時刻を表示します。表示形式

はライブラリファイルの作成年月日、時刻と同様です。

（10）LISTサブコマンドで"（S）"が指定された場合、各モジュールで定義している外部定

義シンボル名を表示します。シンボル名は 1 行に 2 個ずつアルファベット順に表示し

ます。

図 6.2 に LIST サブコマンドで"（S）"を指定した場合、図 6.3 に"（S）"を指定しな

かった場合のリスト出力例を示します。
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Library file name: clib.lib
Attribute: USER
Number of modules: 6         Creation date: 08-Jan-90 14:18:47
Number of symbols: 6         Revision date: 01-Mar-90 19:56:33

ABS.C
      _abs

ATOF.C
      _atof

ATOI.C
      _atoi

ATOL.C
      _atol

_ALOCBUF
      __alocbuf

_DIVI
      __divi

(A)

(A)

Entry date: 08-Jan-90 14:18:47

Entry date: 08-Jan-90 14:18:47

Entry date: 08-Jan-90 14:18:47

Entry date: 08-Jan-90 14:18:47

Entry date: 01-Mar-90 19:56:33

Entry date: 01-Mar-90 19:56:33

図 6.2　ライブラリアンリスト例（"S"指定あり、UNIXの場合）

Library file name: clib.lib
Attribute: USER
Number of modules: 6         Creation date: 08-Jan-90 14:18:47
Number of symbols: 6         Revision date: 01-Mar-90 19:56:33

ABS.C
ATOF.C
ATOI.C
ATOL.C
_ALOCBUF
_DIVI

(A)
(A)

Entry date: 08-Jan-90 14:18:47
Entry date: 08-Jan-90 14:18:47
Entry date: 08-Jan-90 14:18:47
Entry date: 08-Jan-90 14:18:47
Entry date: 01-Mar-90 19:56:33
Entry date: 01-Mar-90 19:56:33

図 6.3　ライブラリアンリスト例（"S"指定なし、UNIXの場合）
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6.3　セクション名リスト
SLISTオプション／サブコマンドが指定された場合、ライブラリファイルのセクション

内容表示を 標準出力装 置またはフ ァイルに 出力します 。セクショ ン名リスト の形式を 図

6.4に示します。

Library file name: (1)

(1)

(6)

(7) (8)

(8)

Attribute: (2)

Number of modules: (3)

:�

�
:
:

Creation date: (4)

Revision date:

� �

(5)

�

(6)

(7)�

�

図 6.4　セクション名リストの形式

（1）ライブラリファイル名を表示します。1 行に納まらない場合は、次行に継続して表示

します。既存ライブラリファイルからのモジュールの抽出の場合、リストには既存 ラ

イブラリファイルの内容を表示します。

（2）ライブラリファイルの属性を表示します。

SYSTEM ･･･システムライブラリ

USER ･･･ユーザライブラリ

（3）ライブラリファイルに登録されているモジュールの総数を 10進数で表示します。
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（4）ライブラリファイルの作成年月日と時刻を表示します。表示形式は次のとおりです。

dd - mmm - yy  hh : mm : ss

秒
分
時

年（西暦年の下２桁）
月（英字３文字）

日

（5）ライブラリファイルの最新の更新年月日と時刻を表示します。CREATEオプション／

サブコマンドによって新規作成されたライブラリファイルは作成年月日、時刻と同 じ

更新年月日、時刻を表示します。表示形式は作成年月日、時刻と同様です。

（6）ライブラリファイルに登録されているモジュールの名前をアルファベット順に表示し

ます。

（7）各モジュールで定義している外部定義シンボル名を表示します。

（8）外部定義シンボル名のセクション名を表示します。

図 6.5に SLISTサブコマンドでのリスト出力例を示します。

Library file name: clib.lib
Attribute: USER              Creation date: 08-Jan-90 14:18:47
Number of modules: 6         Revision date: 01-Mar-90 19:56:33

ABS.C
      _abs

ATOF.C
      _atof

ATOI.C
      _atoi

ATOL.C
      _atol

_ALOCBUF
      _alocbuf

_DIVI
      _divi

      P

      P

      P1

      CODE

      P

      P2

　　�

　　�

�

図 6.5　セクション名リスト例
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6.4　コンソールメッセージ
ライブラリアンは次のようなメッセージを標準出力装置に表示します。

（1）起動メッセージ

ライブラリアンのコマンドが入力されると表示します。

H SERIES OBJECT LIBRARIAN Ver. 1.4

Copyright （C） Hitachi, Ltd. 1988

Copyright （C） HITACHI MICROCOMPUTER SYSTEM LTD. 1988

Licensed Material of Hitachi, Ltd.

（2）正常終了メッセージ

ライブラリファイルの編集処理が正常に終了した場合に表示します。

OBJECT LIBRARIAN COMPLETED

（3）異常終了メッセージ

ライブラリファイル編集中にエラーが発生し処理を打ち切った場合、またはABORT

サブコマンド指定により処理を打ち切った場合に表示します。

OBJECT LIBRARIAN ABORT

（4）サブコマンド要求記号

会話形式の実行においてサブコマンドの入力状態を表します。

:

（5）サブコマンド継続記号

会話形式の実行においてサブコマンドの継続が指定された場合、次行に継続行要 求

を示すために表示します。

  -
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ライブラリアンのエラーメッセージは次のような形式で出力します。

＊＊ <エラー番号><エラーメッセージ> [ (<付加情報>) ]

エラー番号　：上 1 桁でエラーのレベルを示します。（××はエラー番号の下 2 桁を示

します。）

1××：ウォーニング･････････当該モ ジュール の処理を スキップ し

ます。

2××：エラー･･･････････････コマン ドまたは サブコマ ンドファ イ

ルからの 入力時は 、処理を 中断し ま

す。会話 形式の場 合には、 エラー を

検出した 時点で当 該サブコ マンド の

処理を打 ち切り、 次のサブ コマン ド

要求状態となります。

3××：フェイタルエラー･････処理を中断します。

エラーメッセージの一覧を以下に示します。記述形式は次のとおりです。

エラー番号 エラーメッセージ 付加情報＊1

エラー内容

対応策その他

【注】 *1 付加情報にはエラーとなったファイル名、モジュール名またはシンボル名を表

示します。エラーメッセージ一覧表の付加情報の欄が" - - -" の場合は、付加情

報のないことを示します。
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表 7.1　ウォーニングメッセージ一覧表

101 DUPLICATE MODULE モジュール名

ライブラリファイルにすでに登録済みのモジュールを再登録しようとした。

当該モジュールに対する処理をスキップします。

102 DUPLICATE SYMBOL ﾓｼﾞｭｰﾙ名　＊＊ｼﾝﾎﾞﾙ名

ライブラリファイルにすでに登録済みの外部定義シンボルを再登録しようとした。

当該モジュールに対する処理をスキップします。

103 IDENTIFIER CHARACTER EXCEEDS 251 モジュール名

251文字を越えるモジュール名が指定された。

251文字までを有効とします。

104 EXIT SUBCOMMAND NOT FOUND - ASSUMED ---

EXITサブコマンドが指定されていない。

EXITサブコマンドを仮定して処理を続行します。

105 SUBCOMMAND LINE LENGTH TOO LONG ---

ディレクトリ名の置き換えで文字数が 511文字を超えた。

511文字までを有効とします。

106 TOO MANY DIRECTORY COMMANDS ---

DIRECTORYサブコマンドで 16個を超えたディレクトリ名を指定した。

16個までを有効とします。

107 MODULE COUNT 0 ---

モジュールの総和が 0となった。

何もせずに処理を終了します。編集方法を確認してください。

108 SECTION NOT FOUND ﾓｼﾞｭｰﾙ名 ＊＊ ｾｸｼｮﾝ名

指定したセクションが 1つも見つからない。

セクション名を確認の上、再度指定してください。

109 CANNOT PRINT SECTION LIST モジュール名

リロケータブルロードモジュールが登録されているファイルに SLISTオプション／サブコマンド

を指定した。

SLISTオプション／サブコマンドは、オブジェクトモジュールにのみ有効です。

110 CANNOT RENAME SECTION NAME モジュール名

リロケータブルロードモジュールが登録されているファイルに RENAMEオプション／サブコマン

ドを指定した。

RENAMEオプション／サブコマンドは、オブジェクトモジュールにのみ有効です。
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表 7.2　エラーメッセージ一覧表

201 INVALID SUBCOMMAND/OPTION ---

不正なオプション／サブコマンド名が指定された。

正しいオプション／サブコマンド名を指定してください。

202 SYNTAX ERROR ---

指定されたオプション／サブコマンドに構文上の不正がある。

オプション／サブコマンドの構文を確認の上、再入力してください。

203 SUBCOMMAND LINE LENGTH TOO LONG ---

サブコマンドの長さが 512文字を超えている。

サブコマンドの長さが 512文字に収まるように再入力してください。

204 CONFLICTING SUBCOMMAND ---

サブコマンドの指定順序がおかしい、または指定できない組み合わせである。

サブコマンドの指定順序を確認の上、再入力してください。

205 ILLEGAL FILE NAME ---

不正なファイル名が指定された。

正しいファイル名を指定してください。

206 ILLEGAL MODULE NAME ---

不正なモジュール名が指定された。

正しいモジュール名を指定してください。

207 MODULE NOT FOUND モジュール名

指定されたモジュールが見つからない。

指定したモジュール名を確認の上、再指定してください。

208 MISSING OUTPUT FILE NAME ---

EXTRACTオプション／サブコマンドに対する出力ファイルの指定がない。

OUTPUTオプション／サブコマンドで、出力ファイルを指定してください。

209 TOO MANY INPUT FILES ---

256個を超えて入力ファイルを同時に入力しようとした。

いったんライブラリファイルに出力し、そのライブラリファイルを再入力して残りのファイルを入

力してください。

210 TOO MANY MODULES ---

モジュール数が許容範囲を超えた。

現在、作成または編集中のライブラリファイルにこれ以上モジュールを登録することはできませ

ん。別のライブラリファイルに登録してください。

（次ページへ続く）
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211 TOO MANY SYMBOLS ---

シンボル数が許容範囲を超えた。

現在、作成または編集中のライブラリファイルにこれ以上シンボルを登録することはできません。

別のライブラリファイルに登録してください。

212 ILLEGAL FILE FORMAT ---

指定されたファイルのフォーマットが不正である。

ファイルの内容を確認の上、再実行してください。

213 MEMORY OVERFLOW ---

ライブラリアンの使用可能なメモリにスペースがない。

メモリの拡張を行い再実行してください。

214 FILE NOT FOUND ファイル名

指定されたファイルが見つからない。

ディレクトリの内容および指定したファイル名を確認の上、再指定してください。

215 DUPLICATE SECTION ﾓｼﾞｭｰﾙ名 ＊＊ ｾｸｼｮﾝ名

指定したセクションがモジュール内に存在している。

セクション名を確認の上、再指定してください。

216 ILLEGAL SECTION NAME ---

指定したセクション名が不正である。

セクション名を確認の上、再指定してください。

217 CANNOT RENAME SECTION NAME モジュール名

デバッグ情報が指定されているファイルに RENAMEオプション/サブコマンドを指定した。

RENAMEオプション/サブコマンドは、デバッグ情報が指定されていないオブジェクトモジュール

のみに有効です。
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表 7.3　フェイタルエラーメッセージ一覧表

301 INVALID COMMAND PARAMETER ---

不正なコマンドパラメータが指定された。

コマンドパラメータの内容を確認の上、再実行してください。

302 CONFLICTING OPTION ---

オプションの指定に矛盾がある。

オプションの指定順序を確認の上、再入力してください。

303 CANNOT OPEN FILE ファイル名

ファイルをオープンできなかった。または CREATE, OUTPUTオプション／サブコマンドで既存フ

ァイルを指定した。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

ライブラリファイルと同一ディレクトリに付加情報ファイル（*.lct）が存在しているか確認してく

ださい。再実行の際は、CREATE、OUTPUTオプション ／サブコマンドで指定した既存ファイル

を削除してください。

304 CANNOT INPUT FILE ファイル名

ファイルから入力できなかった。

指定したファイル名を確認してください。

ファイル名が正しい場合は、ディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実

行してください。

305 CANNOT OUTPUT FILE ファイル名

ファイルへ出力できなかった。

指定したファイル名を確認してください。

ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがあ

る場合があります。確認の上、再実行してください。

306 CANNOT CLOSE FILE ファイル名

ファイルをクローズできなかった。

指定したファイル名を確認してください。

ファイル名が正しい場合はディスク容量に空きがないか、またはディスクにハード的なエラーがあ

る場合があります。確認の上、再実行してください。

307 CANNOT READ ---

強制終了が入力されたため処理を終了しました。

再実行してください。
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（次ページへ続く）

308 MEMORY OVERFLOW ---

ライブラリアンの使用可能なメモリスペースがない。

動作環境を確認の上、再実行してください。

309 PROGRAM ERROR nnn

ライブラリアンの内部処理で何らかの障害が生じました。

エラー番号 100が発生した場合は、リンケージエディタが生成する付加情報ファイル(*.rct)または

ライブラリアンが生成する付加情報ファイル(*.lct)とオブジェクトモジュール、ライブラリファイ

ルの作成日付が同一であるか確認してください。

それ以外ついてはエラー番号(nnn)を確認の上、当社営業担当までご連絡ください。

【注】 オペレーティングシステムがUNIXの場合、下記の形式の中間ファイルを使用して

いるため、エラーメ ッセージの付加情報 として中間ファイル 名を表示する場合 が

あります。

Annnnn. TEMP

10進5桁の数字
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表 8.1にライブラリアンの制限事項一覧を示します。ライブラリアンではこれらの制限

値を超える処理はできません。

表 8.1　制限事項一覧表

項目 項目 制限値 備考

1 ライブラリファイル内の登

録モジュール数

　最大　　32,767個 ただし、ライブラリアンが稼働する

システムのメモリ容量によって制

2 ライブラリファイル内の登

録シンボル数

　最大　　65,535個 限を受けない場合

3 入力ファイル数 　最大　　　 256個 サブコマンドファイルを除く

LIBRARY/ADD/REPLACEで指定さ

れたファイルの総数

4 ライブラリファイル内のモ

ジュール名指定数

　最大　　　　10個 ADD/REPLACEでライブラリファ

イルを指定した場合

5 ファイル名の長さ 　最大　　　 255文字 デフォルトのファイル形式も含む

ファイル名の形式はOSに依存す

る

6 モジュール名の長さ 　最大　　　　251文字

7 シンボル名の長さ 　最大　　　　251文字

8 入力ファイル形式 ・アセンブラ、Cコンパイ

ラが出力したオブジェク

トモジュールファイル

・リロケータブル形式のロ

ードモジュールファイル

・本ライブラリアンで作成

したライブラリファイル
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付録 A.　ライブラリアン使用例

A.1　コマンドライン指定による実行例

lbr △ -CREATE=func-ADD=abs, mod, sqrt, exp, log (RET)

lbr △ func-ADD=sin, cos-DELETE=abs, mod-LIST (RET)

lbr △ func-EXTRACT=sqrt, exp-OUTPUT=newfnc (RET)

(a) (b)

(c) (d) (e)

(g) (h) (i)

(f)

(1)　作成

(2)　編集

(3)　抽出

（a）新規にライブラリファイルを作成するため、オプション群の先頭でCREATEオプショ

ンを指定します。

（b）登録するモジュールのファイル名をADDオプションで指定します。

（c）編集を行うライブラリファイル名を指定します。

（d）既存ライブラリファイルに追加するモジュールのファイル名を ADD オプションで指

定します。

（e）既存ライブラリファイルから削除するモジュール名をDELETEオプションで指定しま

す。

（f）編集した結果を確認するために、LISTオプションを指定します。

（g）抽出元となる既存ライブラリファイルを指定します。

（h）抽出するモジュール名を EXTRACTオプションで指定します。

（i）抽出したモジュールを出力する新しいライブラリファイルの名前をOUTPUTオプショ

ンで指定します。
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図A.1に上記の実行結果を示します。

func. lib

sqrt

exp

log

sin

cos

abs

abs. obj

mod

mod. obj

sqrt

sqrt. obj

exp

exp. obj

log

log. obj sin

sin. obj

ファイル名

モジュール名

cos

cos. obj

(a)、(b)

(1)作成

(c)～(e)

(2)編集

(f)～(i)

(3)抽出
func. lib

abs

mod

sqrt

exp

log

newfnc. lib

sqrt

exp

リスト

図A.1　コマンドライン指定例の実行結果
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A.2　サブコマンド指定による実行例

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

lbr (RET)

CREATE △ func (RET)

ADD △ sqrt, exp, log, sin, cos (RET)

END (RET)

LIBRARY △ func (RET)

REPLACE △ sin. new, cos. new, tan. new (RET)

END (RET)

LIBRARY △ func (RET)

LIST (RET)

EXTRACT △ sqrt. exp (RET)

OUTPUT △ newfnc (RET)

END (RET)

EXIT (RET)

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

(g)

(h)

(i)

(j)

(k)

(l)

(m)

(1)　作成

(2)　編集

(3)　抽出

（a）ライブラリアンを起動します。

（b）新規にライブラリファイルを作成するため、サブコマンド群の先頭でCREATEサブコ

マンドを指定します。

（c）登録するモジュールのファイル名をADDサブコマンドで指定します。

（d）作成処理を終えるために、ENDサブコマンドを指定します。

（e）編集を行うライブラリファイル名を指定します。

（f）既存ライブラリファイル内のモジュールを REPLACE サブコマンドを用いて置換しま

す。REPLACEでは置き換えるモジュールのファイル名を指定します。

（g）編集処理を終えるために、ENDサブコマンドを指定します。

（h）抽出元となる既存ライブラリファイルを指定します。

（i）既存ライブラリファイルの内容を確認するため、LISTサブコマンドを指定します。

（j）抽出するモジュール名を EXTRACTサブコマンドで指定します。

（k）抽 出した モジュー ルを出 力する新 しいラ イブラリ ファイ ルの名前 を OUT PUT サ ブ

コマンドで指定します。
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（l）抽出処理を終えるために、END サブコマンドを指定します。

（m）ライブラリアンを終了させるために、EXITサブコマンドを指定します。

図A.2に上記の実行結果を示します。

sqrt

sqrt. obj

exp

exp. obj

log

log. obj

sin

sin. obj

cos

cos. obj sin'

sin. new

ファイル名

モジュール名

cos'

cos. new

tan'

tan. new

(b)～(d)

(1)作成

(e)～(g)

(2)編集

(h)～(l)

(3)抽出

func. lib

sqrt

exp

log

sin

cos

newfnc. lib

sqrt

exp

func. lib

sqrt

exp

log

sin'

cos'

tan'

リスト

図A.2　サブコマンド指定例の実行結果
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付録 B.　ライブラリアン使用上の注意
（MS-DOSで使用する場合）
本ライブラリアンを MS-DOS  でご使用になる前に、MS-DOS  のシステム構築ファイル

（CONFIG.SYS）の内容をエディタで以下のように指定してください。

FILES=20
SHELL=a:¥command.com a:¥ /p

・・・・（１）
・・・・（２）

（1）ライブラリアン動作時に、同時にオープンできるファイル数の指定

（2）COMMAND.COMを再ロードする際に必要なパス情報の指定
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リンケージエディタが出力したロードモジュールをエミュレータあるいは PROM  ライ

タへ入力するためには、ロードモジュールを Sタイプオブジェクトフォーマットに変換し

なければいけません。Sタイプオブジェクトフォーマットへの変換は、オブジェクトコン

バータを使用して行います。
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1.1　オブジェクトコンバータの機能
Hシリーズ オブジェクトコンバータVer.2.0では、以下オプションが追加になりました。

・RECORDオプション

・S9オプション

（1）コマンドフォーマット

オプションを指定する場合、コマンドフォーマットは、次のとおりです。

cnvs  <入力ﾌｧｲﾙ名>[△<出力ﾌｧｲﾙ名>[△<出力ﾌｧｲﾙ名>･･･]][[△]-<ｵﾌﾟｼｮﾝ名>･･･]

（2）RECORDオプション

本オプションは、ロードアドレスに関係なく、一定のデータレコード(S1,S2,S3)で出力

します。指定したデータレコードより大きいロードアドレスが存在した場合、エラー

メッセージ 310を表示し、処理を終了します。

（例）

cnvs test.abs test.mot -record=s2

全てのデータレコードを S2で出力します。

（3）S9オプション

ROM ライタには、エンドレコードが S9 でなければ正常に書込みのできない製品があ

ります。本オプションは、エントリアドレスがH'10000を超える場合でも S9レ

コードを終端に出力します。この場合、S9 レコードのエントリアドレスは、H'0 とな

ります。

（例）

cnvs test.abs test.mot -s9

終端に S9レコードを出力します。

補足）Sタイプオブジェクト形式は、「Hシリーズ リンケージエディタ ライブラリアン

オブジェクトコンバータ ユーザーズマニュアル」の オブジェクトコンバータ編 を

参照してください。
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1.2　オブジェクトコンバータの実行
オブジェクトコンバータを実行するためのコマンドフォーマットは、次のとおりです。

cnvs△<入力ファイル名>[△<出力ファイル名>]　（RET）

ファイル名の構成については、「付録B.　ファイル名の構成」を参照してください。

（1）起動コマンド

オブジェクトコンバータの起動コマンドとして"cnvs"を入力します。

（2）入力ファイル名

オブジェクトコンバータの入力となるアブソリュート形式のロードモジュールファイ

ル名を指定します。リロケータブル形式のロードモジュールファイルを指定すること

はできません。入力ファイル名にファイル形式の指定がない場合は、オブジェクトコ

ンバータが、自動的に"abs"をファイル形式と仮定してファイルを入力します。

（3）出力ファイル名

オブジェクトコンバータの出力となる Sタイプオブジェクトファイル名を指定します。

出力ファイル名にファイル形式の指定がない場合は、オブジェクトコンバータが自動

的に"mot"をファイル形式と仮定してファイルを出力します。

以下に使用例を示します。

（例）

cnvs△prog1.lmd△prog1.sty（RET） …（1）

cnvs△prog1△prog1（RET） …（2）

（1）ファイル"prog1.lmd"を入力し、ファイル"prog1.sty"を出力します。

（2）ファイル"prog1.abs"を入力し、ファイル"prog1.mot"を出力します。

図 1.1に Sタイプオブジェクトの形式を示します。
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（a）ヘッダレコード（S0レコード）

S

53

0

30

0

30

E

45

0

30

ロードアドレス
バイトカウント（注1）
レコード形式
レコードヘッダ

0 0

30 30

0

30 XXXX

チェックサム（注2）
ファイル形式（3文字分：6バイト）
主ファイル名（8文字分：16バイト）

（注3）

（b）データレコード（S1,S2,S3レコード）

（i）ロードアドレスが 0 ｰ 0FFFF（16進数）の場合

S

53

1

31 XX XX XX

ロードアドレス（2バイト分）
バイトカウント（注1）
レコード形式
レコードヘッダ

XX XXXX XXXX

データ（最大16バイト分）

チェックサム（注2）

（注3）

（ii）ロードアドレスが 10000 - 0FFFFFF（16進数）の場合

XX XX

S

53

2

32 XX XX XX

ロードアドレス（3バイト分）
バイトカウント（注1）
レコード形式
レコードヘッダ

XX XXXX XXXX

データ（最大16バイト分）

チェックサム（注2）

（注3）

（iii）ロードアドレスが 1000000 - 0FFFFFFFF（16進数）の場合

XX XX XX XX

S

53

3

33 XX XX XX

ロードアドレス（4バイト分）
バイトカウント（注1）
レコード形式
レコードヘッダ

XX XXXX XXXX

データ（最大16バイト分）

チェックサム（注2）

（注3）

（次ページへ続く）

図 1.1　Sタイプオブジェクト形式（1）
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（c）エンドレコード（S9,S8,S7レコード）

（i）エントリアドレスが 0 - 0FFFF（16進数）の場合

S

53

9

39

0

30

3

33 XX

エントリアドレス（2ﾊﾞｲﾄ分）
バイトカウント（注1）
レコードﾞ形式
レコードヘッダ

チェックサム（注2）

XX XX XX XXXX

（注3）

（ii）エントリアドレスが 10000 - 0FFFFFF（16進数）の場合

S

53

8

38

0

30

4

34 XX

エントリアドレス（3ﾊﾞｲﾄ分）
バイトカウント（注1）
レコードﾞ形式
レコードヘッダ

チェックサム（注2）

XX XX XX XXXX XX XX

（注3）

（iii）エントリアドレスが 1000000 - 0FFFFFFFF（16進数）の場合

S

53

7

37

0

30

5

35 XX

エントリアドレス（4ﾊﾞｲﾄ分）
バイトカウント（注1）
レコードﾞ形式
レコードヘッダ

チェックサム（注2）

XX XX XX XXXX XX XXXXXX

（注3）

【注】（1）バイトカウントはロードアドレス（またはエントリアドレス）からチェッ ク

サムまでのバイト数を示す。

（2）チェックサムは、バイトカウントからチェックサムの前までのデータ値をバ

イト単位に加算した結果の 1の補数とする。

（3）チェックサムの直後に改行コードが付加されます。

図 1.1　Sタイプオブジェクト形式（2）
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1.3　コンバートファイルの分割出力
Sタイプに変換したオブジェクトプログラムを任意のアドレス範囲に分割してファイル

出力できるようになりました。

（1）指定方法

コンバートファイルの分割出力は、出力ファイル名とアドレス範囲を空白で区切って

指定します。

分割しない場合 cnvs  入力ﾌｧｲﾙ名  [出力ﾌｧｲﾙ]

分割する場合 cnvs  入力ﾌｧｲﾙ名  出力ﾌｧｲﾙ=開始ｱﾄﾞﾚｽ,終了ｱﾄﾞﾚｽ

［△出力ﾌｧｲﾙ=開始ｱﾄﾞﾚｽ,終了ｱﾄﾞﾚｽ...］

（2）機能説明

・出力ファイル名の後に開始アドレスと終了アドレスを指定すると、指定範囲内のオ

ブジェクトをＳタイプオブジェクトにコンバートします。

・開始アドレスおよび終了アドレスは、16進数定数で指定します。

・ページタイプの場合、開始アドレスと終了アドレスの前にページアドレスをコロン

（：）で区切って指定します。

（3）使用上の制限

・開始アドレスおよび終了アドレスに負の値を指定したとき、開始アドレスより終了

アドレスが小さい場合、エラーメッセージ 311を出力します。

・指定したアドレス範囲にオブジェクトが存在しない場合、ウォーニングメッセージ

101を出力します。

（4）指定例

・非ﾍﾟｰｼﾞﾀｲﾌﾟの場合(H8Sｼﾘｰｽﾞ,H8/300ｼﾘｰｽﾞ,SuperH RISC engineﾌｧﾐﾘ)

cnvs  test.abs  test1.mot=0,FFFF test2.mot=10000,1FFFF

・ﾍﾟｰｼﾞﾀｲﾌﾟの場合(H8/500ｼﾘｰｽﾞ)

cnvs  test.abs  test1.mot=0:0,0:FFFF test2.mot=1:0,1:FFFF
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1.4　エラーメッセージ
コマンドの指定内容に誤りがあったり、コンバート処理中にエラーを検出した場合、エ

ラーメッセージを出力します。

エラーメッセージの出力形式は、次のとおりです。

＊＊△<エラー番号>△<エラーメッセージ>[(<付加情報>)]

↑

1カラム目

表 1.1にエラーメッセージの一覧を示します。表 1.1の記述形式は、次のとおりです。

エラー番号 エラーメッセージ 付加情報

エラー内容

対応策その他

（表中の記号説明）---：付加情報なしを示します。
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表 1.1　オブジェクトコンバータのエラーメッセージ一覧表

101 NO OBJECT IN SPECIFIED ADDRESS RANGE ---

指定したアドレスの範囲内にオブジェクトが存在しない。

開始アドレスおよび終了アドレスを確認してください。

301 INVALID COMMAND PARAMETER ---

不正なコマンドパラメータを指定した。

コマンドパラメータの内容を確認の上、再実行してください。

302 FILE NOT FOUND ﾌｧｲﾙ名

指定したファイルが見つからない。

ディレクトリの内容および指定したファイル名を確認の上、再実行してください。

303 CANNOT OPEN FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルをオープンできなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合は、ディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

304 CANNOT READ FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルから入力できなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合は、ディスクにハード的なエラ

ーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

305 CANNOT WRITE FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルへ出力できなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合は、ディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

306 CANNOT CLOSE FILE ﾌｧｲﾙ名

ファイルをクローズできなかった。

指定したファイル名を確認してください。ファイル名が正しい場合は、ディスク容量に空きがない

か、またはディスクにハード的なエラーがある場合があります。確認の上、再実行してください。

307 ILLEGAL FILE FORMAT ﾌｧｲﾙ名

指定したファイルのフォーマットが不正である。

ファイルの内容を確認の上、再実行してください。

308 ILLEGAL FILE NAME ﾌｧｲﾙ名

不正なファイル名を指定した。

正しいファイル名を指定してください。

（次ページへ続く）
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309 MEMORY OVERFLOW ---

オブジェクトコンバータの使用可能なメモリにスペースがない。

メモリの拡張またはユーザプログラムの変更を行い、再実行してください。

310 LOAD ADDRESS OVERFLOW ---

ロードアドレスが RECORDオプションで指定したデータレコードを超えた。

RECORDオプションのデータレコードを変更するか、RECORDオプションを削除してください。

311 ILLEGAL ADDRESS RANGE SPECIFIED ---

開始アドレスまたは終了アドレスの指定が正しくない。

開始アドレスまたは終了アドレスを訂正してください。
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本章では、Hシリーズ リンケージエディタ Ver.6.0の追加機能を説明します。

新規に追加した機能の一覧を表 1.1に示します。

表 1.1　新規機能一覧

No. 項　　目 ｵﾌﾟｼｮﾝ/ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

環境変数

機　　能

１ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄ ELF ELF/DWARFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄを出力

(ELF/DWARFのｻﾎﾟｰﾄ) SYSROF SYSROFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄを出力(従来ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄと互換）

SYSROFPLUS SYSROF/DWARFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄを出力

２ STARTｵﾌﾟｼｮﾝ/ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ

の機能拡張

START 複数ｾｸｼｮﾝの同一ｱﾄﾞﾚｽ割り付け機能

３ ｼﾝﾎﾞﾙｱﾄﾞﾚｽ出力機能 FSYMBOL 解決済み外部定義ｼﾝﾎﾞﾙをﾌｧｲﾙに出力

４ 中間ﾌｧｲﾙのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ指定 HLNK_TMP 中間ﾌｧｲﾙ出力先のﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ指定機能

５ その他 ENTRY 無効時にｳｫｰﾆﾝｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ125出力
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1.1　オブジェクトフォーマット
オブジェクト／デバッグ情報フォーマットとして、ELF/DWARFを指定できるようにな

りました。

（1）指定方法

オブジェクトフォーマット出力の選択は、オプション／サブコマンドで指定します。

各オブジェクトフォーマットに対するオプション／サブコマンドは以下のとおりです。

オプション／サブコマンド名 オブジェクトフォーマット

ＥＬＦ ＥＬＦ／ＤＷＡＲＦ

ＳＹＳＲＯＦ ＳＹＳＲＯＦ（従来ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄと互換）

ＳＹＳＲＯＦＰＬＵＳ ＳＹＳＲＯＦ／ＤＷＡＲＦ

オブジェクトフォーマットに関するオプションの指定を省略した場合、SYSROFのオブ

ジェクトファイルを出力します。

デバッグ情 報出力オ プション／ サブコマ ンド（DEBUG/SDEBUG） との組み 合せで、 5

種類のオブジェクトフォーマットを選択できます。使用するデバッガに合わせて選択して

ください。

表 1.2　使用可能なデバッガとオプション／サブコマンドの関係

使用可能なデバッガ オプション／サブコマンド

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報出力

ELF/DWARFｻﾎﾟｰﾄのﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ELF　*1 DEBUG

日立統合化ﾏﾈｰｼﾞｬ（Ver.4）+　E8000 ELF　*1 SDEBUG

日立統合化ﾏﾈｰｼﾞｬ（Ver.4）+　E7000 SYSROFPLUS　*1 SDEBUG

日立統合化ﾏﾈｰｼﾞｬ（Ver.3）+　E7000 SYSROF SDEBUG

日立ﾃﾞﾊﾞｯｷﾝｸﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ（Ver.2）+　E6000 SYSROF DEBUG

*1： ELFおよび SYSROFPLUSオプションをデバッグ情報出力指定（debug/sdebug）と同時に

指定する場合、対応可能なコンパイラおよびアセンブラは次のとおりです。

製品名 対応バージョン

SuperH RISC engine C/C++コンパイラ 5.0以降

SuperH RISC engine アセンブラ 4.0以降

H8S,H8/300シリーズ C/C++コンパイラ 3.0以降

H8S,H8/300シリーズ クロスアセンブラ 3.0以降
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【注意】

・ELF または SYSROFPLUS 対応のコンパイラ、アセンブラで生成したオブジェクト

プログラム、ライブラリと旧バージョンで生成したオブジェクトプログラム、ライ

ブラリは、混在してリンクできます。ただし、リンク時に ELFまたは SYSROFPLUS

オプションを指定した場合、旧バージョンで生成したオブジェクトプログラム、ラ

イブラリのデバッグ情報は削除します。

・リロケータブルロードモジュールを別ディレクトリに移動する場合は、リンケージ

エディタが生成する付加情報ファイル(*.rct)も一緒に移動してください。付加情報フ

ァイルが同一ディレクトリに存在しない場合、デバッグ情報が出力されません。

（2）ELFオプション

本オプションは、ELF/DWARF のオブジェクトフォーマットを出力する場合に指定し

ます。デバッグ環境が日立統合化マネージャの場合、リンク時に SDEBUGオプション

を指定してください。

【注意】

・.ORG 制御命令で指定したロケーションカ ウンタ値が変更前のセクションと重複 し

ている場合、ELF/DWARFフォーマットの指定は行えません。

・DEBUG または SDEBUG オプショ ンを指定し た場合はモ ジュール間 最適化ツー ル

（OPTLNKSH, OPTLNK38）を起動してください。

【コマンド指定例】

shc test1.c -debug

shc test2.c -debug

asmsh test3.src -debug

optlnksh -subcommand=test1.sub

【test1.subの内容】

INPUT test1,test2,test3

ELF

SDEBUG

EXIT

（3）SYSROFオプション

本オプションは、SYSROFのオブジェクトフォーマットを出力する場合に指定します。
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【コマンド指定例】

shc test1.c -debug

shc test2.c -debug

asmsh test3.src -debug

lnk test1,test2,test3 -sysrof -debug

（4）SYSROFPLUSオプション

本オプションは、SYSROF/DWARF のオブジェクトフォーマットを出力する場合に指

定します。デバッグ情報出力指定では、SDEBUGオプションを指定してください。

【注意】SDEBUGオプションを指定した場合はモジュール間最適化ツール

（OPTLNKSH, OPTLNK38）を起動してください。

【コマンド指定例】

shc test1.c -debug

shc test2.c -debug

asmsh test3.src -debug

optlnksh -subcommand=test2.sub

【test2.subの内容】

INPUT test1,test2,test3

SYSROFPLUS

SDEBUG

EXIT
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1.2　STARTオプション／サブコマンドの機能拡張
複数のセクションを同一アドレスに割り付けることができるようになりました。

（1）指定方法

同一アドレスへの複数のセクションの割り付けは、STARTオプション／サブコマンド

で同一アドレスに割り付けるセクション群をコロン（：）で区切って指定します。

ｵﾌﾟｼｮﾝ MS-DOS版 -START=<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]

[:<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]...](<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)

UNIX版 -START=<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]

[:<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]...]/<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ START  <ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]

[:<ｾｸｼｮﾝ名>[,<ｾｸｼｮﾝ名>...]...](<先頭ｱﾄﾞﾚｽ>)

（2）使用上の制限事項

・ページタイプのモジュール（H8/500シリーズ）では、複数のセクションを同一アド

レスに割り付ける機能は使用できません。

・複数セクションを同一アドレスに割り付けた場合、セクション間でのシンボル参照

はできません。（図 1.1のRAM_sct1からRAM_sct2のシンボルを参照するケース）

（3）指定例

本機能を用いて、同時に存在しない複数のプログラム／データを外部 ROM  から高速

な内部RAMに転送して実行する例を示します。

ROM RAM RAM

Sct1

Sct2

Sct3

Sct4

RAM_sct1

RAM_sct3

RAM_sct2

RAM_sct4

状態1 状態2

H'800000

H'8FFFFF

H'F00000

H'FFFFF

ファイルA

ファイルB�
�

実行時にコピー�

図 1.1　同一アドレスへの複数セクション割り付け

【コマンド指定例】

lnk  -subcommand=test.sub



1.　リンケージエディタ

262

【test.subの内容】

INPUT  A,B

ROM    (Sct1,RAM_sct1),(Sct3,RAM_sct3)

ROM    (Sct2,RAM_sct2),(Sct4,RAM_sct4)

START  Sct1,Sct2,Sct3,Sct4(800000)

START  RAM_sct1,RAM_sct3:RAM_sct2,RAM_sct4(0F00000)

【説明】

RAM_sct1とRAM_sct2を同一アドレスから割り付けます。RAM_sct3はRAM_sct1に、

RAM_sct4はRAM_sct2に各々連結して割り付けます。
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1.3　シンボルアドレス出力機能

（1）フォーマット

名  称� オプション� サブコマンド� 否定形�

FSYMBOL なし�

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ��

FSYMBOL

<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]ｵﾌﾟｼｮﾝ�

<ｾｸｼｮﾝ名> [,<ｾｸｼｮﾝ名>…]ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ�

�

（2）機能
シンボルアドレス出力機能は、リンケージエディタで解決した外部定義シンボルをアセ

ンブラ制御命令の形式でファイルに出力します。出力ファイルをアセンブル、リンクする

ことにより、当該シンボル定義を含むオブジェクトプログラムをリンクすることなく、外

部参照シンボルのアドレスを解決することができます。

（3）説明
（1）機能説明

・本オプションは、リンケ ージエディタで解決した外 部定義シンボルをアセンブ ラ

制御命令の形式でファイル に出力します。出力するフ ァイル名は、ロードモジ ュ

ール名にファイル拡張子".fsy"を付加したファイルとなります。

（2）使用上の制限事項

・出力するロードモジュー ルファイルがリロケータブ ル形式の場合、本オプショ ン

／サブコマンドは使用できません。

・外部定義シンボル名の長さが 238 文字を超えるシンボルは、ウォーニングメッセ

ージ 126を出力し、238文字までが有効になります。

・指定したセクション名が存在しない場合、ウォーニングメッセージ 127を表示し、

処理を継続します。指定し たセクションが全て存在し ない場合、ファイルは出 力

されません。
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（4）指定例
図 1.2は、製品Ａの機能Ａを機能Ｂに変更し、製品Ｂを開発する例です。本機能を用い

て、共通ROM内シンボルのアドレスを解決することにより、共通ROMが流用できます。

機能A 機能BROM1

共通関数�ROM2

共通データ�ROM3

外部定義�
�

シンボル�

機能B

製品B

共通ROM

製品A
FUNCA.fsy

ROM4

共通関数�ROM2

共通データ�ROM3

ア
セ
ン
ブ
ラ�

リ
ン
ケ
ー
ジ
エ
デ
ィ
タ�

コ
ン
バ
ー
タ�

図 1.2　シンボルアドレス出力機能の使用例

【外部定義シンボルファイル出力の指定例】

lnk ROM1,ROM2,ROM3-output=FUNCA -fsymbol=sct2,sct3

sct2と sct3の外部定義シンボルをファイルに出力します。

【ファイル（FUNCA.fsy）の出力例】

;H SERIES LINKAGE EDITOR GENERATED FILE   1997.10.10

;fsymbol = sct2, sct3

;SECTION NAME = sct1

 .export sym1

sym1:  .equ     h'00FF0080

 .export sym2

sym2:  .equ     h'00FF0100

;SECTION NAME = sct2

 .export sym3

sym3:  .equ     h'00FF0180

 .end

【アセンブル、再リンクの指定例】

asmsh ROM4

asmsh FUNCA.fsy

lnk ROM4,FUNCA

ROM2,ROM3のオブジェクトファイルをリンクすることなく、ROM4の外部参照シンボ

ルを解決します。

【注意】

本機能を使用する場合、共通関数から機能Ａ内シンボルは参照できません。
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1.4　中間ファイルのディレクトリ指定
環境変数により、中間ファイルの出力先のディレクトリを指定できるようになりました。

中間ファイルのディレクトリ指定は、HLNK_TMP環境変数で指定します。

MS-DOS版 set HLNK_TMP=<ディレクトリ名>

UNIX版 setenv HLNK_TMP  <ディレクトリ名>
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1.5　仕様変更

1.5.1　ENTRYオプションの仕様変更
出力するロードモジュールがリロケータブル形式かつ実行開始アドレス（エントリポイ

ント）が定数値の場合、ウォーニングメッセージ 125を出力し、指定を無効とします。

1.5.2　リンケージリストの仕様変更
リンケージリストの出力フォーマットを 132 カラム／行から 80 カラム／行に変更しま

した。

1.5.3　入力ファイル数の制限拡張
リンケ ージ エディ タが １度の リン ケージ 処理 で扱え る入 力ファ イル 数を 256  個か ら

65,535個に拡張しました。
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2.1　オブジェクトフォーマット
オブジェクトフォーマットとして、ELF/DWARFまたは SYSROF/DWARFを使用する場

合は、Hシリーズ ライブラリアン Ver.2.0以降を使用してください。

オブジェクトフォーマットおよび対応するコンパイラ、アセンブラについては、1.1 オ

ブジェクトフォーマットを参照してください。

【注意】

ライブラリファイルを別ディレクトリに移動する場合は、ライブラリアンが生成した

付加情報ファイル(*.lct)も一緒に移動してください。付加情報ファイルが同一ディレク

トリに存在 しない場合 、ライブラ リアンでは エラーメッ セージ 303(CANNOT OPEN

FILE(*.lct))を出力します。
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本章では、Hシリーズ オブジェクトコンバータ Ver.2.0の追加機能を説明します。

新規に追加した機能の一覧を表 3.1に示します。

表 3.1　新規機能一覧

No. 項    目 ｵﾌﾟｼｮﾝ 機    能

１ ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄ ― ELF/DWARFｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｫｰﾏｯﾄをｻﾎﾟｰﾄ

２ ｺﾝﾊﾞｰﾄﾌｧｲﾙの分割出力 ― 任意のｱﾄﾞﾚｽ範囲毎にﾌｧｲﾙを分割出力

３ 出力ﾚｺｰﾄﾞの統一 RECORD 一定のﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄ (゙S1,S2,S3)で出力

４ S9ﾚｺｰﾄﾞの出力 S9 終端に S9ﾚｺｰﾄﾞを出力
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3.1　オブジェクトフォーマット
リンケージエディタで ELF  オプション／サブコマンドを指定した場合は、H シリーズ

オブジェクトコンバータ Ver.2.0以降を使用してください。
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3.2　コンバートファイルの分割出力
Sタイプに変換したオブジェクトプログラムを任意のアドレス範囲に分割してファイル

出力できるようになりました。

（1）指定方法

コンバートファイルの分割出力は、出力ファイル名とアドレス範囲を空白で区切って

指定します。

分割しない場合 cnvs  入力ﾌｧｲﾙ名  [出力ﾌｧｲﾙ]

分割する場合 cnvs  入力ﾌｧｲﾙ名  出力ﾌｧｲﾙ=開始ｱﾄﾞﾚｽ,終了ｱﾄﾞﾚｽ

［△出力ﾌｧｲﾙ=開始ｱﾄﾞﾚｽ,終了ｱﾄﾞﾚｽ...］

（2）機能説明

・出力ファイル名の後に開始アドレスと終了アドレスを指定すると、指定範囲内のオ

ブジェクトをＳタイプオブジェクトにコンバートします。

・開始アドレスおよび終了アドレスは、16進数定数で指定します。

・ページタイプの場合、開始アドレスと終了アドレスの前にページアドレスをコロン

（：）で区切って指定します。

（3）使用上の制限

・開始アドレスおよび終了アドレスに負の値を指定したとき、開始アドレスより終了

アドレスが小さい場合、エラーメッセージ 311を出力します。

・指定したアドレス範囲にオブジェクトが存在しない場合、ウォーニングメッセージ

101を出力します。

（4）指定例

・非ﾍﾟｰｼﾞﾀｲﾌﾟの場合(H8Sｼﾘｰｽﾞ,H8/300ｼﾘｰｽﾞ,SuperH RISC engineﾌｧﾐﾘ)

cnvs  test.abs  test1.mot=0,FFFF test2.mot=10000,1FFFF

・ﾍﾟｰｼﾞﾀｲﾌﾟの場合(H8/500ｼﾘｰｽﾞ)

cnvs  test.abs  test1.mot=0:0,0:FFFF test2.mot=1:0,1:FFFF
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3.3　オプションの追加
Hシリーズ オブジェクトコンバータVer.2.0では、以下オプションが追加になりました。

・RECORDオプション

・S9オプション

（1）コマンドフォーマット

オプションを指定する場合、コマンドフォーマットは、次のとおりです。

cnvs  <入力ﾌｧｲﾙ名>[△<出力ﾌｧｲﾙ名>[△<出力ﾌｧｲﾙ名>･･･]][[△]-<ｵﾌﾟｼｮﾝ名>･･･]

（2）RECORDオプション

本オプションは、ロードアドレスに関係なく、一定のデータレコード(S1,S2,S3)で出力

します。指定したデータレコードより大きいロードアドレスが存在した場合、エラー

メッセージ 310を表示し、処理を終了します。

（例）

cnvs test.abs test.mot -record=s2

全てのデータレコードを S2で出力します。

（3）S9オプション

ROM ライタには、エンドレコードが S9 でなければ正常に書込みのできない製品があ

ります。本オプションは、エントリアドレスがH'10000を超える場合でも S9レ

コードを終端に出力します。この場合、S9 レコードのエントリアドレスは、H'0 とな

ります。

（例）

cnvs test.abs test.mot -s9

終端に S9レコードを出力します。

補足）Sタイプオブジェクト形式は、「Hシリーズ リンケージエディタ ライブラリアン

オブジェクトコンバータ ユーザーズマニュアル」の オブジェクトコンバータ編 を

参照してください。
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